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ニ
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だいがくのたから

広
大
な
敷
地

　

本
学
の
敷
地
は
地
元
の
１
市
９
町
、
現
在
の
石
巻
市
、
女
川
町
、
東
松
島
市
の
方
々
が
用
地
を
買
収
し
、

造
成
し
て
本
学
を
誘
致
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
だ
。
北
側
に
あ
る
ト
ヤ
ケ
森
山
も
含
め
て
、
42
万
平
方
メ
ー

ト
ル
。
東
京
ド
ー
ム
の
約
10
倍
の
広
さ
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
に
も
変
形
や
流
動
化
は
一
切
な
く
、
広

い
芝
生
に
１
０
０
０
人
前
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
色
と
り
ど
り
の
テ
ン
ト
を
張
っ
て
生
活
し
、

物
資
用
の
大
型
テ
ン
ト
も
多
数
設
置
さ
れ
た
。

頑
丈
な
校
舎

　

ピ
ン
ク
の
タ
イ
ル
で
仕
上
げ
た
校
舎
が
、
東
西
に
翼
を
広
げ
る
よ
う
に
２
列
に
並
ん
で
い
る
。
本
館
お

よ
び
１
〜
４
号
館
は
開
学
に
先
立
つ
１
９
８
８
年
12
月
に
、
５
号
館
は
開
学
10
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

２
０
０
０
年
に
完
成
し
た
。
同
一
法
人
で
あ
る
専
修
大
学
の
卒
業
生
の
方
々
の
お
力
で
で
き
た
建
物
で
あ

る
。
敷
地
は
軟
弱
地
盤
だ
っ
た
た
め
、
南
側
の
校
舎
は
地
下
50
メ
ー
ト
ル
以
上
、
北
側
も
20
メ
ー
ト
ル
以

上
、
裏
山
か
ら
の
岩
盤
に
届
く
深
さ
の
基
礎
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
柱
が
太
く
、
壁
も
厚
い
重
厚
な
建
物

で
、
東
日
本
大
震
災
で
も
ビ
ク
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
学
内
に
お
け
る
死
傷
者
は
な
く
、

震
災
当
日
か
ら
１
０
０
０
人
以
上
の
避
難
者
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
日
本
赤
十
字
社
の

救
護
所
、
石
巻
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
な
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

祈
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

本
館
の
正
面
入
り
口
に
大
理
石
の
彫
刻
が
あ
る
。
彫
刻
家･

久
保
健
史
さ
ん
の
作
品
で
、
日
本
語
で
「
む

こ
う
の
こ
こ
に
は
…
…
」、
フ
ラ
ン
ス
語
で“U

n nuage carré”

（
四
角
い
雲
）
と
い
う
題
が
つ
い
て
い

る
。
私
た
ち
の
大
切
な
学
生
６
人
が
東
日
本
大
震
災
で
命
を
落
と
し
た
。
彼
ら
を
は
じ
め
と
す
る
震
災
の

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
慰
霊
す
る
と
と
も
に
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
学
内
の
一
番

目
立
つ
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

石巻専修大学



　100名が同時に演習できる広い基礎看護学実習をは
じめ、福岡女学院看護大学では、４つの充実した実
習室を完備しています（基礎看護学実習室、成人 ・
老年看護学実習室、母性・小児看護学実習室、地域・
在宅看護実習室）。最先端の設備 ・機器を導入し、医
療現場さながらの演習を展開しています。精緻な人
体模型や実際の住宅を模した実習室で在宅ケアを体
得するなど、常に相手の立場 ・心情に配慮した看護
の実践を学びます。また、2016年度には、シミュレー
ションセンターを含む新棟建築も決定しています。
学生たちは知識や技術を身に付け、看護職者として
の将来像や夢をふくらませています。

〈表紙写真〉

最先端の医療現場を先取りした施設で、
実践力を鍛えます



さ さ え 、 育 み 、 未 来 に つ な ぐ

F u k u o k a  J o  G a k u i n  N u r s i n g  C o l l e g e
福岡女学院看護大学

学校法人 福岡女学院は130周年を迎えました

大学点描

　2015年、学校法人福岡女学院は創立130周年を迎え
ました。米国のキリスト教宣教師ジェニー・ギール
女史が創立した英和女学校を前身とし、キリスト教
に基づいた深い教養を身につけ、広く社会に求めら
れる女性教育の学び舎として、時代とともにある使
命を果たしてきました。現在では、幼稚園、中学校・
高等学校、大学・短期大学部、大学院を擁する女子
教育の総合学園として発展を続けています。
　福岡女学院看護大学は、その伝統と実績をふまえ、
国立病院機構  福岡東医療センターと連携し、2008
年、福岡県古賀市に単科大学として開学しました。
2015年３月で４期409人を世に送り出しました。▲創立者 ジェニー・ギール女史

▼看護大学校舎外観



　本学は、国立病院機構 福岡東医療センターに隣接する恵まれた学
習環境にあり、最先端の医療現場と連携した看護教育を特色として
います。現役医師による講義「病態・疾病論Ⅰ～Ⅵ」では、国立病院
機構をはじめ、医療の第一線で活躍中の専門医師が講義を行います。
　また、福岡都市圏の国立病院機構をはじめ、大学病院や総合病院、

施設などで臨地実習が行われ、
充実した教育連携プログラム
を展開しています。多様性に
富んだ実習で、社会から求め
られる人間性豊かな看護職者
の育成をめざしています。

福岡女学院看護大学

キリスト教精神に基づいた、
ヒューマンケアリング教育

国
立
病
院
機
構

福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣
接

　本学は、キリスト教精神に基づいた、人間の尊重、倫理観を備えたヒューマン
ケアリング教育をめざしています。幅広い教養とコミュニケーション能力を身に
つけ、看護学や医学の専門的な知識と技術に研鑽を重ね、問題解決能力、看護実
践能力を取得し、医学および看護学の進歩、国民健康の維持増進、さらに地域や
国際社会に貢献する看護職者を育成します。

福岡東医療センター▶

◀病態・疾病論講義風景



地
域
連
携
協
定
事
業

　本学では、福岡県古賀市と連携し、「古賀市連携協定事業活動」の
一環として糖尿病予防教室を開催しています。食生活や運動習慣等、
日常生活動向と血糖値の関係を自分自身で調べながら、血糖値の現
状を自己分析し、糖尿病を予防するための健康管理のあり方を学習
することを目的としており、市職員（保健師・管理栄養士・看護師
を含む）や健康づくり促進員（ボランティア）、本学の公衆衛生看護
学領域教員等で約３ヶ月間、６回にわたって血糖測定器を活用して
実施しています。

　その他、古賀市との共同開
催で、古賀市在住の妊娠22週
以降の妊婦さん・古賀市に里
帰り出産予定の妊婦さんとご
家族を対象に、お産に向けて
の準備や過ごし方（呼吸法・
リラックス法）、沐浴体験など
を行う「妊娠後期すこやか教
室」を実施しています。学生
ボランティアも参加し、本学
の教育理念であるヒューマン
ケアリングを学び、実践する
大切な時間となっています。

▲▼すこやか教室

◀古賀市糖尿病予防教室



福岡女学院看護大学

看
護
大
学
10
周
年
に
向
け
て
、

新
校
舎
建
築
が
決
定

　本学は、2018年４月に開学10周年を迎えます。この記念すべき
年に創立10周年記念事業として新校舎建築に取り組みます。新校
舎の概要は、総面積約2,046㎡、鉄筋コンクリート３階建てで、国
立病院機構 福岡東医療センターより借用している敷地南東部角に
建設され、2015年11月着工、2016年８月末竣工予定です。
　近年、実習現場での学生による看護実践が難しくなってきてい
ます。看護実践能力を育成するには、できる限り現場に近い環境
を作り、課題を学生同士で討議し、安全な環境下で試行と失敗か
ら学ぶシミュレーション教育が効果的であると考えています。
　本学では、すでにアクティブラーニングを取り入れていますが、
新棟２・３階に、九州では数少ない看護シミュレーションセンター
を設置し、従来の講義・演習型の教育から、学習者主体による課
題解決型の教育へと移行しやすい環境を整え、教育方法の更なる
充実を図ります。

福岡女学院看護大学　〒811-3113 福岡県古賀市千鳥1-1-7
　TEL 092-943-4174　FAX 092-940-2341

学校法人 福岡女学院 〒811-1313 福岡市南区曰
お

佐
さ

3丁目42-1
　□法人本部事務局　　　　　　　　　　□福岡女学院大学・大学院
　□福岡女学院大学短期大学部（英語科） □福岡女学院大学生涯学習センター
　□福岡女学院大学臨床心理センター　　□福岡女学院高等学校
　□福岡女学院中学校　　　　　　　　　□福岡女学院幼稚園
　□福岡女学院天神サテライト
　　〒810-0001　福岡市中央区天神2-8-38　協和ビル9F　

学院ホームページ　http://www.fukujo.ac.jp

▲新棟完成イメージ



　

福
岡
女
学
院
は
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
建

学
の
理
念
を
堅
持
し
社
会
の
要
請
に
応
え
続
け
る
の
は
容

易
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
可
能
に
し
た
の
は
、

キ
リ
ス
ト
を
見
つ
め
て
き
た
教
育
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、「
高
い
志
を
胸
に
、
意
識
し
て
道
の
端
を
颯
爽
と
歩

く
」
学
生・

教
職
員
が
行
き
交
う
キ
ャ
ン
パ
ス
を
夢
見
て

い
ま
す
。
志
と
は
、
空
を
見
上
げ
た
時
に
溢
れ
だ
す
熱
き

血
潮
で
す
。
私
の
志
を
支
え
る
の
は
、
部
屋
に
掲
げ
た

「
信・

望・

愛
」（
寛
容
）
と
「
義
理
と
人
情
」（
侠
気
）
の

看
板
で
す
。

意
識
し
て
生
き
よ
う

片
野 

光
男
●
福
岡
女
学
院
看
護
大
学
学
長
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１　
は
じ
め
に

　

大
学
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
特
に
私
立
大
学
の
場
合

は
そ
の
独
自
性
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る

声
も
と
き
に
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
私
は
大
学
の
伝
統
を
維

持
し
つ
つ
改
革
を
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
進
め
れ
ば
、
か
え
っ

て
そ
の
独
自
性
の
輝
き
を
増
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
、
駒
澤
大
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
お
い
て

も
仏
教
系
大
学
の
独
自
性
を
持
っ
て
臨
み
た
い
。

　

さ
て
、
い
ま
社
会
は
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
い
、
伝
統
社
会
は
揺
ら
ぎ
、
変
化
し
、
経
済
環

境・

雇
用
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し
て
、
国
際
紛
争
が
頻
発
し
、

そ
こ
に
は
民
族
間
の
対
立
と
宗
教
間
の
対
立
が
表
裏
を
な
し

て
お
り
、
多
く
の
国
で
社
会
不
安
が
拡
大
し
て
い
る
。
わ
が

国
で
も
少
子
高
齢
化
に
伴
う
活
力
の
低
下
、
経
済・

社
会・

地
域
の
格
差
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災・

原
発
事
故
の
傷
跡
は
未
だ
癒
え
ず
、
復
旧
復
興
事
業
も
な
か

な
か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
激
甚
災
害
も
あ
と

を
絶
た
ず
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
代
は
「
心
の
時
代
」
と
言
わ
れ
、

宗
教
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
日
本
文
化
が
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
能・

狂
言
、
茶
の
湯
、

石
庭
、
水
墨
画
、
書
院
造
り
な
ど
は
、
禅
の
影
響
を
深
く
受

け
て
成
立
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
禅
へ
の
関
心
も
深
ま
っ
て

き
た
。
本
学
は
ま
さ
し
く
、
そ
の
禅・

仏
教
の
大
学
と
い
う

点
で
独
自
性
を
持
つ
の
で
あ
る
。

２　
建
学
の
理
念

　

本
学
の
建
学
の
理
念
は
、
わ
が
国
の
曹
洞
宗
の
祖
で
あ
り

廣
瀬 

良
弘
●
駒
澤
大
学
学
長

主
体
性
を
育
む
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

102015.11　大学時報



永
平
寺
の
開
山
で
あ
る
道
元
の
禅
の
思
想
に
由
来
し
て
い
る
。

本
学
の
「
寄
附
行
為
」
に
は
、
建
学
の
理
念
と
し
て
「
仏
教

の
教
義
並
び
に
曹
洞
宗
立
宗
の
精
神
に
則
り
、
学
校
教
育
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
理
念
は
、
長
年
、

「
行
学
一
如
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
、
そ
れ
と
併
せ
て
、

実
践
徳
目
と
し
て
「
信
誠
敬
愛
」
が
説
か
れ
て
き
た
。

　

道
元
の
禅
は
、
坐
禅
修
行
を
積
み
重
ね
て
悟
り
に
至
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
道
元
の
最
も
代
表
的
な
言
葉
に
「
修

証
一
等
」（
し
ゅ
し
ょ
う
い
っ
と
う
。「
修
証
一
如
」
と
も
。

『
弁
道
話
』）
が
あ
る
。
坐
禅
修
行
を
悟
る
た
め
の
手
段
と
は

せ
ず
、
修
（
坐
禅
修
行
）
と
証
（
悟
り
）
は
一
体
で
あ
り
、

坐
禅
修
行
が
悟
り
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
坐

禅
修
行
、
す
な
わ
ち
「
行
」
を
重
要
視
し
、
証
（
悟
り
）
と

一
等
（
一
如
）
と
し
た
の
で
あ
る
。
道
元
が
「
行
」
や
生
活

の
実
際
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
、
典
座
（
て
ん
ぞ
。
禅
宗
寺
院

の
料
理
長
）
の
役
を
特
に
重
視
し
、
中
国
の
禅
宗
に
な
ら
い
、

六
知
事
と
い
う
高
位
に
就
け
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
（『
典

座
教
訓
』）。

　

こ
の
道
元
の
最
も
代
表
的
な
言
葉
で
あ
る
「
修
証
一
等
」

の
精
神
を
大
学
の
理
念
と
し
た
の
が
「
行
学
一
如
」
で
あ
る
。

「
行
」
を
「
学
」
と
一
体
と
す
る
ま
で
に
高
め
た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
、「
行
学
一
如
」
が
建
学
の
理
念
を
表
現
す
る
も
の
と

し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
衛
藤
即
応
（
え

と
う
そ
く
お
う
）
総
長
の
時
か
ら
で
あ
る
。
１
９
５
４
（
昭

和
29
）
年
の
入
学
式
で
、
彼
は
「
本
学
設
立
の
精
神
を
体
す

る
行
学
一
如
の
学
風
」
と
述
べ
、
大
学
新
聞
に
は
「『
行
学
一

如
』
の
学
風
に
学
べ
」
の
大
見
出
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
時
期
、「
行
学
一
致
」・

「
行
学
一
体
」
な
ど
の
言
葉
で
表
現

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

　

大
学
で
は
「
行
」
と
は
自
己
陶
冶
、
自
己
形
成
の
こ
と
、

「
学
」
と
は
学
問
研
究
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
行
学
一

如
」
と
は
、「
自
分
を
よ
り
優
れ
た
人
間
に
成
長
さ
せ
る
こ
と

と
、
学
問
研
究
に
励
む
こ
と
は
一
つ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
学
」
は
、
受
動
的
に
受
け
取
る
も
の
で

は
な
く
、
積
極
的
な
「
行
」
を
通
し
、
自
分
の
血
肉
と
し
て

獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
で
あ
り
、
要
す
る
に
「
主

体
的
な
学
び
」（
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
教
え
で
あ

る
。「
主
体
的
な
学
び
」
こ
そ
が
、
複
雑
化
す
る
社
会
現
実
の

真
っ
た
だ
中
で
、
的
確
に
問
題
を
発
見
し
柔
軟
に
解
決
す
る

力
の
基
盤
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、「
行
学
一

如
」
は
「
学
」
を
通
し
て
社
会
貢
献
へ
と
連
な
る
の
で
あ
る
。
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「
行
学
一
如
」
は
、
仏
教
の
教
え
と
禅
の
精
神
が
息
づ
く
高

い
倫
理
観
に
支
え
ら
れ
る
。
仏
教
は
慈
悲
の
心
を
教
え
る
。

思
い
や
り
、
慈
し
み
の
心
で
あ
る
。
こ
の
慈
悲
の
心
も
、
行

動
を
伴
わ
な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
学
」

も
、
そ
れ
と
不
可
分
の
「
行
」
も
倫
理
的
な
深
さ
を
備
え
て

い
る
の
で
あ
る
。「
行
」
は
、
単
な
る
実
践
を
意
味
し
な
い
。

今
、
大
学
教
育
に
は
学
生
に
人
間
力・

生
活
力
を
も
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
学
の
「
行
」
は
ま

さ
し
く
こ
の
人
間
力・
生
活
力
へ
向
け
た
自
己
陶
冶
の
面
を

重
視
す
る
。
こ
こ
に
、
道
元
の
「
行
」
を
重
ん
じ
る
「
修
証

一
等
」
の
禅
の
精
神
が
生
き
て
い
る
。

　

本
学
の
法
科
大
学
院
も
、「
行
学
一
如
」
に
基
づ
き
「
理
論

と
実
務
を
架
橋
す
る
教
育
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
人
間
味
あ

ふ
れ
る
「
法
曹
」
の
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。
倫
理
観
に
貫

か
れ
た
「
人
に
寄
り
添
う
法
曹
の
養
成
」
こ
そ
、
法
科
大
学

院
の
発
足
以
来
の
存
在
意
義
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
、「
行
学
一
如
」
と
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
「
学
」
を

支
え
に
計
画
を
立
て
（
Ｐ
）、
そ
れ
を
「
行
動
」（
実
践
）
に

移
し
（
Ｄ
）、
さ
ら
に
「
学
」
に
よ
っ
て
検
証
し
て
（
Ｃ
）、

そ
れ
ま
で
の
教
訓
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
行
」（
Ａ
）
へ
上
昇
す

る
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

３　
自
校
史

　

本
学
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
、
全
学
部
共
通
の
１
年
次

全
員
履
修
科
目
と
し
て
、「
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
初

年
次
教
育
の
充
実
を
図
っ
た
。
そ
の
中
に
、
図
書
館
や
禅
文

化
歴
史
博
物
館
の
利
用
指
導
な
ど
と
共
に
自
校
史
教
育
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。
本
学
の
歴
史
に
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
興

味
深
い
出
来
事
や
ユ
ニ
ー
ク
な
逸
話
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
て
い
る
が
、「
受
講
に
よ
り
、
一
層
、
大
学
に
興
味
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

越
前
（
福
井
県
）
永
平
寺
を
開
い
た
道
元
か
ら
四
代
目
に

当
た
る
の
が
、
能
登
（
石
川
県
）
の
總
持
寺
を
開
い
た
瑩
山

で
あ
る
。
そ
の
弟
子
で
、
總
持
寺
の
二
代
目
と
な
っ
た
の
が

峨
山
で
あ
る
。
こ
の
峨
山
は
、
瑩
山
が
開
い
た
能
登
門
前
の

總
持
寺
と
羽
咋
の
永
光
寺
の
住
職
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
折
に
は
、
永
光
寺
の
朝
の
勤
行
が
終
わ
っ
て
か

ら
總
持
寺
の
勤
行
に
駆
け
付
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
両
寺

を
結
ぶ
尾
根
道
は
、
今
も
「
峨
山
道
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

両
寺
間
は
13
里
、
52
キ
ロ
あ
る
。
總
持
寺
に
は
、
始
め
は
非

常
に
ゆ
っ
く
り
読
み
、
途
中
か
ら
早
い
ス
ピ
ー
ド
に
な
る
読

経
の
や
り
方
が
今
も
あ
り
、
毎
朝
続
け
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
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り
、
峨
山
が
到
着
す
る
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
読
み
、
到
着
し
た

と
み
る
や
読
経
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

実
際
の
頻
度
は
と
も
か
く
、
峨
山
が
両
寺
間
を
よ
く
往
復
し

た
こ
と
か
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。
52
キ
ロ
は
、
マ
ラ

ソ
ン
よ
り
10
キ
ロ
も
長
い
距
離
で
あ
る
。
峨
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
行
動
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

こ
の
峨
山
は
25
人
（
そ
の
う
ち
の
特
に
優
れ
た
５
人
を
「
五

哲
」
と
い
う
）
も
の
優
れ
た
弟
子
を
輩
出
し
て
お
り
、
彼
ら

は
村
は
ず
れ
の
堂・

宮
に
住
む
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
全
国

展
開
し
て
い
く
。
旅
か
ら
旅
の
修
行
行
脚
の
中
で
得
た
知
識

を
も
と
に
、
小
地
域
の
開
発
や
温
泉
場
の
再
開
発
、
生
前
に

戒
名
を
授
け
る
授
戒
会
、
葬
祭
活
動
な
ど
に
よ
り
、
在
地
の

武
士
や
長
者
（
商
人
的
武
士
）
ば
か
り
で
な
く
、
農
民・

職

人
な
ど
の
民
衆
に
ま
で
受
容
さ
れ
て
い
き
、
彼
ら
が
広
げ
た

曹
洞
宗
は
現
在
で
も
１
万
４
０
０
０
の
寺
院
を
擁
す
る
わ
が

国
最
大
の
宗
派
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
全
国
展
開
の
中
で
、

南
武
蔵・

相
模
に
力
を
持
っ
た
太
田
道
灌
に
も
受
容
さ
れ
、

彼
が
本
学
の
前
身
の
誕
生
の
場
と
な
る
吉
祥
寺
を
開
く
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

　

駒
澤
大
学
は
、
わ
が
国
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
も
、
最
も

古
い
歴
史
と
豊
か
な
伝
統
を
持
つ
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。
本

学
は
、
江
戸
城
を
造
り
、
江
戸
東
京
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る

太
田
道
灌
が
、
城
の
近
く
に
前
述
の
と
お
り
吉
祥
寺
を
建
て

た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
１
４
５
７
（
長
禄
元
）
年
、
５

５
８
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
１
３
５
年
後
、
徳
川

家
康
が
江
戸
城
に
入
っ
て
間
も
な
い
１
５
９
２
（
文
禄
元
）

年
、
そ
の
吉
祥
寺
の
中
に
本
学
の
前
身
の
学
林
（
の
ち
の
旃

檀
林
）
が
で
き
る
。
約
４
２
０
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

江
戸
初
期
の
様
子
を
伝
え
る
『
江
戸
図
屏
風
（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
蔵
）』
に
は
、
吉
祥
寺
は
江
戸
城
の
堀
の
向
こ
う

側
に
描
か
れ
て
い
る
。
堀
の
上
に
は
、
人
が
渡
る
普
通
の
橋

の
ほ
か
に
、
神
田
上
水
の
水
を
江
戸
城
に
通
す
橋
、
つ
ま
り

文
字
通
り
の
水
道
橋
（
現
在
の
水
道
橋
）
が
掛
か
り
、
そ
の

袂
（
た
も
と
）
に
吉
祥
寺
が
描
か
れ
て
お
り
、吉
祥
寺
の
上
に

は
水
戸
屋
敷
が
見
え
、
下
に
は
お
茶
の
水
の
井
戸
が
見
え
る
。

　

１
６
５
７
（
明
暦
３
）
年
、
江
戸
の
大
半
と
江
戸
城
天
守

閣
を
焼
き
尽
く
し
た
明
暦
の
大
火
（
振
袖
火
事
）
に
よ
り
、

吉
祥
寺
と
共
に
学
林
は
駒
込
へ
移
り
、
門
前
の
住
民
は
五
日

市
街
道
を
開
拓
し
、
も
と
居
た
場
所
の
寺
の
名
を
と
っ
て
吉

祥
寺
村
と
名
付
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
今
の
吉
祥
寺
の
街
で

あ
る
。
３
５
８
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
以
降
、
天

守
閣
は
消
失
し
た
ま
ま
で
再
建
さ
れ
ず
、
現
在
も
皇
居
に
は
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石
垣
が
残
る
の
み
で
あ
る
（
皇
居
天
守
石
垣
）。

　

明
治
期
に
入
り
、
１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
、
曹
洞
宗
は

愛
宕
青
松
寺
獅
子
窟
に
曹
洞
宗
専
門
学
本
校
を
作
っ
た
が
、

狭
隘
で
あ
っ
た
の
で
翌
年
に
駒
込
の
吉
祥
寺
旃
檀
林
に
移
転

し
た
。
そ
し
て
、
１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
、
麻
布
北
日
が

窪
、
今
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ・

テ
レ
ビ
朝
日
の
あ
た
り
に
近
代

的
な
大
学
と
し
て
出
発
し
て
１
３
３
年
、
そ
こ
か
ら
31
年
後

の
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
、
駒
沢
の
地
に
移
転
し
て
き
て

１
０
２
年
が
経
過
し
た
。
当
時
の
駒
沢
に
は
、
東
京
唯
一
の

駒
沢
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

駒
澤
大
学
で
一
番
古
い
建
物
は
、
現
在
の
禅
文
化
歴
史
博

物
館
（
旧
図
書
館
）
で
あ
る
。
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
の

建
設
で
、
現
在
は
東
京
都
歴
史
的
建
造
物
と
な
っ
て
お
り
、

設
計
者
は
菅
原
栄
蔵
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
彼
が
設
計
し
た

建
築
物
に
は
、
レ
ン
ガ
造
り
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
、
銀
座
ラ
イ
オ

ン
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
洋
館
は
、
茶
の

湯
や
禅
と
関
係
が
深
い
数
寄
屋
造
り
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

設
計
で
知
ら
れ
る
吉
田
五
十
八
の
設
計
で
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
や

映
画
な
ど
で
首
相
官
邸
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
ロ
ケ
地
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
、
学
生
た
ち
に
禅
の
大
学
ら
し
さ
を
よ
り
一

層
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
枯
山
水
の
石
庭
や
金
閣
寺
垣
、

建
仁
寺
垣
の
竹
垣
を
施
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
統
と
歴
史

に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
あ
ふ
れ
る
駒
澤
大
学
で
あ
る
。
今

後
も
学
生
に
自
校
の
歴
史
に
興
味
を
抱
か
せ
、
学
習
意
欲
の

向
上
に
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

４　
お
わ
り
に
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
―

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
の
共
通
語
は
英
語
で
あ
る
。
英
語
教

育
を
中
心
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け

た
学
生
の
養
成
は
必
須
で
あ
り
、
外
国
人
留
学
生
を
さ
ら
に

受
け
入
れ
、
本
学
学
生
の
留
学
へ
の
道
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
、
交
流
の
環
境
を
整
え
る
必
要
も
あ
る
。
そ
の
際
、
禅・

仏
教
の
教
育
を
受
け
、
坐
禅
を
体
験
し
、
自
己
を
見
つ
め
、

禅
文
化
や
日
本
文
化
の
知
識
を
持
っ
た
学
生
を
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
送
り
出
す
と
い
う
本
学
な
ら
で
は
の
独
自
性
を
大
い

に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

異
文
化
の
人
々
と
の
出
会
い
の
中
で
は
、
自
ら
の
文
化
を

自
覚
し
、
互
い
の
独
自
性
を
認
め
合
う
能
力
が
必
要
で
あ 

り
、
そ
の
た
め
に
は
「
主
体
性
」
を
持
っ
た
学
生
の
育
成
が

不
可
欠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
主
体
性
教
育
」
と
同
時
に
、

他
人
相
互
の
差
異
を
認
め
合
う
「
多
様
性
教
育
」
も
必
要
で
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あ
る
。

　

か
つ
て
わ
が
国
の
大
学
は
、
本
学
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
最
大
の
問
題
が
、
お
そ

ら
く
「
主
体
性
教
育
」
の
不
十
分
さ
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え

る
。
学
習
意
欲
を
持
っ
た
「
主
体
的
」
な
学
生
に
対
し
て
は
、

熱
意
の
こ
も
っ
た
丁
寧
な
教
育
が
確
か
に
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
資
源
の
乏
し
い
「
教
育
立
国
」
が
、

こ
こ
ま
で
世
界
的
に
発
展
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
意
欲
の
な
い
学
生
に
対
す
る
教
育
す

る
側
の
働
き
か
け
は
、
き
わ
め
て
弱
か
っ
た
。「
主
体
性
を
備

え
た
学
生
に
対
す
る
教
育
」
は
行
わ
れ
た
が
、「
主
体
性
を
育

む
教
育
」
は
十
分
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
意
欲

の
な
い
学
生
は
、「
主
体
性
尊
重
」
の
美
名
の
も
と
、
い
わ
ば

放
置
さ
れ
て
き
た
。

　

大
学
生
が
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
誰
も
が
「
主
体

性
」
を
身
に
付
け
て
い
た
時
代
に
は
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題

に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
大
学
生
の
大
衆
化
が
進

む
と
と
も
に
、
主
体
性
を
持
た
な
い
学
生
の
増
大
が
起
こ
り
、

彼
ら
に
対
す
る
「
主
体
性
を
育
む
教
育
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
大
学
は
そ
の
課
題
に
正
面

か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
後
れ
を
取
っ
た
。
今
、
そ
の
遅
れ
を

一
刻
も
早
く
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

単
に
主
体
性
教
育
と
は
い
っ
て
も
、
学
生
の
知
性
を
活
性

化
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
環
境
の
中

で
自
ら
の
知
性
を
働
か
せ
る
の
は
学
生
本
人
で
あ
る
。
こ
の

環
境
整
備
の
努
力・

工
夫
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

人
間
の
知
性
は
、
閉
じ
ら
れ
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る

画
一
的
な
環
境
で
は
、
弛
緩
し
眠
り
込
む
。
逆
に
、
開
か
れ

新
た
な
事
象
が
次
々
と
現
れ
る
多
様
性
に
あ
ふ
れ
た
環
境
に

置
か
れ
れ
ば
、
驚
き
目
覚
め
て
活
発
に
な
る
。
開
か
れ
た
多

様
性
の
中
で
こ
そ
知
性
は
活
性
化
し
、
主
体
的
な
学
習
が
広

が
っ
て
、
改
め
て
自
ら
の
独
自
性
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
独
自

性
を
表
現
す
る
意
欲
も
生
ま
れ
て
く
る
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
づ
く
り
へ
向
か
っ
て
、「
行
学
一
如
」
の

建
学
の
理
念
を
実
践
し
、
母
校
の
持
つ
伝
統
と
独
自
性
を
誇

り
と
す
る
、
人
間
力
、
生
活
力
あ
ふ
れ
る
学
生
の
育
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
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日
本
私
立
大
学
連
盟
の
学
生
委
員
会
で
は
、
２
０
１
４
年
に
「
第

14
回
学
生
生
活
実
態
調
査
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
は
１
９
６

７
年
に
始
ま
り
、
４
年
ご
と
に
、
加
盟
大
学
の
学
生
を
対
象
と
し

て
、
社
会・

経
済
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
多
様
化
す
る
学
生
の
特

徴
や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、
加
盟
大
学
に
よ
る
き
め
細

か
な
学
生
支
援
の
一
助
と
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
質
問
項
目
は
、
調
査
の
継
続
性
を
考
慮
し
、
客
観
的
で
数
値

化
で
き
る
内
容
設
定
に
よ
り
、
経
年
変
化
の
比
較
分
析
を
重
視
し

つ
つ
も
、
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
た
調
査
項
目
の
見
直
し
や
追
加

な
ど
を
し
て
、
９
分
野
（
後
記
）
に
わ
た
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
は
加
盟
１
２
０
大
学
の
学
生
を
対
象
に
実
施
し
、

６
７
９
１
名
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
収
率
64・

２
％
）。
調
査
の
分

析
結
果
は
、
今
回
の
調
査
を
含
む
３
回
分
（
２
０
０
６
、
２
０
１

０
、
２
０
１
４
年
）
の
時
系
列
比
較
と
い
う
形
式
で
『
私
立
大
学

学
生
生
活
白
書
２
０
１
５
』
に
取
り
ま
と
め
た
。
以
下
で
は
、
今

回
の
調
査
の
特
徴
を
要
約
し
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
現
代
学

生
像
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
支
援
の
在
り
方
お
よ
び
課
題
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
、
今
号
の
座
談
会
で
は
、『
私
立
大
学
学
生
生
活
白
書
２
０

１
５
』
を
取
り
ま
と
め
た
分
科
会
委
員
が
、
学
生
支
援
の
現
場
の

実
感
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
白
書
か
ら
読
み
取
れ
る
現
代
学
生
像
と

今
後
の
学
生
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
併

せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
①
「
留
学
」
と
学
生
生

活
の
関
係
（
白
書
第
Ⅵ
章
）
②
「
朝
食
」
と
学
生
生
活
の
関
係
（
白

書
第
Ⅲ
章
の
質
問
項
目
）
を
新
設
し
、
③
身
に
つ
い
た
力・

身
に

『
第
14
回
学
生
生
活
実
態
調
査
』
か
ら
読
み
解
く
現
代
学
生
像

今
尾 

真
●
明
治
学
院
大
学
学
生
部
長・

学
生
生
活
実
態
調
査
分
科
会
委
員

特
別
原
稿
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つ
け
た
い
力
（
白
書
第
Ⅸ
章
の
質
問
項
目
）
を
加
え
た
３
つ
を
白

書
の
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
た
。

　

①
で
は
、
留
学
経
験
率
は
８・

３
％
と
そ
れ
ほ
ど
高
い
数
値
で

は
な
い
が
、
女
子
学
生
（
11・

４
％
）
が
男
子
学
生
（
５・

５
％
）

よ
り
、
人
文
科
学
系
学
生
（
12・

３
％
）
が
理・

工
系
学
生
（
３・

６
％
）
よ
り
、
留
学
率
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

留
学
未
経
験
者
の
３
割
に
留
学
意
向
が
あ
り
、
特
に
１
年
生
で
そ

の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
他
方
、
留
学
意
向
の
な
い
学
生
の
理
由
と

し
て
は
、「
留
学
資
金
が
な
い
」「
語
学
力
に
不
安
が
あ
る
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
図
１
）

　

次
い
で
、
②
の
質
問
で
は
、「
朝
食
を
毎
日
と
る
」
と
回
答
し
た

学
生
が
60・

７
％
、「
朝
食
を
と
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
学
生
が

８・

８
％
で
あ
っ
た
。
朝
食
を
毎
日
と
る
生
活
習
慣
が
充
実
し
た

大
学
生
活
に
つ
な
が
る
と
の
回
答
が
多
く
、
両
者
の
間
に
相
関
関

係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
１
０
０
円
朝
食
や
学
生
食
堂
の
早

朝
営
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
大
学
も
あ
る
が
、
学
生
に
朝
食
を

と
ら
せ
る
た
め
の
何
ら
か
の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
は
一
定
の

意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。（
図
２
）

　

さ
ら
に
、
③
に
つ
い
て
は
、
質
問
し
た
多
く
の
能
力
に
つ
い
て
、

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
「
身
に
つ
い
た
」
と
感
じ
る
学
生
の
割
合

図１　留学を考えない理由（降順）
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が
高
く
な
っ
て
お
り
、
大
学

に
お
け
る
取
り
組
み
に
一
定

の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と

分
析
で
き
よ
う
。
他
方
、
語

学
力
に
関
し
て
は
、「
身
に
つ

い
た
」
と
実
感
し
て
い
る
学

生
の
割
合
が
、
１
年
生
と
４

年
生
を
比
較
す
る
と
数
値
が

低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
「
身
に
つ
け
た
い
力
」
と

し
て
語
学
力
が
上
位
に
あ
る

こ
と
は
、
大
学
に
お
け
る
語

学
教
育
に
対
す
る
見
直
し
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
前
回
調
査
と
共
通

の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
中

か
ら
、
今
回
の
調
査
結
果
で

特
徴
的
な
項
目
を
中
心
に
分

析・

評
価
の
概
要
を
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

　
「
進
学
目
的・

理
由
／
充
実
度
／
期
待
」（
白
書
第
Ⅰ
章
）
に
関

し
て
は
、「
大
学
卒
の
学
歴
が
必
要
」
と
の
進
学
目
的
が
、
こ
れ
ま

で
の
３
回
の
調
査
で
常
に
１
位
を
占
め
た
（
今
回
調
査
で
は
56・

０
％
）。
ま
た
、
大
学
選
択
の
理
由
と
し
て
は
、「
自
宅
か
ら
の
通

学
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
」「
自
分
の
実
力
（
偏
差
値
）
に
合
っ
て
い

た
か
ら
」
が
上
位
で
、
大
学
選
択
に
無
理
を
し
な
い
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
所
属
大
学
に
対
す
る
充
実
度
や
期
待
に
つ
い
て
、

満
足
度
は
３
回
の
調
査
で
漸
増
傾
向
で
あ
っ
た
（
学
生
生
活
の
充

実
度
に
つ
い
て
も
、
４
分
の
３
の
学
生
が
充
実
し
て
い
る
と
回

答
）。
他
方
、
所
属
大
学
の
施
設・

サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
望
と
し
て
、

ほ
ぼ
半
数
の
学
生
（
49・

０
％
）
が
「
学
生
食
堂
の
充
実
」
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
前
々
回
（
44・

０
％
）
や
前
回
（
43・

２
％
）
か
ら
５
ポ
イ
ン
ト
あ
ま
り
上
昇
し

て
お
り
、
前
述
の
「
朝
食
を
毎
日
と
る
」
と
の
回
答
に
も
関
連
し

て
、
学
生
食
堂
の
充
実
が
今
後
大
学
の
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、「
経
済
」（
白
書
第
Ⅱ
章
）
に
関
し
て
は
、
１
カ
月
の

収
入・
支
出
の
両
方
で
前
回
調
査
よ
り
金
額
が
増
加
し
た
。
ま
た
、

収
入
に
つ
い
て
は
、「
家
族
な
ど
か
ら
の
援
助
」
が
１
カ
月
平
均
２

９
０
０
円
減
少
し
、
逆
に
、「
ア
ル
バ
イ
ト・

定
職
収
入
」
が
１
カ

月
平
均
３
５
０
０
円
増
加
し
た
と
い
う
調
査
結
果
か
ら
、
世
間
で

0 20 40 60 80 100（%）

図２　学生生活の充実度
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は
昨
今
経
済
状
況
が
上
向
き
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
の
、
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
奨
学

金
に
つ
い
て
、「
返
還
の
必
要
の
な
い
奨
学
金
の
充
実
」
が
要
望
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
が
３
回
の
調
査
で
も
変
わ
ら
ず
、
奨
学
金
受

給
率
（
前
々
回
32・
３
％
、
前
回
39・

９
％
、
今
回
42・

６
％
）

お
よ
び
ア
ル
バ
イ
ト・
就
労
率
（
71・

５
％
、
69・

３
％
、
73・

３
％
）
が
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
結
果
は
、
学
生
の
親
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
家
計
状
況
の
中

で
学
生
を
大
学
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
り
、
各
大

学
と
し
て
も
給
付
型
の
奨
学
金
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
。（
図
３
）

　
「
ラ
イ
フ
（
大
学
生
活
）」（
白
書
第
Ⅲ
章
）
に
つ
い
て
は
、
課
外

活
動
参
加
時
間
が
３
回
の
調
査
で
微
増
傾
向
に
あ
る
反
面
、
睡
眠

時
間
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。「
興
味・

関
心
」
に
つ
い
て
も
、
３
回

の
調
査
で
、「
大
学
の
勉
強
」「
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
」「
資
格

の
取
得
」
の
順
に
ト
ッ
プ
３
と
な
っ
た
が
、
前
回
と
比
べ
、
前
二

者
は
微
増
し
た
の
に
対
し
、「
資
格
の
取
得
」
が
微
減
と
な
っ
た
。

な
お
、「
大
学
の
勉
強
」
は
連
続
し
て
上
昇
し
て
お
り
（
前
々
回

21・

５
％
、
前
回
22・

９
％
、
今
回
23・

１
％
）、
学
習
に
対
す
る

意
識
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、「
大
学
生
活
で

大
切
な
こ
と
」
の
項

目
と
し
て
、「
よ
い
成

績
を
と
る
こ
と
」「
講

義・

ゼ
ミ・

研
究
会

な
ど
に
き
ち
ん
と
出

席
す
る
こ
と
」
の
増

加
と
軌
を
一
に
し
て

い
る
。
他
方
で
、「
興

味・

関
心
」
の
項
目 

で
は
、「
友
人
と
の
交

際
」
が
前
回
よ
り
大

幅
に
低
い
数
値
と

な
っ
た
こ
と
に
加

え
、「
大
学
生
活
で
大

切
な
こ
と
」
の
項
目

に
関
し
て
、「
よ
い
友

人・

先
輩
を
得
る
こ

と
」
も
低
く
な
っ
て

お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
「
人
脈
を
つ
く
る

こ
と
」
が
増
加
し
て

図３　奨学金制度への要望（降順）
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い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
昨
今
の
学
生
は
就

職
活
動
や
卒
業
後
に
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
に

対
し
て
、
よ
り
真
面
目
に
取
り
組
も
う
と
す

る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
喫
煙

率
も
３
回
連
続
で
減
少
し
続
け
（
16・

４
％

→
12・

２
％
→
８・

９
％
）、
２
０
０
６
年
の

半
分
近
く
ま
で
減
っ
た
。
た
だ
し
、
前
回
調

査
か
ら
盛
り
込
ま
れ
た
「
薬
物
の
使
用
」
に

つ
い
て
は
、
自
己
責
任
で
の
容
認
派
が
増
え

て
お
り
、
危
険
な
兆
候
を
示
し
て
い
る
。
各

大
学
と
も
、
い
っ
そ
う
の
注
意
喚
起
と
教
育

指
導
が
望
ま
れ
よ
う
。（
図
４
）

　
「
正
課
教
育
」（
白
書
第
Ⅳ
章
）
お
よ
び
「
正

課
外
活
動
」（
白
書
第
Ⅴ
章
）
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、

「
正
課
教
育
」
で
は
、「
正
課
教
育
の
満
足
度
」

が
経
年
比
較
で
増
加
傾
向
に
あ
り
、「
講
義
へ

の
希
望
」「
教
育
内
容・

方
法
へ
の
期
待・

要

望
」
は
全
体
的
に
数
値
が
低
く
、
大
学
が
学

生
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
き
た

成
果
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
正
課
外
活
動
」
で
は
、
課
外
活
動
へ
の
参
加
率
が
年
々
増
加
し
て

き
た
。
し
か
し
、
参
加
目
的
に
つ
い
て
は
、「
友
人
を
得
る
」
と

「
学
生
生
活
を
楽
し
む
」
の
項
目
が
１・

２
位
を
占
め
て
い
る
こ
と

に
変
わ
り
が
な
い
も
の
の
、
今
回
調
査
で
は
そ
れ
ぞ
れ
４・

７
ポ

イ
ン
ト
、
５・

５
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
数
値
が
低
下
し
た
。
こ

れ
は
、
前
述
の
「
ラ
イ
フ
」
に
お
け
る
「
興
味・

関
心
」
項
目
の

「
友
人
と
の
交
際
」
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
学
生

の
「
孤
立
化
」
現
象
が
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
不
安・

悩
み
」（
白
書
第
Ⅶ
章
）
に
つ
い
て
は
、「
自
分
の
こ
と

を
何
で
も
話
せ
る
友
人
」
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た
学
生
が
３
回

連
続
で
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、「
不
安・

悩
み
の
内
容
」
の
１
位

も
、
連
続
で
「
就
職
や
将
来
の
進
路
」
と
な
っ
て
お
り
、
１
年
生

で
も
１
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
に
対
し
て
は
、

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的
な
面
も
含
め
て
、
大
学
と
し
て
低
学
年

の
段
階
か
ら
一
貫
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
不
可

欠
で
あ
ろ
う
。
次
に
、「
相
談
相
手
」
で
は
、
友
人
へ
の
相
談
が
減

少
し
、
家
族
へ
の
相
談
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
「
大
学
の
教

職
員
」「
学
生
相
談
室
」
の
利
用
は
低
い
と
い
う
結
果
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
不
安・

悩
み
と
し
て
就
職
や
将
来
の
進
路
、
学
業
が
多

く
挙
が
る
も
の
の
、
相
談
相
手
と
し
て
大
学
が
活
用
さ
れ
て
い
な

い
現
実
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
改
善
が
望

図４　薬物の使用について
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ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。（
図
５
）

　

以
上
を
総
括
す
る

と
、
今
回
の
調
査
結

果
か
ら
は
、
大
学
で

の
学
習
に
対
す
る
真

摯
な
姿
勢
の
向
上
、

所
属
学
部・

学
科
へ

の
満
足
度
や
学
生
生

活
の
充
実
度
の
漸

増
、
正
課
教
育
に
対

す
る
満
足
度
の
向
上

お
よ
び
正
課
外
活
動

へ
の
積
極
的
参
加
の

増
加
な
ど
の
特
徴
が

挙
げ
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
学
生
の
「
真
面
目

化
」
の
傾
向
が
よ
り

顕
著
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
は
ま
た
、
学
生

の
ニ
ー
ズ
に
各
大
学
が
対
応
し
、
き
め
細
か
な
支
援
を
実
践
し
て

き
た
成
果
の
一
部
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
他

方
で
、
奨
学
金
の
受
給
率・

受
給
額
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
給
付

型
の
奨
学
金
へ
の
要
望
が
高
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
、
各
大
学

と
し
て
経
済
面
で
の
よ
り
積
極
的
な
学
生
支
援
が
引
き
続
き
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
を
振
り
返
っ
て
の
所
感
と
し
て
、
調
査
結

果
か
ら
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
学
生
の
「
真
面
目
化
」
傾
向
（
あ
る

い
は
「
安
定
化
志
向
」）
は
、
裏
を
返
せ
ば
学
生
の
主
体
性
や
能
動

性
が
欠
落
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、「
没
個
性
的
」
な
学

生
の
増
加
の
兆
候
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を

感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
今
後
、
各
大
学
は
、
単
に
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
抽
出
し
て
支
援
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
学
生
像
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
的
確
に
分
析・

把
握
し
、

各
大
学
が
目
指
す
人
材
育
成
と
そ
の
た
め
の
支
援・

教
育
を
実
践

す
る
時
期
に
突
入
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
私
立
大
学
学
生
生
活
白
書
２
０
１
５
』
は
、
日
本
私
立
大
学
連

盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
資
料・

刊
行
物
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
の
で
、
広
く
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
（http://w

w
w

.
shidairen.or.jp/publications

）。

図５　不安・悩みの相談相手―全体と何でも話せる友人の有無（降順）
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調
査
結
果
か
ら
う
か
が
え
る

「
真
面
目
で
現
実
志
向
的
」な
学
生
像

難
波　
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に
変
化
し

て
お
り
、
大
学
は
、
多
様
化
す
る
学
生
の
特
徴
や

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
き
め
細
か
な
学
生
支

援
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、
１
９
６
７
年
か
ら

４
年
ご
と
に
、
加
盟
大
学
の
学
生
生
活
実
態
調
査

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
２
０
１
４

年
に
実
施
し
た
第
14
回
調
査
の
結
果
が
『
私
立
大

学
学
生
生
活
白
書
２
０
１
５
』
と
し
て
と
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
本
日
は
、
調
査
お
よ
び
分
析
を

担
当
さ
れ
た
委
員
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

調
査
結
果
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
現
代

の
学
生
像
や
、
ど
の
よ
う
な
支
援
体
制
が
求
め
ら

『
第
14
回
学
生
生
活
実
態
調
査
』か
ら
読
み
解
く

現
代
学
生
像
と
こ
れ
か
ら
の
学
生
支
援

座
談
会

北
ほう
條
じょう
 英
ひで
勝
かつ

武蔵野大学人間
科学部教授、学
生生活実態調査
分科会長

平
ひら
山
やま
 令
れい
二
じ

中央大学法学部教
授、学生生活実態
調査分科会委員

桂
かつら
 良
りょう
太
た
郎
ろう

立命館大学国際関
係学部教授、学生
生活実態調査分科
会委員
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れ
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
の
一
助
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
條　
２
０
１
０
年
度
に
行
っ
た
前
回
の
調
査
と

今
回
の
調
査
を
比
べ
る
と
、
基
本
的
な
傾
向
は
変

わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
現
実
志
向
的
と
い
う
か
真
面
目
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
傾
向
が
非
常
に
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

経
験
的
に
言
っ
て
も
、
授
業
に
き
ち
ん
と
出
席
す

る
学
生
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
進

学
の
目
的
と
し
て
一
番
回
答
が
多
い
の
は
「
学
歴

の
必
要
性
」
で
、「
専
門
性
を
身
に
付
け
る
」
も
か

な
り
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
、
前
回
の
調
査
結
果
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
す
。
大
学
生
活
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
「
講
義
や
ゼ
ミ
、
研
究
会
な
ど
に
き
ち

ん
と
出
席
す
る
」
と
い
う
答
え
も
同
様
で
す
。
一

方
で
、
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
年
次
推
移
的
に

非
常
に
増
え
て
き
た
の
は
「
大
学
で
良
い
成
績
を

取
る
こ
と
を
重
視
」
と
い
う
学
生
で
す
。

真
面
目
で
は
あ
る
が

そ
の
主
体
性
や
い
か
に
？

北
條　
ま
た
、
課
外
活
動
に
参
加
し
て
い
る
学
生

が
７
割
と
、
か
な
り
増
え
て
い
ま
す
。
勉
学
と
課

阿
あ
藤
とう
 正
まさ
道
みち

専修大学商学部教
授、学生生活実態
調査分科会委員岩

いわ
崎
さき
 日
ひ
出
で
男
お

園田学園女子大学
人間健康学部教
授、学生生活実態
調査分科会委員司会

難
なん
波
ば
 功
こう
士
じ

関西学院大学社会
学部教授

座
談
会
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外
活
動
を
両
立
し
よ
う
と
い
う
傾
向
が
強
い
と
こ

ろ
に
も
、
学
生
の
真
面
目
さ
が
表
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
授
業
な
ど
に
真
面
目
に
出
席
す
る
一

方
で
、
課
外
活
動
な
ど
に
も
熱
心
と
い
う
学
生
の

姿
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
こ
で
本
当
に
主
体
的
に
行
動
し
て
い

る
の
か
と
い
う
話
に
な
る
と
、
本
当
の
と
こ
ろ
は

よ
く
分
か
ら
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
教

育
社
会
学
の
分
野
で
は
、
最
近
「
大
学
生
の
生
徒

化
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
考
え
行
動
し
、
そ
の
責
任
を
持
つ

と
い
う
従
来
型
の
大
学
生
、
自
立
し
た
大
学
生
の

イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
高
校
の
延
長
線
上
の
学
校

に
通
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
の
大
学
生
の
姿
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
傾
向
に
、
今
回

の
調
査
結
果
が
合
致
し
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　

学
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
一
方
で
大
学
が
そ
う
い
っ
た
も
の
を
授
業

に
取
り
入
れ
る
動
き
も
進
ん
で
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
学
生
が
本
当
に
主
体
的
な
の
か
ど
う
か
は
議

論
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
山　
今
回
の
調
査
結
果
を
見
ま
す
と
、
概
し
て

予
想
通
り
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
私
が
日
常
接
し

て
い
る
学
生
の
姿
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
よ
う
な

数
値
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

経
済
状
況
と
留
学
を
は
じ
め

目
立
つ「
二
極
化
」と「
性
差
」

平
山　
私
が
関
心
を
抱
い
た
の
は
学
生
の
経
済
状

況
で
す
。
日
本
の
大
学
は
世
界
の
中
で
も
学
費
が

高
い
う
え
に
、
奨
学
金
が
不
十
分
で
あ
り
、
し
か

も
公
的
な
給
付
型
奨
学
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の

日
本
の
学
生
の
経
済
状
況
は
世
界
で
も
厳
し
い
ほ

う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
調
査
結
果
で
は
、
経
済
状

況
が
「
や
や
苦
し
い
」
と
「
苦
し
い
」
が
想
像
よ

り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
極
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
、
豊
か
な
学
生
は
外
国
に
行
く
、
あ
る
い
は

サ
ー
ク
ル
活
動
も
自
由
に
や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

他
方
で
は
、
毎
日
、
夜
遅
く
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
学
生
が
い
ま
す
。
そ
う
い
う
二
極
化
現

象
が
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
経

済
状
況
に
対
し
て
厳
し
い
感
じ
を
持
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

最
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
留
学
に
関
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
私
は
大
学
で
、
海
外
留
学
を
希
望
す

る
学
生
の
奨
学
金
関
係
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
10
年

以
上
務
め
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
が
だ
ん
だ
ん
減
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
留
学
に

関
す
る
調
査
は
、
今
回
が
初
め
て
で
し
た
の
で
、

そ
の
推
移
が
分
か
ら
な
い
の
で
一
般
化
で
き
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
応
募
者
の
傾
向
と
し
て
は
、

男
子
学
生
か
ら
の
応
募
は
少
な
く
、
女
子
学
生
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

留
学
希
望
者
が
相
対
的
に
減
っ
た
理
由
と
し
て

は
、
当
然
な
が
ら
経
済
状
況
の
影
響
が
大
き
い
と

と
も
に
、
語
学
力
へ
の
不
安
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
大
学
と
し
て
こ
れ
か
ら
重
要
な
の
は
、

短
期
で
も
長
期
で
も
、
留
学
意
欲
を
持
っ
た
学
生

を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
後
は
こ
の
点

が
課
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

桂　
今
回
の
調
査
結
果
は
、
10
年
後
、
20
年
後
の

学
生
生
活
を
考
え
る
と
き
に
、
非
常
に
大
事
な
こ

と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
あ
ら
か
じ

め
予
想
し
て
い
た
と
お
り
で
す
が
、
問
題
は
そ
の

数
字
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
学
生
生
活
の
内
面
的

な
問
題
で
す
。
こ
れ
は
、
調
査
結
果
を
見
て
考
え

直
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
先
ほ
ど
平
山
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
、
男
子
学
生
と
女
子
学
生
で
大
き
な
違
い
、

差
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
私
た
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ち
は
学
生
の
経
済
状
態
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
は
ま
だ
ま
だ
困
難
な
経
済
状

況
に
あ
る
学
生
が
多
く
、
格
差
が
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
調
査
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

４
年
ご
と
の
推
移
、

自
大
学
の
学
生
像
と
の
比
較

阿
藤　
こ
の
調
査
の
優
れ
て
い
る
点
は
、
４
年
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
過
去
の
デ
ー
タ

と
比
べ
た
変
化
が
読
み
取
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
新
規
に
加
わ
っ
た
留
学
に
関
す
る
こ
と
や

朝
食
の
摂
取
状
況
を
除
い
て
は
、
過
去
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
非
常
に
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
て
あ
る
た
め
、
学
生
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
た
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

と
く
に
私
が
気
に
な
っ
た
の
は
、
学
生
の
喫
煙

と
薬
物
に
関
す
る
状
況
で
す
。
喫
煙
す
る
学
生
自

体
は
以
前
よ
り
も
か
な
り
減
っ
て
い
る
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
普
段
ず
っ
と
大
学
に
い
る
と
、

学
生
の
変
化
に
気
付
き
に
く
い
も
の
で
す
が
、
そ

れ
が
読
み
取
れ
る
資
料
と
し
て
非
常
に
貴
重
だ
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
か
ら
学
ん
だ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
し
、
所
属
大
学
と
全
体
を
比
較
し
て
、
わ
が

校
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
、
今
後
の
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

岩
崎　
私
も
、
す
で
に
先
生
方
か
ら
指
摘
が
あ
っ

た
留
学
と
経
済
状
況
に
関
す
る
項
目
が
気
に
な
り

ま
し
た
。
本
学
は
女
子
大
学
で
す
が
、
女
子
学
生

の
留
学
希
望
が
多
い
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
そ

の
と
お
り
で
、
大
学
を
選
択
す
る
際
に
、
留
学
が

判
断
材
料
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

学
生
と
面
接
す
る
中
で
実
感
し
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
が
実
際
の
学
生
の
動
き
を
反
映
し
て
い
る
こ

と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
興
味
深
く

感
じ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
数
値
の
上

で
は
そ
れ
ほ
ど
困
窮
し
て
い
る
学
生
が
見
え
な
い

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
本
学
の
場
合
は
、

多
く
の
学
生
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
（
独
立
行
政
法
人
日

本
学
生
支
援
機
構
）
の
奨
学
金
を
受
給
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
足
り
ず
に
、
学
内
の
奨
学
金
も
二

重
に
受
け
て
い
る
学
生
も
決
し
て
少
な
く
な
く
、

二
極
化
と
い
う
言
葉
が
、
ま
さ
し
く
当
た
っ
て
い

ま
す
。
何
度
も
留
学
を
し
た
い
と
い
う
学
生
が
い

る
一
方
で
、
家
庭
の
事
情
で
昼
も
夜
も
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
、
そ
れ
で
も
厳
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
り

ま
す
。
私
が
学
生
支
援
部
に
い
た
時
に
は
、
奨
学

金
の
面
接
で
そ
れ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

大
学
の
就
職
支
援
が
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
聞
い
て
み
る
と
、
大
学
の
就

職
支
援
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
ま
っ
た
く
相
談
し

て
い
な
い
学
生
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
に
と
っ
て
出
口
と
な
る
就

職
に
は
と
て
も
重
き
を
置
い
て
対
策
を
と
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
結
果
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る
の
か

は
今
後
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

難
波　
い
ろ
い
ろ
な
論
点
を
出
し
て
い
た
だ
い
た

中
で
、
多
く
の
先
生
が
経
済
状
況
に
言
及
さ
れ
ま

し
た
。
各
先
生
方
の
大
学
の
ご
事
情
や
、
普
段
学

生
に
接
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
な
ど
、
も
う
少
し

詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

北
條　
調
査
結
果
か
ら
も
、
２
０
１
０
年
の
調
査

結
果
と
比
べ
る
と
若
干
良
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
の
大
学
で
も
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
る
退
学
は
減
っ
て
お
り
、
全
体
的

に
は
良
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
経
済
的
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
学

生
が
目
に
付
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
だ
け
で
は
な
く
、
学
内
の
奨
学
金
の
活
用
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も
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
学
内
の
い
ろ
い
ろ

な
奨
学
金
制
度
の
中
に
、
家
計
急
変
型
と
い
う
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
大
学
入
学
前
か
ら
そ
れ
な

り
に
厳
し
い
経
済
状
態
に
あ
る
場
合
、
急
変
と
い

う
扱
い
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
も
っ

と
学
生
の
経
済
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
、
何
と

か
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
家
庭
環
境
を
は
じ
め
と
し
て

学
生
が
日
頃
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
大
学
は
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
経
済
的
に
厳
し
い
学
生
と
、

学
業
成
績
の
面
で
指
導
が
必
要
な
学
生
と
の
間
に

は
相
関
関
係
が
高
く
見
ら
れ
ま
す
。
学
生
が
大
学

生
活
を
営
ん
で
い
く
上
で
、
経
済
状
況
が
大
き
な

影
響
を
与
え
、
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
、
学
費
が
払
え
な
い
と
い
っ
た
事
態
と
と
も

に
、
家
庭
内
の
複
雑
な
問
題
や
、
ア
ル
バ
イ
ト
が

忙
し
す
ぎ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
勉
学
に
支
障
を
来

し
て
い
る
学
生
も
結
構
多
い
と
言
え
ま
す
。

経
済
状
況
が
も
た
ら
す

学
業
へ
の
影
響

平
山　
な
ぜ
日
本
に
は
給
付
型
の
奨
学
金
が
な
い

の
か
、
以
前
か
ら
奨
学
金
問
題
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。
今
は
、
例
え
ば
両
親
が
離
婚
し
て
主
た
る

家
計
支
持
者
が
あ
ま
り
家
に
お
金
を
入
れ
な
い
た

め
に
、
急
に
勉
学
を
続
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ

た
り
、
家
計
支
持
者
が
勤
務
先
の
倒
産
や
リ
ス
ト

ラ
で
失
業
し
た
と
い
う
学
生
な
ど
、
家
庭
環
境
の

変
化
が
す
ぐ
に
勉
学
に
影
響
す
る
と
い
う
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

朝
の
１
時
限
目
の
教
室
で
い
つ
も
寝
て
い
る
学

生
が
い
る
の
で
、
ど
う
し
た
の
？
と
聞
い
て
み
る

と
、
昼
も
夜
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち
で
毎
日

や
っ
て
い
て
、
授
業
料
も
生
活
費
も
自
分
で
賄
っ

て
い
る
の
で
勉
強
す
る
時
間
が
な
い
と
言
う
の
で

す
。
こ
れ
は
や
は
り
勉
学
の
質
に
非
常
に
影
響
す

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
調
査
で
は
経

済
状
況
が
厳
し
い
と
答
え
て
い
な
く
て
も
、
実
は

ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
勉
強
時
間
が
か
な
り
浸
食

さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

桂　
経
済
状
況
の
二
極
化
の
問
題
は
、
や
は
り
今

の
新
自
由
主
義
以
降
で
す
ね
。
経
済
階
層
的
に
非

常
に
恵
ま
れ
た
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
の
差
が

北
條 

英
勝
氏

平
山 

令
二
氏

桂 

良
太
郎
氏
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ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の

調
査
を
き
っ
か
け
に
し
っ
か
り
読
み
解
か
な
く
て

は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

個
々
人
に
着
目
し
た
よ
り
き
め
細
か
な

学
生
支
援
の
必
要
性

桂　
留
学
に
関
す
る
調
査
結
果
を
見
る
と
、
圧
倒

的
に
女
子
学
生
が
多
い
。
こ
れ
は
何
も
日
本
だ
け

で
は
な
く
、
世
界
中
で
起
き
て
い
る
現
象
で
す
。

先
ほ
ど
、
大
学
生
の
生
徒
化
と
い
う
言
葉
が
出
ま

し
た
。
心
理
学
者
の
エ
リ
ク
ソ
ン
に
よ
る
と
、
青

年
期
の
経
験
が
そ
の
人
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
が
、
男
子
学
生
が
非
常
に
委
縮
し
て
い

る
様
子
が
強
く
う
か
が
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
、
今

回
の
調
査
結
果
か
ら
読
み
解
か
な
く
て
は
い
け
な

い
大
事
な
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
留
学
し
た
く
て
も
、
経
済
的
に
で
き
な

い
と
い
う
悩
み
を
持
つ
学
生
に
つ
い
て
は
、
私
は

「
夢
と
ゆ
と
り
と
勇
気
を
持
ち
な
さ
い
」
と
い
つ
も

話
し
て
い
ま
す
。
本
当
の
ゆ
と
り
と
は
、
お
金
や

物
で
は
な
く
、
人
間
関
係
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
一
人
の
教
師
と
し
て
教
え
た
と
き
に
、
女
子
学

生
は
そ
れ
を
非
常
に
早
く
受
け
止
め
、
お
金
が
な

く
て
も
頑
張
っ
て
留
学
し
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
が
、
男
子
学
生
は
全
然
元
気
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
は
な
い

よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

阿
藤　
私
は
学
生
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
の
で
、

奨
学
金
の
申
請
書
類
を
よ
く
目
に
す
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。
家
計
急
変
、
あ
る
い
は
教
育
ロ
ー
ン
を

借
り
て
い
る
学
生
向
け
に
利
子
補
給
の
奨
学
金
も

あ
り
、
支
給
額
は
わ
ず
か
で
す
が
、
そ
う
い
う
も

の
に
も
申
請
す
る
学
生
が
結
構
い
ま
す
。
申
請
書

類
を
見
る
と
、
か
な
り
家
計
が
苦
し
く
、
無
理
を

し
て
借
金
を
し
て
大
学
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

大
学
１・

２
年
生
の
時
点
で
ロ
ー
ン
残
高
が
４
０

０
～
５
０
０
万
円
も
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
高
校
の

頃
か
ら
借
り
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

一
般
的
に
は
景
気
が
良
く
な
り
、
就
職
も
内
定

が
早
く
出
る
よ
う
に
な
っ
て
少
し
好
転
し
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査

結
果
か
ら
み
た
経
済
状
況
に
つ
い
て
は
、
学
生
の

親
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
家
計
状
況
の
中
で
無
理

を
し
な
が
ら
大
学
へ
送
り
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

仕
送
り
も
増
や
せ
な
い
た
め
、
学
生
は
ア
ル
バ
イ

阿
藤 

正
道
氏

岩
崎 

日
出
男
氏

難
波 

功
士
氏

座
談
会
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ト
で
何
と
か
し
の
い
で
い
る
と
い
う
様
子
が
、
こ

の
調
査
結
果
か
ら
も
見
て
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

留
学
す
る
に
は
、
や
は
り
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

留
学
し
た
い
学
生
は
そ
れ
な
り
に
い
て
、
大
学
の

提
携
校
で
あ
れ
ば
比
較
的
安
く
済
む
と
思
い
ま
す

が
、
留
学
す
る
年
は
通
常
の
学
費
の
２
倍
の
負
担

を
背
負
う
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
可
能
な
学
生
が

ど
れ
だ
け
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
留
学
に
関

し
て
も
、
給
付
型
の
奨
学
金
が
あ
れ
ば
い
い
と
強

く
感
じ
ま
す
。

　

私
の
大
学
で
も
、
留
学
と
な
る
と
敷
居
が
高
か
っ

た
り
、
お
金
も
か
か
る
の
で
、
短
期
の
語
学
研
修

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
応
募
者
は
圧
倒
的
に
女
子
学
生
で
す
。

平
山　
米
国
の
大
学
へ
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る

機
関
の
日
本
人
担
当
者
の
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

米
国
の
大
学
に
お
け
る
留
学
生
は
、
以
前
は
日
本

人
が
一
番
多
か
っ
た
も
の
の
、
今
は
中
国
、
イ
ン

ド
、
韓
国
が
多
く
、
そ
の
理
由
は
、
費
用
の
問
題

だ
そ
う
で
す
。
米
国
の
大
学
で
学
ぶ
に
は
年
間
８

０
０
～
１
０
０
０
万
円
を
要
す
る
た
め
、
そ
れ
が

払
え
な
く
な
っ
た
の
が
日
本
の
留
学
生
が
減
っ
た

理
由
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
や
は
り
そ
う
だ
っ

た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
意
欲
だ
け
で
は
な
く
、

中
心
は
お
金
の
問
題
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

岩
崎　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
女
子
大

学
で
も
留
学
へ
の
高
い
意
欲
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

や
は
り
二
極
化
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

本
学
の
提
携
先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
で
、

渡
航
費
用
だ
け
で
も
随
分
と
か
か
り
ま
す
が
、
毎

年
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
さ
ら
に
１

年
間
留
学
し
た
い
と
い
う
学
生
が
必
ず
数
人
は
出

ま
す
。
学
生
と
の
面
接
で
も
、
本
学
に
海
外
の
宿

泊
研
修
施
設
が
あ
っ
て
、
比
較
的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
費
用
で
海
外
体
験
が
で
き
る
の
で
本
学
へ
の
入

学
を
希
望
し
た
と
い
う
話
を
何
人
も
の
学
生
か
ら

聞
き
ま
し
た
。
女
子
学
生
の
留
学
意
欲
は
も
ち
ろ

ん
高
い
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
経
済
的
な
理
由
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
的
な
面
で
は
、
例
え
ば
除
籍
の
理
由
は
幾

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
学
費
の
未

納
で
あ
る
と
い
う
現
実
が
そ
の
背
景
と
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
学
生
は
一
所
懸
命
頑
張
っ
て
い
た
の

に
と
、
い
つ
も
思
い
ま
す
。

　

表
面
的
に
は
経
済
的
な
明
る
さ
が
少
し
見
え
た

と
言
い
な
が
ら
、
現
実
は
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
は

い
っ
て
い
な
い
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
態
が
あ

る
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
実
感
し
ま
す
。

学
生
を
取
り
巻
く

「
私
事
化
」「
個
別
化
」「
多
様
化
」

難
波　
そ
う
い
っ
た
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
で
も
、

政
府
は
、
大
学
教
育
に
関
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

国
際
化
を
大
き
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
ま
で
含
め
て
、

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
は
離
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

桂　
高
度
経
済
成
長
以
降
、
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
多
様
化
し
て
、「
私
事
化
」「
個
別
化
」
が

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
学
生
が
安
心
し
て
勉
学
で

き
る
体
制
が
大
学
で
整
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ど

う
し
て
も
、
階
層
の
高
い
学
生
が
チ
ャ
ン
ス
に
恵

ま
れ
る
と
い
う
現
状
を
、
私
た
ち
は
見
逃
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
学
生
も
一
人
ひ
と
り
が
非
常
に

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
個
別
化
し
て
い
る
し
、
私

事
化
し
て
い
る
。
私
学
は
、
戦
後
三
つ
の
大
き
な

タ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
超
エ
リ
ー
ト
が

大
学
で
学
ん
だ
時
代
、
そ
れ
が
や
が
て
マ
ス
化
し

て
、
高
度
経
済
成
長
に
な
り
、
そ
の
後
、
経
済
が
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混
迷
し
、
ほ
と
ん
ど
経
済
成
長
が
見
込
め
な
い
時

代
に
な
っ
て
、
多
様
な
学
生
が
私
立
大
学
に
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
状
況
で
、
私
た
ち
私
立
大
学
に
携
わ

る
者
に
と
っ
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
多
様
化・

私

事
化・

個
別
化
」
だ
と
思
い
ま
す
。
多
様
な
学
生
、

個
別
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
学
生
、
そ
れ
か
ら

私
事
化
し
て
い
る
家
族
の
状
況
を
抱
え
て
い
る
学

生
、
を
い
ち
早
く
把
握
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
、

こ
の
調
査
か
ら
読
み
取
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

北
條　
確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
大
学
は

多
様
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。
私
の
大
学
は
女
子
大

学
を
共
学
化
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
学

部
学
科
が
非
常
に
増
え
て
大
規
模
に
な
り
、
多
様

な
学
生
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

特
段
の
支
援
を
必
要
と
し
な
い
学
生
が
多
数
で

は
あ
り
ま
す
が
、
経
済
的
ま
た
は
家
庭
環
境
的
な

問
題
や
、
学
習
支
援
が
必
要
な
学
生
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
現
状
に
対
し
て
、
多
様

な
支
援
策
を
用
意
し
な
い
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
学
生
が
つ
ま
ず
く
事
態
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。

　

桂
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
非
常
に
個
別

的
な
対
応
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
学
生
を
個

別
的
に
把
握
し
つ
つ
、
総
合
的
に
支
援
す
る
枠
組

み
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
痛
感
し
ま
す
。

　

特
に
、
男
女
の
差
が
極
め
て
大
き
い
で
す
ね
。

女
子
の
ほ
う
が
非
常
に
意
欲
的
な
学
生
が
多
く
、

男
子
学
生
は
一
歩
引
い
て
い
て
目
立
た
な
い
印
象

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
調
査
結
果
で
も
い
た
る

と
こ
ろ
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
多
様
性
を
増
し
て
い

る
学
生
の
姿
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
個
別
的
、

総
合
的
な
視
点
か
ら
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

難
波　
多
様
化
し
つ
つ
、
最
初
に
北
條
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
真
面
目
化
と
い
っ
た
傾
向
が

確
か
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ど

う
お
考
え
で
す
か
。

北
條　
全
体
的
に
は
、
本
当
に
真
面
目
で
、
こ
ん

な
に
毎
日
き
ち
ん
と
大
学
に
来
る
の
か
と
い
う
く

ら
い
、
大
学
に
来
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
が
学
生
だ
っ
た
時
に
は
、
真
面
目
に
毎

日
登
校
す
る
学
生
と
い
つ
も
い
な
い
学
生
に
分
か

れ
て
お
り
、
教
員
も
出
席
を
取
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
の
大
学
の
状
況
に
、
多
く
の
学
生
が
適
応

し
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
微
細
に
見
る
と
多

様
性
が
増
し
て
い
て
、
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い

わ
け
で
す
。

「
真
面
目
」≒「
没
個
性
」

桂　
学
生
に
は
、
少
し
極
端
で
す
が
、
３
種
類
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
こ
ち
ら
が
言
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と

や
る
学
生
」
が
と
て
も
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
で
「
こ
ち
ら
が
言
っ
た
こ
と
を
全
然
聞
い
て

い
な
い
学
生
」
は
少
な
く
な
り
、
良
い
こ
と
な
の

で
す
が
、「
こ
ち
ら
が
言
わ
な
く
て
も
や
る
学
生
」

も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

北
條　
そ
う
い
う
意
味
で
の
主
体
性
や
能
動
性
は
、

実
は
低
下
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

い
う
学
生
が
少
な
い
こ
と
は
確
か
で
す
ね
。

桂　
真
面
目
化
し
て
い
る
け
れ
ど
、
没
個
性
的
と

言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

北
條　
も
っ
と
自
分
の
興
味
関
心
に
従
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
自
主
的
に
や
り
、
教
員
が
言
う
こ

と
の
先
回
り
を
す
る
、
そ
う
い
う
学
生
は
少
な
い

で
す
。

平
山　
そ
れ
も
や
は
り
二
極
化
し
て
い
る
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。
私
が
知
っ
て
い
る
３
年
次
の
学

生
は
、
休
学
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
１
年
間
、
学
校

づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
り
た
い
と
言
っ
て

現
地
に
行
き
ま
し
た
。
彼
は
高
校
を
卒
業
し
て
す

座
談
会
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ぐ
に
進
学
せ
ず
、
社
会
人
を
経
験
し
ま
し
た
。
働

く
中
で
、
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
考
え
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
で
学
ぶ
目
的
を
見

つ
け
て
自
分
で
や
っ
て
い
く
学
生
も
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
の
は
、
先
ほ
ど
北
條
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
真
面
目
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

教
室
の
後
ろ
の
ほ
う
に
ぽ
つ
ん
と
い
て
、
声
を
掛

け
て
も
反
応
が
な
い
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
問
題
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、
今
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

阿
藤　
学
生
の
姿
勢
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ゼ
ミ
で
も
、「
こ
ん
な
文
献

が
あ
る
か
ら
み
ん
な
で
読
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
私

に
も
難
し
す
ぎ
る
も
の
を
持
っ
て
く
る
よ
う
な
積

極
的
な
学
生
が
、
10
年
く
ら
い
前
に
は
い
ま
し
た
。

最
近
は
、
言
っ
た
と
お
り
に
し
て
く
れ
れ
ば
ま
だ

い
い
ほ
う
で
、
好
き
に
や
る
よ
う
に
言
う
と
本
当

に
何
も
動
か
な
い
学
生
が
増
え
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

岩
崎　
本
学
は
出
席
管
理
を
厳
し
く
し
て
い
ま
す

が
、
学
生
の
真
面
目
さ
と
い
う
も
の
が
、
昔
の
真

面
目
さ
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
少
し
違
う
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
大
学
に
来
て
、
空
い
た
時
間
を
持
て
余

す
こ
と
に
何
か
し
ら
不
安
が
あ
る
よ
う
で
す
。
若

者
言
葉
で
「
リ
ア
充
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。

孤
立
化
を
恐
れ
る「
大
学
生
徒
」

岩
崎　
学
生
担
任
の
教
員
か
ら
「
授
業
で
座
席
指

定
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
普
通
は
座
席
指
定
な
ど
し
な
い
の
で
、

学
生
は
仲
の
い
い
友
達
同
士
で
座
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
仲
間
の
い
な
い
学
生
が
一
人
ぽ
つ
ん
と
い

て
、
本
人
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
他
人
か
ら
見
ら
れ

る
の
が
嫌
だ
と
言
う
の
で
す
。
出
席
番
号
順
に
座

る
と
そ
ん
な
心
配
が
な
く
、
安
心
し
て
授
業
に
も

出
ら
れ
る
と
い
う
の
で
す
。
私
に
は
思
い
も
よ
ら

な
い
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
学
生
の
顔
を
見

な
が
ら
、
こ
の
ク
ラ
ス
は
出
席
順
に
し
よ
う
と
い
っ

た
工
夫
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
生
の
気
質
が
以
前
と
は
ず
い

ぶ
ん
違
い
ま
す
か
ら
、
個
別
的
な
対
応
が
、
今
、

最
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
も
学
生

の
個
別
対
応
に
追
わ
れ
て
、
そ
れ
が
業
務
上
の
大

き
な
負
担
に
も
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

難
波　
先
ほ
ど
、「
学
生
の
生
徒
化
」
と
い
う
お
話

が
出
ま
し
た
が
、
大
学
生
が
生
徒
化
し
た
社
会
的

背
景
や
、
そ
う
い
う
学
生
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
ま
た
実
際
に
ど
ん
な
対
応

を
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

北
條　
あ
れ
こ
れ
指
示
す
る
と
す
ぐ
に
や
る
学
生

が
大
半
だ
と
い
う
の
は
、
一
見
す
る
と
授
業
運
営

が
と
て
も
楽
で
す
。
し
か
し
、
学
生
は
必
ず
し
も

自
発
的
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
や
ら

さ
れ
て
い
る
と
い
う
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
能
動
的・

主
体
的
な
大
人

に
な
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
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ん
。
や
は
り
、
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
前
に
進
ま

な
い
よ
う
な
形
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

求
め
ら
れ
る
主
体
的
、自
発
的
学
修
態
度

涵
養
の
た
め
の
仕
組
み
、仕
掛
け

北
條　
課
題
を
与
え
る
に
し
て
も
、
や
や
も
す
る

と
、
わ
れ
わ
れ
も
安
易
な
ほ
う
に
流
れ
ま
す
か
ら
、

無
理
に
で
も
や
ら
せ
る
よ
う
な
形
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
自
分
な
り
に
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
や
ら
な

い
と
つ
い
て
い
け
な
い
よ
う
な
仕
掛
け
が
、
本
当

は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
授
業

の
科
目
や
学
科
に
よ
っ
て
全
然
違
う
問
題
で
す
が
、

そ
う
い
う
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

学
生
の
勉
強
時
間
の
不
足
が
言
わ
れ
続
け
て
お

り
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
私
の

大
学
で
は
自
学
自
習
体
制
の
構
築
が
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
教
員
は
毎
回
課
題
を
出
し
、
そ
れ
を

こ
な
さ
な
い
と
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
仕
組
み

を
整
備
す
る
方
向
で
す
。
あ
る
い
は
、
反
転
授
業

な
ど
、
従
来
の
や
り
方
と
変
え
、
授
業
で
は
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
作
業
を
す
る
部
分
を
増
や
し
、

自
学
自
習
を
授
業
の
前
提
と
す
る
試
み
も
部
分
的

に
始
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る

し
、
こ
れ
を
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
先
生
方
も
意

識
を
変
え
て
い
か
な
い
と
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

今
ま
で
と
は
や
り
方
が
違
う
の
で
、
学
生
が
主
体

的
に
学
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
作
る
た
め
に
は
、
教
員
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
ま
で
含
め
て
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

難
波　
各
大
学
、
各
学
部
、
各
学
問
領
域
で
や
り

方
が
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
の
変
化
に
対
応

し
て
こ
う
し
た
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
っ
た
お

話
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

平
山　
そ
こ
が
一
番
難
し
い
の
で
す
が
、
東
日
本

大
震
災
の
後
で
、
学
生
を
引
率
し
て
気
仙
沼
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
と
き
に
、
今
ま
で
の
授
業

の
や
り
方
で
は
ま
ず
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
と

い
う
の
は
、
こ
う
い
っ
た
大
き
な
変
化
の
時
に
、

大
人
も
若
者
も
含
め
、
き
ち
ん
と
判
断
で
き
る
社

会
で
な
い
と
危
な
い
と
痛
感
し
た
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
さ
さ
や
か
な
試
み
で
す
が
、
１
年
生

の
あ
る
授
業
で
、
そ
れ
ま
で
は
テ
キ
ス
ト
を
読
ん

で
発
表
さ
せ
て
い
た
方
法
を
一
切
や
め
、
全
部
討

論
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
私
は
ド
イ
ツ
が
専
門

な
の
で
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
原
発
政
策
と
か
、
集

団
安
全
保
障
、
そ
の
後
は
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク

ス
テ
ー
ト
）
な
ど
、
答
え
の
な
い
問
い
を
テ
ー
マ

と
し
て
議
論
す
る
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

う
ま
く
い
か
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
例
え

ば
昼
食
会
を
開
き
、
学
生
同
士
が
知
り
合
い
に
な

る
と
、
自
由
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
の

若
者
気
質
と
言
う
か
、
知
ら
な
い
人
の
前
で
は
話

し
た
く
な
い
け
れ
ど
、
顔
見
知
り
に
な
る
と
思
っ

た
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
、
そ
れ
な
り
に

う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

桂　
今
回
の
調
査
で
、
朝
食
に
関
す
る
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
学
生
部
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
先
ほ

ど
個
別
化
と
私
事
化
と
多
様
化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
出
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
れ
か
ら
の
私
立

大
学
は
非
常
に
多
様
な
学
生
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
国
立
大
学
は
あ
る
意
味
で
画
一
化

し
た
学
生
ば
か
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
立
大

学
が
い
ろ
い
ろ
な
個
性
や
気
質
を
持
つ
多
様
な
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
学
生
の
孤
立

化
を
防
が
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
が
、
今
回

の
調
査
か
ら
私
が
学
ん
だ
こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
、

朝
食
を
と
っ
て
い
な
い
学
生
が
孤
立
化
し
て
い
る

傾
向
が
高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
男
子
学
生
は
特
に
大
人
し
く
、
私
事
化

し
て
い
る
。
私
が
一
番
心
配
な
の
は
、
私
事
化
し

て
も
い
い
か
ら
孤
立
化
し
な
い
た
め
に
、
わ
れ
わ

れ
は
学
生
を
ど
う
支
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

座
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い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

相
談
す
る
機
関
や
相
談
相
手
、
そ
れ
ら
を
も
っ

と
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
、
政
府
に
求
め
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
留
学
生
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
外
国
人
学
生
の
孤
立

化
を
ど
う
防
ぐ
か
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の

私
立
大
学
の
課
題
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
言
語
で
対
応
し
て
い
け
る
ス
ク
ー
ル・

ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
カ
ー
の
養
成
が
大
事
で
し
ょ
う
。

孤
立
化
防
止
の
た
め
の
サ
ン
マ（
三
つ
の
間
）

と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ（
報
連
相
）

桂　
私
は
よ
く
サ
ン
マ
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
言
い

ま
す
。
サ
ン
マ
は
「
時
間・

空
間・

仲
間
」
の
３

つ
の
「
間
」
で
、
仲
間
が
で
き
た
ら
集
ま
る
時
間

と
空
間
が
必
要
で
す
。
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く

り
で
も
、
コ
モ
ン
ズ
と
か
、
そ
う
い
う
ス
ペ
ー
ス

に
関
す
る
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
「
報
告・

連
絡・

相
談
」
で
、

私
が
言
い
た
い
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
な

く
て
実
際
に
会
っ
て
友
達
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
化

さ
れ
、
流
言
の
た
め
に
友
人
関
係
が
ど
ん
ど
ん
つ

ぶ
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
も
う

一
度
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
的
な
こ
と
を
見
直
し

つ
つ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
課
外
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
、
そ
う
い
う
方
向
で
設
計
し
な
く
て
は
い
け

な
い
時
代
が
来
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

阿
藤　
悩
み
ご
と
の
相
談
相
手
は
家
族
や
友
人
が

ほ
と
ん
ど
で
、
大
学
の
教
職
員
や
学
生
相
談
室
の

割
合
は
非
常
に
低
い
と
い
う
調
査
結
果
を
見
ま
す

と
、
１
年
生
に
は
、
も
う
少
し
相
談
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
て
み
る
と
、
今
の
学
生
が

連
絡
を
取
る
手
段
は
電
話
で
は
な
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
酒
を
飲
み

な
が
ら
じ
っ
く
り
話
す
よ
う
な
機
会
が
昔
に
比
べ

る
と
減
っ
て
お
り
、
大
学
の
教
職
員
と
も
直
に
話

を
す
る
環
境
は
意
外
に
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
の
大
学
で
は
、
１
年
生
は
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
履
修
が
必
須
で
す
。
１
ク
ラ
ス
20
人
く
ら
い

で
、
半
期
だ
け
で
す
が
、
担
任
を
付
け
て
い
ま
す
。

現
役
で
入
っ
た
新
入
生
が
か
な
り
多
く
、
特
別
入

試
と
一
般
入
試
が
半
々
で
、
一
般
入
試
で
浪
人
し

て
入
っ
た
学
生
は
ほ
ん
の
数
名
で
し
た
。
そ
の
浪

人
し
て
入
っ
て
き
た
学
生
と
現
役
の
学
生
の
差
を
、

非
常
に
感
じ
ま
し
た
。
一
度
社
会
に
出
て
か
ら
大

学
に
来
た
学
生
は
意
識
が
だ
い
ぶ
違
う
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
浪
し
て
い
る
か
ど
う
か

で
も
違
い
ま
す
。
今
は
、
浪
人
し
て
入
っ
て
く
る

学
生
は
か
な
り
珍
し
く
な
り
ま
し
た
。
現
役
生
は
、

１
年
生
の
前
期
で
は
本
当
に
生
徒
と
い
う
か
、
高

校
の
延
長
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
一
浪
や
二

浪
し
た
学
生
と
は
、
意
識
が
違
い
ま
す
。

　

語
学
で
も
、
本
学
に
は
い
ろ
い
ろ
な
学
部
が
あ

り
、
英
語
が
非
常
に
よ
く
で
き
る
学
生
も
い
れ
ば
、

入
試
の
制
度
に
よ
っ
て
は
英
語
の
レ
ベ
ル
が
低
い

学
生
も
入
っ
て
き
ま
す
。
新
学
期
早
々
に
新
入
生

に
テ
ス
ト
を
し
て
、
能
力
別
の
ク
ラ
ス
を
編
成
し

ま
す
が
、
実
力
が
中
間
の
レ
ベ
ル
で
も
差
が
あ
る

の
で
、
対
応
す
る
の
に
苦
労
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
の
「
身
に
付
い
た
こ
と
」
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
、
語
学
系
の
項
目
が
意
外
に
思
わ
し

く
な
い
結
果
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
理
系
と
文
系
で
も
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
私

の
経
験
で
は
、
理
系
の
学
生
、
特
に
私
立
大
学
で

は
、
数
学
や
物
理
、
化
学
は
よ
く
で
き
て
も
英
語

は
さ
っ
ぱ
り
だ
と
い
う
学
生
が
結
構
い
ま
す
。
人

文
社
会
科
学
系
の
学
生
で
も
、
期
待
し
た
ほ
ど
は

大
学
で
語
学
の
実
力
が
身
に
付
か
な
い
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
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幅
広
い
レ
ベ
ル
の
学
生
を
ま
と
め
て
面
倒
を
見

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
ゼ
ミ
で
外
国
の

文
献
や
外
国
人
の
留
学
生
と
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
も
、

ま
だ
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
点

で
、
伸
び
る
人
を
ち
ゃ
ん
と
伸
ば
せ
る
よ
う
な
環

境
作
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

学
生
が
自
ら
考
え
、踏
み
出
す
勇
気
を

与
え
る
体
制
づ
く
り
の
必
要
性

岩
崎　
学
生
が
な
か
な
か
相
談
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
相
談
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
な

い
と
、
人
間
は
誰
か
に
相
談
し
ま
せ
ん
。
言
い
方

を
変
え
る
と
、
相
談
す
る
に
も
体
力
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
担
当
者
に
聞
く
と
、

今
の
学
生
は
声
を
掛
け
て
も
ら
う
ま
で
動
か
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
、
相
談
以
前
の
問
題

な
の
で
す
。
学
生
の
外
に
向
か
う
力
が
、
し
ぼ
ん

で
し
ま
っ
て
い
る
。
本
学
で
も
、
就
職
に
関
す
る

学
生
の
行
動
が
遅
い
で
す
ね
。
教
員
が
思
い
余
っ

て
声
を
掛
け
た
り
、
あ
る
い
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

の
課
員
が
声
を
掛
け
た
り
し
て
、
や
っ
と
動
き
出

す
と
い
う
現
状
で
す
。

　

で
は
気
軽
に
相
談
で
き
る
の
は
誰
か
と
い
う
と
、

家
族
の
よ
う
で
す
。
大
学
の
志
望
校
を
決
め
る
際

に
誰
に
相
談
し
た
か
聞
い
た
ら
、
家
族
、
特
に
母

親
と
い
う
答
え
が
一
番
多
か
っ
た
と
い
う
新
聞
記

事
を
見
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
む
と
、
な
お
さ
ら
学

生
が
受
け
身
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。

難
波　

私
た
ち
の
頃
は
、
大
学
生
に
な
っ
た
ら

放
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
は
、
相
手
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
学
生
が
増
え
て
い
る
。
向
こ
う
か
ら
全
然
ア
ク

シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
な
い
の
で
ど
う
対
応
す
れ
ば

い
い
の
か
、
相
手
が
で
き
な
い
と
い
う
話
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

就
職
関
係
に
話
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
に
関
す
る
項
目
で
は
、「
就
職
で
き
る
か
ど
う

か
」
は
、
前
回
の
調
査
と
比
べ
て
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
社
会
人
と
い
う
今
ま
で
と
は
全
く
異

な
る
環
境
に
移
る
こ
と
へ
の
不
安
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
就
職
状
況
が
よ
く
な
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
も
あ
わ
せ
て
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

北
條　
就
職
率
の
全
国
的
な
推
移
を
見
て
も
、
一

時
期
に
比
べ
る
と
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
く
な
っ

た
と
言
え
る
と
は
思
い
ま
す
。
若
干
の
改
善
傾
向

が
表
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
も
学
生
に
よ
る
あ

る
種
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
内
定

が
出
る
学
生
は
内
定
を
５
つ
も
６
つ
も
も
ら
い
、

さ
ら
に
ま
だ
就
職
活
動
を
続
け
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
何
社
受
け
て
も
だ
め
で
、
途
中
で

諦
め
た
り
、
い
や
に
な
っ
て
し
ま
う
、
ど
う
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
っ
た
学
生
が
い

る
こ
と
も
確
か
で
す
。

　

先
ほ
ど
か
ら
の
話
と
も
関
係
し
ま
す
が
、
わ
れ

わ
れ
か
ら
見
て
す
ぐ
に
就
職
先
が
決
ま
る
だ
ろ
う

と
い
う
学
生
は
、
実
際
に
早
々
と
決
ま
っ
て
い
く
。

逆
に
、
ち
ょ
っ
と
心
配
な
学
生
は
動
き
出
す
の
も

遅
い
し
、
ど
う
や
っ
て
動
い
て
い
い
の
か
も
分
か

ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
の
な
ら
就
職
キ
ャ
リ
ア
課

に
相
談
に
行
き
な
さ
い
と
か
、
私
自
身
も
相
談
に

応
じ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か

で
き
な
い
と
い
う
学
生
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

４
年
生
に
な
る
と
大
学
に
来
る
こ
と
が
少
な
く
な

る
の
で
、
余
計
に
発
見
が
遅
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

ま
わ
り
が
決
ま
っ
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
く
。
就
職
率
の
全
体
的
な
数
字
は
好
転

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
そ
こ
に

は
二
極
化
現
象
の
進
行
が
見
て
取
れ
ま
す
。

平
山　
就
職
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
積
極
性
が
あ
る
学
生
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は
、
ほ
ぼ
自
身
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
学
生
は
、
そ

れ
な
り
の
勉
強
を
し
て
就
職
活
動
を
し
て
も
、
や

は
り
苦
労
し
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
私
が
今
ま
で

教
え
た
学
生
の
中
で
い
ち
ば
ん
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
２
人
の
８
年
生
で
す
。
も
う
10
年
以
上
前
で

す
が
、
普
通
だ
っ
た
ら
な
か
な
か
就
職
で
き
な
い
、

応
募
は
25
歳
ま
で
と
い
う
企
業
に
面
接
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
社
長
が
、
そ
う
い
う
学
生
は
見
ど
こ
ろ

が
あ
る
か
ら
来
な
さ
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
今
は
就
職
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
英
語
力
と
い
っ
た

決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
で
就
職
す
る
こ
と
が
多
い
こ

と
は
し
か
た
が
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い

う
や
り
方
だ
け
だ
と
、
本
当
の
意
味
で
の
い
い
人

材
は
採
用
で
き
な
い
、
８
年
間
苦
労
し
た
人
に
は

８
年
間
で
得
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う

人
も
採
用
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
か
な
い
と

ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

正
課
教
育
を
超
え
て
の

パ
ー
ソ
ナ
ル・

ソ
ー
シ
ャ
ル・

サ
ー
ビ
ス

桂　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
早
い
時
期
か
ら
就

職
を
決
め
る
学
生
は
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
内
定
を
も

ら
い
ま
す
。

　

私
は
や
は
り
、
最
終
的
に
孤
立
化
し
て
い
る
学

生
を
救
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
苦
し
ん
で
い
る
学
生
に
寄
り
添
っ
て
い
け
る

よ
う
な
相
談
体
制
、
キ
ャ
リ
ア
で
あ
れ
生
活
相
談

で
あ
れ
、
も
っ
と
も
っ
と
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
今
は
就
職
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
の
社
会
で
す
が
、
や
は
り
、
一
人

ひ
と
り
の
学
生
に
見
合
っ
た
生
き
が
い
の
場
所
を

提
供
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
正
課
の
授
業

だ
け
で
卒
業
さ
せ
て
し
ま
う
時
代
は
も
う
終
わ
り

だ
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。
私
は
パ
ー
ソ
ナ
ル・

ソ
ー
シ
ャ
ル・

サ
ー
ビ
ス
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
う
い
う
点
を
も
う
少
し
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

阿
藤　
私
ど
も
の
大
学
で
は
就
職
課
が
が
ん
ば
っ

て
い
る
の
で
、
学
生
に
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
就

職
課
に
相
談
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
会
社
訪
問
の
日
程
も
最
近
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
就
職
課
か
ら
の
情

報
が
な
い
と
、
具
体
的
に
動
き
に
く
い
面
が
あ
り

ま
す
。
大
学
の
世
話
に
な
ら
な
い
で
自
分
で
や
る

よ
う
な
学
生
は
、
今
は
あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
。

逆
に
、
表
に
出
て
こ
な
い
と
い
う
か
、
大
学
に
相

談
を
せ
ず
、
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
た
め
に
何
も
決

ま
ら
な
い
学
生
が
私
の
ゼ
ミ
に
も
い
ま
す
。
学
校

に
も
来
な
い
の
で
、
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ひ
と
頃
は
、
入
社
し
て
３
年
く
ら
い
た
つ

と
辞
め
て
し
ま
い
、
再
就
職
も
難
し
い
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
当
に
自
分
に
合
っ
た
職

業
に
就
け
る
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ

た
こ
と
を
始
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
本
当
に
う
ま

く
い
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
検
証
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
状
は
ど
う
な
の
か
、
先
生
方
の
状

況
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岩
崎　
ど
こ
の
大
学
で
も
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
学
科
ご
と
、
あ
る
い
は
学
部
ご
と
に
就
職

相
談
会
を
設
け
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
積
極
的
に
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
学
生
に
情
報
提
供
や
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
笛
吹
け
ど
と
言
い
ま
す

か
、
学
生
が
応
え
て
く
れ
な
い
。
相
談
に
行
く
よ

う
に
促
し
て
も
な
か
な
か
行
か
な
い
の
で
、
そ
の

場
に
学
生
を
待
た
せ
て
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
へ
電
話

を
か
け
、
今
電
話
を
し
た
か
ら
行
き
な
さ
い
と
い

う
こ
と
ま
で
し
な
い
と
学
生
は
動
か
な
い
。
本
当

に
受
け
身
に
な
っ
て
い
て
、
ま
る
で
根
の
生
え
た

よ
う
な
状
態
で
す
。

　

他
の
大
学
を
見
て
も
、
就
職
率
は
こ
こ
３
年
で

少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
人
が
希
望
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さ
え
す
れ
ば
就
職
は
可
能
だ
と
い
う
状
況
に
、
も

う
今
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
か

ら
は
、
学
生
が
本
当
に
動
い
て
く
れ
れ
ば
就
職
は

で
き
る
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
学
生
自
身
が
動

か
な
い
の
で
な
か
な
か
就
職
に
つ
な
が
ら
な
い
と

い
う
現
状
で
す
。

　

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
学
生
の
自
主
性

の
涵
養
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。
本
来
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
２
年
次
か
３
年
次
に
や
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
が
、
正
課
の
専
門
科
目
と
の
関
係
が
あ
っ

て
、
ど
う
し
て
も
１
年
次
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
本
学
で
は
、
実
践

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
う
名
称
で
来
年
度

か
ら
２
年
次
に
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
最
も
考
え
る
の
は
２
年
次
か
ら
３
年

次
な
の
で
、
そ
の
時
期
に
専
門
科
目
と
並
ん
で
そ

う
い
っ
た
科
目
を
設
け
れ
ば
、
少
し
は
状
況
が
良

く
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
学
生
の
自
主
性
を
喚
起
す
る

目
的
で
、
学
生
Ｌ
Ａ
（Learning A

ssistant

）

や
学
生
Ｆ
Ｄ
（Faculty D

evelopm
ent

）
委
員

と
し
て
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
の
中
に
取

り
込
み
、
学
生
が
一
所
懸
命
に
活
動
す
る
場
を
課

外
活
動
と
し
て
設
け
る
と
い
う
方
向
性
が
特
に
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

難
波　
何
度
も
出
て
き
た
言
葉
で
す
が
、
学
生
の

受
け
身
化
や
生
徒
化
と
い
う
問
題
が
ま
ず
一
つ
あ

り
、
そ
の
一
方
で
、
多
様
化
し
、
私
事
化・

個
別

化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
教
務
課
も
就
職

課
も
い
ろ
い
ろ
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
あ
と
で
議

論
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
論
点
と
し

て
、
阿
藤
先
生
が
言
及
さ
れ
た
薬
物
や
禁
煙
に
関

す
る
学
生
指
導
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

脇
の
甘
さ
が
垣
間
見
え
て

心
配
な
薬
物
問
題

阿
藤　
最
近
は
あ
ま
り
マ
ス
コ
ミ
に
出
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
一
時
は
ど
こ
か
の
大
学
の
構
内
で
薬

物
を
や
り
と
り
し
て
学
生
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
新
入
生
に

対
し
て
は
、
薬
物
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
、
保
健
体
育
の
授
業
を
１
時
間
使
っ
た
レ

ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
調
査
結
果
を
見
る
と
、
１
割
弱
の
学

生
が
、
か
な
り
脇
が
甘
い
と
い
い
ま
す
か
、
自
己

責
任
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
今
回
の
調
査
で
は
大
学
独
自

の
質
問
項
目
を
追
加
で
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
専
修
大
学
で
は
薬
物
関
係
や
喫
煙
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
調
査
し
ま
し
た
。
そ

う
し
た
と
こ
ろ
、
薬
物
を
手
に
入
れ
よ
う
と
思
え

ば
で
き
そ
う
だ
と
い
う
学
生
が
１
割
前
後
も
い
ま

し
た
。
今
は
い
つ
何
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な

い
と
い
う
、
薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
思
い
で
す
。
高

校
の
段
階
で
も
そ
う
い
う
注
意
喚
起
は
ず
い
ぶ
ん

座
談
会
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す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
あ
る
程
度
効
果
は
出

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
私
た
ち
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
蔓
延
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
う
い
う
不
安
が
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
絶
対
に

だ
め
だ
と
言
い
切
れ
る
学
生
が
圧
倒
的
に
多
い
の

で
す
が
、
一
部
に
は
か
な
り
認
識
の
甘
い
学
生
が

い
る
よ
う
に
思
え
る
し
、
も
し
問
題
が
起
き
れ
ば
、

大
学
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
処
分
を
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

難
波　
学
業
面
で
は
真
面
目
に
な
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
意
外
に
も
薬
物
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
だ

け
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

阿
藤　
大
多
数
の
学
生
は
キ
ッ
パ
リ
断
る
と
い
う

態
度
を
と
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
部
の
者

で
す
ね
。
こ
う
い
う
事
件
で
は
、
２
万
人
の
学
生

の
中
の
た
っ
た
１
人
が
何
か
起
こ
し
て
も
、
大
学

全
体
の
名
誉
に
関
わ
る
よ
う
な
事
態
に
な
り
ま
す
。

大
学
と
し
て
は
厳
し
い
処
分
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

い
し
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
條　
阿
藤
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
脇
の

甘
さ
と
い
う
点
で
は
、
２
０
１
０
年
の
調
査
よ
り

も
２
０
１
４
年
の
ほ
う
が
、「
絶
対
に
使
う
べ
き
で

は
な
い
」
と
い
う
学
生
の
数
が
や
や
減
っ
て
い
る
。

一
時
期
よ
り
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
潜
在
的
に
は
何
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
と
い
う
状
況
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に

こ
こ
で
も
、
先
ほ
ど
の
話
で
は
な
い
で
す
が
、
男

女
と
い
う
点
で
は
男
性
の
ほ
う
が
甘
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

難
波　
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
す
が
、
全

般
的
に
女
子
学
生
よ
り
も
男
子
学
生
の
ほ
う
が
精

神
年
齢
の
低
さ
と
い
う
か
、
幼
さ
感
が
あ
る
よ
う

で
す
ね
。

桂　
難
波
先
生
の
ご
専
門
領
域
で
あ
る
社
会
学
の

見
地
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
、
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〝
大
人
〟に
な
る
た
め
の
唯
一
の

通
過
儀
礼
と
な
っ
て
し
ま
っ
た〝
就
活
〟

難
波　
大
人
に
な
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
通
過
儀

礼
が
な
く
な
っ
て
い
る
現
代
社
会
の
中
で
、
唯
一

存
在
す
る
の
が
就
活
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が

し
ま
す
。
就
職
、
就
職
と
言
う
の
も
い
や
だ
し
、

就
職
の
た
め
に
大
学
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
す

が
、
就
活
と
い
う
こ
と
で
脅
さ
な
い
と
学
生
は
何

も
考
え
始
め
な
い
し
、
動
き
出
さ
な
い
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
み
た
い
な
も
の
を

教
え
て
く
だ
さ
い
と
学
生
に
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ

ん
な
も
の
は
な
い
、
と
。
採
用
す
る
側
は
、
自
分

で
考
え
て
行
動
で
き
る
人
間
を
採
ろ
う
と
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
聞
き
に
来
る
時
点
で
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
と

言
っ
て
突
き
放
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

行
こ
う
と
し
て
も
、
倍
率
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
だ
と
落
と
さ
れ
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
何
度
か
否

定
さ
れ
て
い
く
中
で
自
己
を
見
つ
め
直
し
、
実
力

を
客
観
的
に
判
断
し
て
も
う
一
度
立
ち
上
が
っ
て

く
る
学
生
は
い
い
の
で
す
が
、
一・

二
度
否
定
さ

れ
る
と
シ
ュ
ン
と
萎
縮
し
て
孤
立
し
て
し
ま
っ
た

り
、
学
校
に
も
来
な
く
な
る
と
い
っ
た
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
必
要
な
学
生
が
た
く
さ
ん
い
る
と

い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。

岩
崎　
そ
う
い
っ
た
状
況
は
、
女
子
大
学
で
も
同

様
で
す
。
あ
き
ら
め
が
早
い
の
か
も
し
れ
せ
ん
。

難
波　
傷
付
く
こ
と
へ
の
耐
性
が
、
昔
よ
り
も
低

い
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
は
頑
固
な
親
が
い
て
、

地
域
社
会
が
あ
っ
て
先
生
が
い
て
、
否
定
さ
れ
た

り
一
方
的
に
怒
鳴
ら
れ
る
と
い
う
経
験
を
し
な
が

ら
大
人
に
な
り
ま
し
た
が
、
た
ぶ
ん
今
の
学
生
は

ほ
と
ん
ど
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
。
生
ま
れ
て
初
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め
て
理
不
尽
な
大
人
に
出
会
い
、
不
採
用
と
言
わ

れ
る
の
が
就
活
の
場
で
、
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い

学
生
が
増
え
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
印
象
論
に

な
り
ま
す
が
。

自
ら
を
試
さ
れ
、

自
分
に
向
き
合
う
機
会
の
創
出
を

北
條　
先
ほ
ど
、
浪
人
し
て
入
学
す
る
学
生
が
ず

い
ぶ
ん
減
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
、

現
役
で
入
っ
て
４
年
間
で
卒
業
す
る
の
が
当
た
り

前
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
難
波
先
生
は
通
過
儀
礼

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
自
分
を

試
さ
れ
る
機
会
、
あ
る
い
は
、
自
分
に
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
機
会
が
減
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

難
波　
大
学
進
学
の
目
的
の
中
で
、
友
人
関
係
を

つ
く
る
と
か
青
春
を
謳
歌
す
る
と
い
う
の
が
ど
ん

ど
ん
減
っ
て
い
る
と
言
い
つ
つ
、
大
学
に
入
っ
て

も
同
質
な
友
人
関
係
が
築
け
な
い
と
非
常
に
い
づ

ら
く
な
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
等
質
な

学
生
集
団
の
中
で
う
ま
く
や
っ
て
い
る
か
ら
、
こ

れ
で
い
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が

全
然
通
用
し
な
い
の
が
就
活
の
場
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
初
め
て
気
が
付
く
。
就
活
を
学
生
の
指
導

に
利
用
す
る
の
は
い
や
な
の
で
す
が
、
そ
う
い
う

現
実
が
待
っ
て
い
る
の
に
、
あ
な
た
は
そ
れ
で
い

い
の
か
と
叱
咤
し
て
自
分
か
ら
動
き
始
め
る
の
を

待
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
員
が
動
い

て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
悩
み
を
、
わ
れ

わ
れ
は
共
有
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

岩
崎　
学
生
の
休
学
願
の
理
由
と
し
て
、
進
路
の

再
考
と
い
う
の
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か 

し
、
よ
く
よ
く
見
て
い
る
と
、
他
の
学
生
と
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
な
か
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま

す
。
友
達
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
思
え
ば
、
お
互
い

に
一
歩
踏
み
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
声
を
掛
け

て
く
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
て
は
、
友
人
は
つ
く
れ

ま
せ
ん
。

北
條　
学
生
た
ち
の
関
係
を
見
て
る
と
、
同
質
と

い
う
か
、
同
調
圧
力
が
強
い
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

高
校
ま
で
は
ク
ラ
ス
が
あ
っ
て
、
一
日
中
一
緒
に

い
て
ベ
タ
ベ
タ
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
大
学
で
は
授
業
ご
と
に
ク
ラ
ス
の
メ

ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
は
ず
な
の
で
す
が
、
友
人

同
士
で
仲
良
く
し
な
く
て
は
い
け
な
い
、
友
達
が

い
る
ほ
う
が
い
い
と
い
っ
た
考
え
方
が
強
い
よ
う

に
見
え
ま
す
。
逆
に
言
う
と
、
い
わ
ゆ
る
「
ぼ
っ

ち
メ
シ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
人
で
食
事
を

し
て
い
る
と
友
達
が
い
な
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
の

が
い
や
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

先
ほ
ど
か
ら
出
て
い
る
よ
う
な
孤
立
化
と
か
、

違
う
い
い
方
を
す
る
と
大
学
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に

う
ま
く
適
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
大
学
生
活
っ
て
こ
う
だ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
も
、
入
学
し
て
み
た
ら
違
和
感
が
あ
っ

て
、
そ
こ
に
う
ま
く
入
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
学

生
を
、
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。

岩
崎　
実
学
系
で
は
、
そ
の
逆
が
多
い
で
す
ね
。

看
護
や
食
物
栄
養
と
い
っ
た
学
科
で
は
、
１
年
次

か
ら
履
修
す
べ
き
科
目
が
多
い
た
め
、
高
校
の
延

長
の
よ
う
で
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
学
生
生
活
と

は
違
っ
た
と
い
っ
た
声
を
学
生
か
ら
よ
く
聞
き
ま

す
。
そ
の
大
学
生
ら
し
さ
と
は
何
か
と
い
う
の
も
、

や
や
問
題
が
あ
り
ま
す
が
。

　

学
生
の
孤
立
化
は
何
と
か
解
消
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
問
題
で
、
学
生
相
談
で
も
結
構
多
い
よ
う

で
す
。
体
調
不
良
や
精
神
的
な
不
調
を
訴
え
て
学

生
相
談
室
を
利
用
す
る
学
生
は
、
女
子
大
学
の
場

合
は
割
合
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本

学
の
相
談
室
も
、
こ
こ
３
～
４
年
で
利
用
者
が
ず

座
談
会
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い
ぶ
ん
増
え
て
お
り
、
減
る
兆
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
相
談
に
来
た
け
れ
ど
も
先
に
相
談
し

て
い
る
人
が
い
て
、
自
分
の
番
ま
で
待
つ
場
所
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
相
談
室
の
控
え
室
を
作
り

ま
し
た
。
本
学
の
よ
う
な
規
模
の
小
さ
い
女
子
大

学
で
も
そ
う
い
う
状
況
で
す
の
で
、
学
生
数
の
多

い
大
学
で
は
潜
在
的
に
同
様
の
状
況
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

北
條　
私
の
大
学
で
も
、
相
談
室
を
訪
れ
る
学
生

が
増
え
、
数
年
前
の
２
倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
次
第
に
、

十
分
な
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ

ぼ
れ
落
ち
て
い
る
と
い
う
か
、
以
前
は
も
う
少
し

面
談
を
繰
り
返
し
て
い
た
も
の
が
、
今
で
は
毎
週

は
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

増
え
て
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
見

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

難
波　
学
生
が
相
談
す
る
一
番
の
相
手
が
家
族
で
、

大
学
の
職
員
は
そ
の
主
な
対
象
で
は
な
い
は
ず
な

の
に
、
相
談
件
数
は
増
え
て
い
る
と
い
う
事
実
が

あ
る
の
で
す
ね
。

岩
崎　

学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ 

て
、
個
別
に
相
談
相
手
を
選
ん
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
本
来
開
い
て
い
る
窓
口
の
ほ
う
へ
は
行
か

ず
に
。

異
質
な
も
の
に
出
会
い
、自
分
を
発
見
し
、

成
長
す
る
機
会
の
必
要
性

平
山　
そ
こ
で
少
し
気
に
な
る
の
は
、
見
て
い
る

と
、
似
た
者
同
士
で
集
ま
る
と
い
う
か
、
同
じ
地

域
出
身
と
か
同
じ
高
校
と
か
、
そ
う
い
う
友
人
の

質
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
か
ら
、
大
人

に
な
る
と
い
う
こ
と
、
特
に
男
子
学
生
が
そ
の
面

で
弱
い
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
異

質
な
も
の
に
出
会
わ
な
い
と
自
分
を
発
見
で
き
な

い
し
、
成
長
で
き
な
い
。
そ
の
機
会
が
、
だ
ん
だ

ん
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

読
書
体
験
も
重
要
で
す
。
今
は
学
生
が
本
を
読

ま
な
く
な
っ
て
、
あ
る
雑
誌
に
は
、
最
近
で
は
本

を
読
む
若
者
は
オ
タ
ク
と
思
わ
れ
て
い
る
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
学
生
に
聞
い
て
み
る
と
、
新
聞

を
読
ん
で
い
る
の
は
１
年
生
18
人
中
１
人
、
た
ぶ

ん
本
も
読
ん
で
い
な
い
。
異
質
な
も
の
と
出
会
う

と
い
う
、
本
な
ら
で
は
の
体
験
が
な
い
の
で
す
。

　

３
年
前
に
ド
イ
ツ
大
使
の
講
演
を
聴
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
彼
は
か
つ
て
大
学
を
休
学
し
て
、

仲
間
と
２
人
で
ア
ジ
ア
を
放
浪
し
て
日
本
に
来
た

そ
う
で
す
。
日
本
で
は
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
っ

た
の
で
、
今
の
日
本
の
若
者
も
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
し
て
ほ
し
い
。
た
い
へ
ん
な
こ
と
や
困
る
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
、
判
断
力
は
そ
う
い
う
中
で
養
わ

れ
る
の
だ
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
積
極
的
な
学
生
も
い
る
も
の
の
、
一
般
的
に

は
異
質
な
も
の
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
が
だ
ん
だ
ん

減
っ
て
き
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
読
書
体
験
の
影
響
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

難
波　
本
よ
り
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
う
な
共
感
し
や

す
く
、
共
有
す
る
も
の
が
多
い
人
間
関
係
の
ほ
う

へ
行
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
友
人
同
士
で
情
報
の

や
り
と
り
を
し
て
、
そ
こ
か
ら
出
よ
う
と
し
な
い

と
い
う
感
じ
は
、
本
当
に
よ
く
分
か
り
ま
す
。

桂　
大
学
の
相
談
体
制
の
中
で
孤
立
化
す
る
学
生

は
、
何
も
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
て
、
欧
米
の
学

生
も
孤
立
化
し
て
お
り
、
辞
め
た
い
と
い
う
学
生

が
増
え
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
そ
う
い
っ
た
学

生
に
対
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
総
合
的
に
支

援
し
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

　

私
の
大
学
は
全
面
禁
煙
に
し
ま
し
た
が
、
ル
ー

ル
は
形
骸
化
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
は
守
れ
と
言
い
続
け
て
い
ま
す
が
、
孤

立
化
し
て
い
る
学
生
に
は
そ
れ
な
り
の
悩
み
が
あ
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り
、
そ
れ
が
喫
煙
行
動
に
表
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
た
だ
、
孤
立
化
、
非
自
立

化
の
要
素
は
日
本
人
学
生
だ
け
の
話
で
は
な
い
よ

う
で
、
潜
在
的
な
原
因
に
は
国
民
性
も
あ
る
よ
う

で
す
ね
。
多
言
語
で
対
応
で
き
る
相
談
体
制
が
必

要
で
し
ょ
う
。

難
波　
ま
だ
論
じ
て
い
な
い
点
や
、
こ
こ
は
再
度

強
調
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
も
結
構
で
す
し
、
今

回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
重
要
な
点
な
ど
を
、

最
後
に
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

個
別
具
体
な
対
応
の
た
め
の

学
内
総
合
支
援
体
制
を

北
條　
多
様
な
学
生
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
す
が
、
一
方
で
未
熟
な
ま
ま
と
い
う

か
、
大
人
に
な
り
き
れ
ず
、
指
示
待
ち
と
い
う
タ

イ
プ
の
、
一
見
す
る
と
真
面
目
な
学
生
が
増
え
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
く
学
生
が

確
実
に
い
て
、
孤
立
と
い
う
の
か
不
適
応
な
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
学
生
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
見
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
全
体
的
な
傾
向
を
き
ち
ん
と

把
握
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
と
見

る
よ
う
な
、
し
か
も
、
そ
れ
を
総
合
的
な
形
で
で

き
る
よ
う
な
大
学
の
支
援
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
学
生
を
、
い
か
に
大
人

に
し
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　

先
ほ
ど
来
、
体
験
と
い
う
お
話
が
い
ろ
い
ろ
出

て
い
ま
す
が
、
私
の
大
学
で
は
、
来
年
度
か
ら
１

年
次
の
夏
休
み
前
と
夏
休
み
中
を
使
っ
て
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学
生
を
積
極
的
に
外
に
出

そ
う
と
い
う
こ
と
を
、
か
な
り
大
規
模
に
や
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ど
れ
く
ら
い
効
果
が
あ
る
の
か

と
か
、
学
内
の
体
制
が
ど
こ
ま
で
追
い
つ
く
の
か

と
い
う
問
題
が
ま
だ
あ
り
ま
す
が
。

　

入
試
の
多
様
化
な
ど
、
学
力
的
に
も
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
的
に
も
、
学
生
は
本
当
に
多
様
で
す
。

そ
う
い
う
学
生
に
大
学
で
し
っ
か
り
と
学
ん
で
も

ら
う
た
め
に
は
、
４
月
に
入
学
し
て
か
ら
夏
休
み

前
あ
る
い
は
夏
休
み
期
間
中
を
使
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
形
で
大
学
生
の
水
準
ま
で
高
め
て
い
く
よ
う

な
学
習
の
仕
掛
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
大
学
に
入
学
し
た
の
だ
、
こ
れ
か
ら
は
大

学
生
だ
か
ら
大
人
な
の
だ
と
い
う
事
実
に
直
面
さ

せ
て
、
そ
れ
を
受
け
止
め
さ
せ
る
よ
う
な
仕
掛
け

が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
で
実
態
を

量
的
に
把
握
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的

な
学
生
の
姿
を
し
っ
か
り
と
捉
え
な
が
ら
、
各
大

学
が
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
支
援
の
仕
組
み
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

平
山　
２
週
間
く
ら
い
前
に
初
対
面
の
ド
イ
ツ
人

学
生
と
話
し
て
、
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
関
心
の
あ
る
ド
イ
ツ
の
現

在
の
政
策
や
脱
原
発
問
題
、
難
民
問
題
な
ど
に
つ

い
て
、
的
確
な
意
見
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
私

は
メ
ル
ケ
ル
首
相
を
結
構
評
価
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
学
生
は
、
こ
う
い
う
問
題
で
は
全
然
だ
め
だ

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
世
論

は
大
事
で
あ
る
が
、
世
論
と
い
う
も
の
は
時
々
大

い
に
誤
る
。
ド
イ
ツ
は
ナ
チ
ズ
ム
の
経
験
も
あ
り

ま
す
か
ら
。
世
論
だ
け
を
基
準
に
し
な
い
で
、
自

分
の
意
見
を
持
た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
、
２
～
３
時
間
、
話
し
ま
し
た
。
私

が
昔
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
と
き
に
も
こ
う
い
う

学
生
に
数
多
く
出
会
い
ま
し
た
が
、
社
会
や
政
治

の
こ
と
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
判
断
で
き

る
学
生
が
い
る
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
社
会
の
強
み
だ

と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

翻
っ
て
日
本
の
場
合
は
、
１
９
６
０
～
70
年
代

の
学
生
運
動
の
後
遺
症
か
、
若
者
は
政
治
や
社
会

の
問
題
に
あ
ま
り
口
を
出
す
な
と
い
う
雰
囲
気
が

座
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あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
被
災
地
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
行
っ
た
学
生
な
ど
は
、
復
興
に
は
政
治
や
経

済
や
法
律
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
、
大
学
で
学
ぶ
意
義
が
初
め
て
分
か
っ

た
と
言
っ
た
女
子
学
生
が
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
現

実
の
社
会
や
未
来
に
も
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
気
が
付
い
た
わ
け
で
す
。

　

学
生
が
大
人
に
な
れ
な
い
と
い
う
問
題
で
す
が
、

大
学
生
も
社
会
の
一
員
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は

未
来
を
変
え
て
い
く
力
に
も
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
も
っ
と
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ

を
発
信
す
る
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
教
育
、
市
民

教
育
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
い
う
部
分
が

大
学
に
な
い
と
、
日
本
は
ド
イ
ツ
や
諸
外
国
に
太

刀
打
ち
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
調
査
で
は
、
例
え
ば
投
票
に
行
く
か
な

ど
、
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
聞
く
項
目
を
入

れ
て
も
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

パ
ー
ソ
ナ
ル・

ソ
ー
シ
ャ
ル・

サ
ー
ビ
ス
の

た
め
の
公
財
政
支
出
の
充
実
を

桂　
今
回
の
調
査
の
「
身
に
付
い
た
力
、
身
に
付

け
た
い
力
」
の
推
移
で
は
、
異
文
化
理
解
が
そ
れ

ほ
ど
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
気
に
な
る
調
査
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
社
会
環
境
の
も

と
で
は
適
応
で
き
な
い
学
生
に
対
す
る
個
別
的
な

対
応
が
こ
れ
か
ら
は
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
相
談
に
当
た
る
人
た

ち
の
充
実
を
図
る
政
策
が
必
要
で
す
。
私
立
大
学

は
多
様
な
学
生
へ
の
門
戸
を
開
い
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
文
部
科
学
省
に
対
し
て
、
私
学
助
成
を
も
っ

と
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
き
ち
ん
と
求
め
て
い
く
べ

き
で
す
。
特
に
、
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
貧
窮

に
苦
し
ん
で
い
る
学
生
が
い
か
に
多
い
か
と
い
う

こ
と
を
、
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
読
み
解
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
今
回
の
調

査
は
た
い
へ
ん
有
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
基
に
し
て
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
と
し

て
も
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
相
談
業
務
の
専
門

職
の
人
が
要
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
の
財
政

的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
政
府

に
訴
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

阿
藤　
今
回
の
調
査
で
は
、
科
目
履
修
で
重
視
す

る
要
因
に
つ
い
て
、
全
体
で
は
専
門
的
な
知
識
が

身
に
付
く
と
い
う
答
え
が
一
番
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
わ
が
校
で
は
こ
の
数
値
が
ち
ょ
っ
と
低
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
の
調
査
結
果

と
私
ど
も
の
大
学
と
で
ど
う
違
う
か
を
分
析
し
て
、

報
告
書
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
比
べ
て
み

れ
ば
、
学
校
ご
と
の
個
性
も
ず
い
ぶ
ん
読
み
取
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

正
課
外
活
動
で
は
、
学
生
の
孤
立
化
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
調
査
結
果
を

見
る
と
課
外
活
動
に
参
加
し
て
い
る
学
生
が
意
外

に
多
い
。
し
か
も
、
２
０
０
６
年
や
２
０
１
０
年

に
比
べ
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
増
加
傾
向
で
す
。

　

大
学
で
は
自
己
点
検
を
や
り
ま
す
が
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
は
課
外
活
動
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
学
生
の
立
場
か
ら

は
、
あ
る
程
度
充
実
し
た
課
外
活
動
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
も
非
常
に
重
要
で
、
そ
う
い
う
点
で
参

加
す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
意
外

で
し
た
が
、
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
の

ほ
う
で
、
干
渉
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
支
援
し
た
り
運
営
し
た
り
す
る
体
制
が
、

ま
だ
旧
態
依
然
と
し
た
状
態
で
す
。
新
し
い
校
舎

を
建
て
る
場
合
も
、
ど
う
し
て
も
教
室
や
研
究
室

が
優
先
で
、
部
室
関
係
は
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
学
生
も
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結
構
増
え
て
い
ま
す
が
、
私
ど
も
の
大
学
で
は
、

災
害
救
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を
始
め
ま
し
た
。

震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
人
の
役
に
立
つ
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い
と
い
う
学
生

が
増
え
て
お
り
、
学
生
の
意
識
が
少
し
変
わ
っ
て

き
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

今
の
大
学
生
は
、
震
災
時
に
は
ま
だ
高
校
生
か

中
学
生
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
時
期
に
体

験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
２
０
０
６
年
頃
の
調
査

と
比
べ
て
、
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

身
に
付
い
た
力
の
実
感
は

実
体
験
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る

岩
崎　
大
学
生
活
で
は
、
よ
い
友
人
関
係
が
微
増

し
て
い
る
一
方
で
、
人
脈
づ
く
り
と
い
う
も
の
を

見
る
と
、
友
人
関
係
は
既
に
自
分
と
同
じ
カ
ラ
ー

の
人
間
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
上
の

友
人
関
係
を
作
る
必
然
性
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
就
職
の
こ
と
が
念
頭
に
あ

る
が
ゆ
え
に
、
あ
え
て
人
間
関
係
を
作
ろ
う
と
し

て
い
る
姿
が
見
え
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
「
身
に
付
い
た
こ
と
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
い
る
学
生
の
数
値
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
て
、
や
は
り
身
に
付

い
た
力
を
実
感
す
る
の
は
実
体
験
な
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
、
身
に
付
い
た
、

こ
う
い
う
こ
と
を
勉
強
し
た
の
だ
と
分
か
る
。
つ

ま
り
、
実
感
が
な
い
も
の
に
関
し
て
は
、
身
に
付

い
た
身
に
付
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
思
え
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
人
間
と
し
て
は

自
然
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
学
ぶ
と

い
う
こ
と
の
必
然
性
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
教
育
が
そ
う
い

う
も
の
を
提
示
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
わ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
１
年
間
留
学
す

る
と
決
ま
っ
た
学
生
と
少
し
話
を
し
ま
し
た
。
彼

女
が
言
う
に
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
話
を
聞
い

て
、
毎
日
、
新
聞
を
読
ん
で
い
ま
す
」
と
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
理
由
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
向
こ
う

に
行
っ
た
ら
必
ず
日
本
の
社
会
に
つ
い
て
問
わ
れ

る
か
ら
で
す
、
と
。
そ
の
学
生
は
意
欲
的
な
学
生

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
社
会
問
題
に
つ
い
て
は
特
に

関
心
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
の
な
い
学
生
で
し
た
。

要
す
る
に
、
彼
女
に
と
っ
て
新
聞
を
読
む
と
い
う

こ
と
の
必
然
性
が
、
留
学
が
決
ま
っ
て
初
め
て
生

ま
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
非
常

に
印
象
的
な
で
き
ご
と
で
あ
り
、
異
文
化
を
体
験

す
る
と
い
う
こ
と
の
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
実
感
を
伴
っ
た
学
ぶ
こ
と
の
必
然
性
と

い
う
も
の
を
、
大
学
が
学
生
に
ど
れ
だ
け
提
示
で

き
る
の
か
。
そ
れ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
問
わ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

難
波　
本
日
は
調
査
の
話
か
ら
始
ま
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
話
題
へ
展
開
し
て
い
っ
て
興
味
深
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
で
は
平
均
値
が
出
る
の
で
、
学
力
に

し
ろ
経
済
状
況
に
し
ろ
、
両
極
分
化
と
か
二
極
化

と
い
う
話
に
な
っ
た
と
き
に
、
デ
ー
タ
で
は
そ
れ

ほ
ど
変
化
は
な
い
か
ら
問
題
な
い
と
思
え
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
は
個
別
に
見
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
の
一
方

で
、
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
を
探
る
に
は
、
こ
の
調

査
結
果
は
非
常
に
役
に
立
つ
。
こ
れ
が
絶
対
で
は

な
い
も
の
の
、
自
分
の
大
学
と
の
違
い
を
見
る
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
活
用
の
形
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

桂
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
極

化
し
た
両
方
の
学
生
に
も
門
戸
を
開
く
の
が
私
立

大
学
の
特
徴
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
大
き

な
使
命
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

座
談
会
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人
は
「
変
わ
る
」
と
い
う
こ
と
に
２
つ
の
面

を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
基
本
的
に
人
は
保
守

的
で
、「
変
わ
る
」
こ
と
に
抵
抗
感
を
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
目
の
前
に
今
ま
で
と
は
違
う
も
の

が
現
れ
、
そ
れ
を
素
晴
ら
し
い
と
か
、
面
白
い

と
感
じ
る
と
、
手
に
入
れ
る
努
力
を
惜
し
ま
な

い
。
そ
し
て
首
尾
よ
く
獲
得
す
れ
ば
、
喜
び
こ

そ
す
れ
抵
抗
感
は
極
め
て
低
く
な
る
。

　

一
般
的
に
保
守
派
は
伝
統
を
守
り
、
革
新
派

は
新
し
い
も
の
に
挑
戦
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
い
ま
日
本
社
会
の
現
実
を
見
る
と
、
変
え

よ
う
と
す
る
保
守
派
と
、
変
え
さ
せ
な
い
と
す

る
革
新
派
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
。
道
理
は
一

筋
縄
で
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
ま
た
面
白
い
。

　

学
生
の
頃
、
今
は
こ
う
だ
が
こ
れ
は
い
つ
か

逆
転
し
て
将
来
は
こ
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、

な
ど
と
想
像
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
も
と

よ
り
面
白
半
分
の
感
覚
だ
っ
た
が
、
日
月
を
経

て
そ
の
夢
想
の
幾
多
が
い
ま
や
現
実
化
し
て
い

る
こ
と
に
驚
く
と
同
時
に
、
若
き
日
の
「
我
が

慧
眼
」
に
も
ひ
そ
か
に
得
心
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、「
日
が
西
か
ら
昇
る
と
ど
う
な
る
？
」
は

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
が
。

　

し
か
し
、
学
生
時
代
の
夢
想
を
生
か
し
て
、

仕
事
で
「
日
を
西
か
ら
昇
ら
せ
る
」
の
に
成
功

し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

合
弁
企
業
に
い
た
時
、
初
の
カ
ラ
ー
複
写
機

を
発
売
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
販
売
計
画
部

隊
に
「
日
は
西
か
ら
昇
る
ぞ
」
と
号
令
を
か
け

た
。
普
通
の
販
売
計
画
な
ら
、
量
的
に
は
関
西

地
区
よ
り
も
関
東
地
区
の
方
が
多
く
な
る
。
し

か
し
関
西
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
の
肌
感
覚
で
、

関
西
の
方
が
先
に
売
れ
る
と
直
感
し
た
。
半
信

半
疑
の
販
売
計
画
部
隊
に
「
日
を
西
か
ら
昇
ら

せ
ろ
」
と
指
示
し
た
結
果
、
我
々
の
太
陽
は
見

事
に
西
か
ら
昇
っ
た
。
実
は
繊
維
や
織
物
商
い

が
多
い
関
西
の
方
が
カ
ラ
ー
複
写
機
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
と
読
ん
だ
か
ら
だ
が
、
種
明
か
し
を
す

る
と
実
も
ふ
た
も
な
い
か
ら
こ
れ
は
内
緒
だ
。

　

さ
て
、
本
題
の
「
変
わ
る
」
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
。
企
業
と
学
校
は
異
な
る
、
と
よ
く
言

わ
れ
る
。
確
か
に
、
変
わ
っ
た
、
変
わ
ら
な
か
っ

ず
いそう「変える」を楽しむ
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た
と
い
う
結
果
が
現
れ
る
の
は
企
業
の
方
が
早

い
。
学
校
は
変
化
が
見
え
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
し
、
変
わ
っ
た
か
ど
う
か
も
よ
く
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
世
界
は
不
易

で
は
あ
り
得
ず
、
社
会
も
人
も
常
に
転
変
す
る
。

変
わ
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で

な
い
こ
と
も
あ
る
。
変
わ
っ
て
良
く
な
か
っ
た

の
な
ら
、
ま
た
変
え
れ
ば
い
い
。

　

現
状
を
変
え
る
に
は
、
何
を
、
な
ぜ
、
ど
ん

な
形
に
し
た
い
の
か
、
絵
姿
を
明
瞭
に
描
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
絵
は
、
直
接
関
係
す

る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
か
ら
も
「
い
い
ね
！
」

と
共
感
さ
れ
る
こ
と
。
こ
れ
が
肝
要
だ
。

　

対
話
力
が
重
要
に
な
る
。
人
は
相
手
の
話
を

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

変
化
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
人
の
脳
は
「
快
」
の

状
態
に
な
る
と
い
う
。
脳
が
「
快
」
に
な
る
と
、

人
は
活
発
で
前
向
き
に
働
く
よ
う
仕
組
ま
れ
て

い
る
。「
不
快
」
で
は
夢
は
膨
ら
ま
な
い
。

　

10
人
で
変
わ
る
こ
と
の
必
要
性
を
話
し
合
っ

た
と
し
よ
う
。
ま
ず
１
人
か
２
人
が
自
分
の
考

え
に
共
感
し
、「
チ
ェ
ン
ジ
リ
ー
ダ
ー
」
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
Ｋ
Ｆ
Ｓ
（K

ey Factor for 
Success

）
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
だ
。

　

あ
と
は
３
人
目
、
４
人
目
、
５
人
目
と
共
感

者
を
増
や
す
。
10
分
の
５
の
共
感
者
が
で
き
、

自
分
を
含
む
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
れ

ば
事
は
動
く
。
卓
抜
し
た
対
話
力
が
リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

し
っ
か
り
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
実
行
プ
ロ

セ
ス
の
策
定
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本

人
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ

ま
り
得
意
で
は
な
い
だ
け
に
、
ま
だ
ま
だ
欧
米

に
学
ぶ
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

世
の
変
化
に
対
し
て
、
私
立
学
校
は
も
っ
と

柔
軟
性
が
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
現
実
は
必

ず
し
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
私
の
職
場
人
生

を
振
り
返
る
と
、「
変
わ
る
」
こ
と
を
先
読
み
し

て
「
変
え
る
」
仕
事
が
多
か
っ
た
。
変
わ
ら
な

い
と
言
わ
れ
た
も
の
を
「
変
え
る
」
楽
し
み
は
、

私
の
活
動
力
の
源
泉
で
も
あ
る
。

宮原 明●学校法人関西学院理事長
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首
都
直
下
地
震
や
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
は
将
来
的
な
発
生
の
可
能
性

が
以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
増
し
に
現
実
味
を
帯
び
て

き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
大
学
に
は
、
災
害
時
に
お
い
て
学
生
の
修
学
を

保
障
す
る
「
学
生
支
援
」
や
大
学
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
「
危
機
管
理
」
に
取
り
組

む
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
災
害
発
生
後
の
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
は
じ
め
、

地
域
社
会
に
お
け
る
防
災
や
復
旧・

復
興
拠
点
と
し
て
、「
地
域
貢
献
」
の
視
点
に
立
っ
た

取
り
組
み
を
果
た
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
は
、
地
震・

津
波・

台
風・
洪
水・

火
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
が
世
界
的
に

見
て
も
多
い
国
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
古
く
か
ら
災
害
に
関
わ
る
研
究
が
積
極
的
に
行
わ

れ
て
き
た
。
21
世
紀
初
頭
は
、
自
然
災
害
に
関
す
る
研
究
の
中
で
も
特
に
防
災
や
減
災
の

視
点
で
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

　

教
職
員
や
学
生
が
日
中
に
多
数
滞
在
す
る
大
学
で
は
、
教
育
研
究
活
動
を
安
全
な
環
境

で
行
う
必
要
性
か
ら
、
前
述
の
よ
う
な
自
然
災
害
や
失
火
な
ど
の
人
為
災
害
の
発
生
に
備

小特集

大
学
に
お
け
る
防
災
訓
練
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学
内
の
訓
練
で
さ
え
実
施

が
困
難
で
あ
る
大
学
も
多

く
、
ま
し
て
や
地
域
と
連

携
し
た
大
規
模
な
訓
練
を

続
け
て
い
く
の
も
難
し
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
小
特
集
で

は
、
定
期
的
に
、
比
較
的

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る

大
学
の
防
災
訓
練
の
事
例

を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
規
模
災
害
に
備 

え
、
大
学
が
な
す
べ
き
こ

と・

大
学
が
で
き
る
こ
と

を
改
め
て
考
え
る
機
会
と

す
る
。

３
キ
ャ
ン
パ
ス
合
同
に
よ
る
全
学
地
震・

防
災
訓
練

金
子 

大
輔

●
法
政
大
学
総
務
部
庶
務
課

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震・

津
波
と
の
戦
い

～
防
災
訓
練・

防
災
力
強
化
（
方
向
性
）
に
つ
い
て
～

林 

克
己

●
国
立
大
学
法
人
三
重
大
学
防
災
室
長

近
隣
地
域
住
民
参
加
型
訓
練
に
よ
る
防
災
力
向
上

中
村 

匡
志

●
学
校
法
人
関
西
大
学
総
務
局
総
務
課
長

地
域
に
お
け
る
大
学

─
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

─

越
智 

祐
子

●
名
古
屋
学
院
大
学
経
済
学
部
講
師

え
、
普
段
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
安
心・

安
全
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
築

に
努
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
防
災
訓
練
は
学
生・

教
職
員
の
防
災
意
識
の
向
上
と
と
も

に
、
人
命
救
助
、
二
次
災
害
の
回
避
な
ど
、
学
生・

教
職
員
の
命
を
守
る
活
動
と
し
て
行

う
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
地
域
社
会
に
お
け
る
危

機
管
理
体
制
の
構
築
に
対
し
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
現
実
的
に
は
、
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１　
震
災
体
験
と
意
識
の
変
化

　

東
日
本
大
震
災
は
、
本
学
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

春
休
み
期
間
中
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
通
機
関
の
不
通

の
影
響
を
受
け
、
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
６
８
４
人
、
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
１
１
８
人
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
１
２
８
人
の

帰
宅
困
難
者
が
学
内
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
大
学
は

宿
泊
対
策
に
追
わ
れ
た
。

　

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
１
９
５
０
年
代
竣
工
の
建
物
を
中
心

に
、
一
部
施
設
の
損
壊
が
発
生
し
た
。
大
半
が
仕
上
げ
材
の
表
面

的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
１
９
５
０
年
代
の
建
物
に
つ
い
て
は
本
体

の
損
傷
も
あ
り
、
大
規
模
な
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
に
、
新

年
度
の
授
業
開
始
を
約
１
カ
月
遅
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
学
の
防
災
訓
練
は
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
が
中

心
で
あ
っ
た
。
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
大
地
震
の
影
響
が
こ
れ
ほ
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
と

は
、
恐
ら
く
多
く
の
教
職
員
、
学
生
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
帰
宅
困
難
者
対
応
、
建
物
ご
と
に
異
な
る
強

度
へ
の
対
応
、
災
害
用
設
備
や
備
蓄
品
の
整
備
、
通
信
手
段
の
確

保
、
教
職
員・

学
生
の
意
識
向
上
な
ど
、
震
災
の
体
験
を
踏
ま
え

た
防
災
対
策
の
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２　
マ
ニュ
ア
ル
策
定
と
訓
練

　

震
災
後
最
初
の
防
災
訓
練
は
、
震
災
翌
月
の
４
月
27
日
、
市
ヶ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
と
学
生
厚
生
施
設
の
あ
る
建
物
で
行
わ
れ

た
。
地
震
発
生
の
放
送
後
、
い
っ
た
ん
机
の
下
で
安
全
確
保
し
、

そ
の
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
広
場
に
避
難
誘
導
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
授
業
開
始
を
延
期
し
て
い
た
時
期
で
は
あ
っ

た
が
、
教
職
員
と
学
生
併
せ
て
約
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。
訓
練

に
よ
っ
て
、
避
難
誘
導
手
順
の
不
備
が
見
つ
か
っ
た
り
必
要
な
物

小
特
集

大
学
に
お
け
る
防
災
訓
練

３
キ
ャ
ン
パ
ス
合
同
に
よ
る
全
学
地
震・

防
災
訓
練

金
子 

大
輔
●
法
政
大
学
総
務
部
庶
務
課
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品
が
明
確
に
な
っ
た
り
と
、
震
災
の
記
憶
が
ま
だ
教
職
員・

学
生

に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
時
期
で
の
訓
練
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
。

　

こ
の
訓
練
の
反
省
を
基
に
、
地
震
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
が

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。
主
な
基
本
方

針
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
た
。

・
�

震
度
５
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
は
授
業・

イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、

非
常
時
体
制
（
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
設
置
）
と
す
る
。

・
�

建
物
内
待
機
を
基
本
と
し
、
新
耐
震
基
準
に
対
応
し
て
い
な
い

建
物
に
い
る
場
合
は
他
の
建
物
に
移
動
す
る
。

・
�

安
全
に
帰
宅
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
帰
宅
指
示
を
出
さ

な
い
。

・

一
般
の
帰
宅
困
難
者
へ
の
便
宜
を
図
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
教
員
の
紹
介
に
よ
り

東
京
都
板
橋
区
の
防
災
担
当
課
長
の
助
言
も
得
た
。

　

ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
ほ
か
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
対
応

を
行
っ
た
。

・

教
卓
に
教
員
用
「
行
動
指
針
」
を
設
置

・

「
地
震
時
の
行
動
ポ
イ
ン
ト
」
を
教
室
な
ど
に
掲
示

・

各
キ
ャ
ン
パ
ス・

各
校
地
の
放
射
線
測
定
と
除
染
の
実
施

・
�

備
蓄
品
の
整
備
（
現
在
、
学
生
の
７
割
が
３
日
間
過
ご
せ
る
分

量
の
水
、
食
料
な
ど
を
備
蓄
）

・

無
線
機
の
配
置
（
建
物
ご
と
に
責
任
者
を
置
き
、
持
た
せ
る
）

・
�

設
備
の
増
強
（
災
害
時
優
先
電
話
な
ど
の
設
置
、
教
室
の
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
に
テ
レ
ビ
チ
ュ
ー
ナ
ー
取
り
付
け
）

・

学
生
手
帳
に
大
地
震
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
添
付

　

同
年
12
月
21
日
、
策
定
し
た
地
震
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

た
初
め
て
の
訓
練
を
行
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
職
員
の
動

き
を
確
認
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
た
め
、
教
員
と
学
生
は
対
象

外
と
し
た
。
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
て
の
建
物
を
対
象
と
す
る

初
め
て
の
防
災
訓
練
と
な
っ
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
定
め
た
こ
と

が
ほ
ぼ
混
乱
な
く
実
行
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
基
本
設
計
が
間

違
っ
て
い
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
訓
練
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

【地震時の行動ポイント】
震度５弱以上は、

授業・イベントを中止します。

大きな揺れを感じたら
◆�あわてて外に飛び出さない。
◆�かばんなどで、落下物から頭を守る。
◆�窓、書棚などに近寄らない。
◆�室内のガラスの破片、飛散に注意する。
◆�ドアを開けて出口を確保する。

揺れがおさまったら
◆�教職員及び非常放送の指示により行
動する。

火災を発見したときは
◆�「火事だ！」と大声で周囲に知らせ、
近くの火災報知器を押す。
◆�可能であれば、消火器・消火栓です
ぐ消火。

小特集●大学における防災訓練
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こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ベ
ー
ス
に
多
摩
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
た
。

　

翌
２
０
１
２
年
７
月
に
は
、
教
員
と
学
生
も
対
象
と
す
る
訓
練

を
実
施
し
た
。
授
業
終
了
前
の
５
分
間
を
使
っ
て
教
員
が
学
生
に

安
全
確
保
行
動
（
机
の
下
に
も
ぐ
る
な
ど
）
の
指
示
を
行
い
、
６

教
室
で
は
あ
っ
た
が
実
際
に
別
の
建
物
へ
の
避
難
訓
練
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
通
信
が
可
能
な
無

線
機
を
導
入
し
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス・

付
属
校
と
の
無
線
通
信
訓
練

を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
本
学
は
こ
の
年

の
８
月
、
千
代
田
区
か
ら
防
災
貢
献
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
。

３　
全
学
展
開
と
今
後
の
展
望

　

２
０
１
３
年
７
月
に
は
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
同
日
同
時
刻
に
、

地
震
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
。
訓
練
の
内
容
は
各�

キ
ャ
ン
パ
ス
で
検
討
さ
れ
た
が
、
無
線
連
絡
に
よ
り
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
被
災
状
況
を
集
約
し
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
で
諸
事
項
決
定

を
行
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
に
は
、
授
業
開
始
45
分
後
か
ら
別
の
建
物
へ
の
大

規
模
な
避
難
訓
練
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
が
、
実
現
で
き
な
か
っ

た
。
90
分
授
業
の
半
分
を
訓
練
に
費
や
す
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
か

じ
め
シ
ラ
バ
ス
で
学
生
に
提
示
し
て
い
た
授
業
内
容
を
履
行
で
き

な
く
な
る
こ
と

や
、
校
舎
建
て

替
え
工
事
が
始

ま
っ
た
市
ヶ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
通
路
が
狭
く

な
っ
て
お
り
、

訓
練
中
に
学
生

が
負
傷
す
る
の

で
は
な
い
か
と

い
っ
た
懸
念
が

学
部
長
会
議
で

出
た
た
め
で
あ

る
。
訓
練
の
重

要
性
は
教
職
員

共
通
の
理
解
で

あ
っ
た
が
、
防
災
訓
練
が
何
事
に
も
優
先
し
て
実
施
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。

　

結
局
、
こ
の
年
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
訓
練
と
な
っ
た
が
、

２
０
１
５
年
度
の
実
施
に
向
け
て
、
前
年
度
か
ら
各
会
議
体
で
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
よ
う
努
め
、
ま
た
、
授
業
担
当
部
局
と
の 今年６月の訓練の様子（小金井キャンパス）
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綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
結
果
、
２
０
１
５
年
６
月
に
は
３

キ
ャ
ン
パ
ス
同
時
に
、
授
業
開
始
45
分
後
か
ら
避
難
訓
練
を
含
む

大
規
模
な
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
訓
練
で
は
、

学
生
が
新
耐
震
基
準
に
対
応
し
て
い
な
い
建
物
か
ら
強
度
の
高
い

建
物
に
移
動
し
、
授
業
中
の
教
室
に
避
難
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ

た
。
い
ざ
学
生
を
教
室
に
入
れ
る
段
階
で
、
誘
導
員
が
授
業
を
中

断
さ
せ
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
適
切
に
誘
導
で
き
な
い
場
面
も
あ
っ

た
が
、
概
ね
問
題
な
く
避
難
誘
導
で
き
た
。

　

一
方
で
、
訓
練
の
回
数
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
見
え
て
き
た

問
題
も
あ
っ
た
。
地
震
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
診
療
所
の
あ
る

建
物
の
１
階
ス
ペ
ー
ス
に
臨
時
の
救
護
所
を
設
置
し
、
負
傷
者
は

そ
こ
に
搬
送
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
負
傷
者
を
担
架

で
搬
送
す
る
こ
と
は
想
像
以
上
に
大
変
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
た�

め
、
む
し
ろ
負
傷
者
が
い
る
場
所
に
救
護
班
が
駆
け
つ
け
る
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
負
傷
者
対
応
方
法

を
変
更
す
べ
き
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
来
年
の
９
月
に
は
校
舎
建
て
替
え
の
第
１
期
工
事
が
終
わ

り
、
新
し
い
建
物
が
竣
工
す
る
た
め
、
新
校
舎
に
あ
わ
せ
た
避
難

誘
導
方
法
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
年
度
の
訓
練
は
、

新
校
舎
に
対
応
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
完
成
後
に
行
う
こ
と
を
予
定

し
て
い
る
。

４　
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
と
学
生
と
の
協
働

　

最
後
に
地
域
社
会
や
学
生
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

本
学
は
、
２
０
０
５
年
３
月
に
、
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
在

地
で
あ
る
千
代
田
区
と
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
に

関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
。
こ
の
協
定
の
柱
は
、
避

難
所
の
提
供
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
で
あ
る
。
実
際
に
、

東
日
本
大
震
災
で
は
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
帰
宅
困
難
者
の
受
け

入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
当
協
定
に
基
づ
い
て
食
料
や
毛
布
な
ど

の
物
資
の
提
供
も
受
け
、
防
災
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
９
年
に
発
足
し
た

本
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
２

０
１
０
年
秋
に
は
、
千
代
田
区
内
で
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た
志
の
高
い
学
生
を
募
集
し
、

学
生
災
害
救
援
隊
「
チ
ー
ム・

オ
レ
ン
ジ＊」
を
結
成
し
た
が
、
偶

然
に
も
そ
の
数
カ
月
後
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
経
験
を
積

む
こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
は
、
学
生
と
教
職
員
が
協
働
で
活
動
す

る
「
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
を
全
学
に
展
開
し

て
い
る
が
、
今
後
は
、「
チ
ー
ム・

オ
レ
ン
ジ
」
を
は
じ
め
学
生
と

協
働
で
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。�

　

＊
オ
レ
ン
ジ
は
本
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
。
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１　
は
じ
め
に
―
防
災
訓
練
を
始
め
た
き
っ
か
け
―

　

地
域
圏
大
学
を
標
榜
す
る
三
重
大
学
は
、
風
光
明
媚
な
伊
勢
湾

に
面
し
た
海
岸
に
隣
接
し
て
お
り
、
逆
に
そ
れ
は
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
津
波
と
の
戦
い
に
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

津
波
の
高
さ
は
、
三
重
県
の
想
定
（
２
０
１
４
年
３
月
）
で
は
、

津
市
の
沿
岸
で
最
大
７
メ
ー
ト
ル
と
地
域
防
災
計
画
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　

本
学
の
地
表
面
の
土
質
は
砂
地
が
大
部
分
で
あ
り
、
液
状
化
被

害
が
極
め
て
大
き
く
、
人
工
物
で
あ
る
河
川・

海
岸
堤
防
は
老
朽

化
し
て
お
り
、
か
つ
高
さ
も
想
定
津
波
浸
水
に
対
し
て
安
全
性
を

満
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
地
震
の
想
定
お
よ
び
地
域

の
特
性
か
ら
、
防
災
訓
練
、
特
に
津
波
避
難
訓
練
は
不
可
欠
で
あ

り
、
訓
練
を
実
施
す
る
際
に
全
学
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
、
参
加

を
促
す
の
か
と
い
う
初
歩
的
な
問
題
点
に
突
き
当
た
っ
た
。

　

解
決
策
と
し
て
、
危
機
管
理
担
当
副
学
長
を
議
長
と
し
各
部
局

等
の
事
務
長
、
事
務
局
各
部
等
課
長
を
委
員
と
す
る
自
然
災
害
対

策
連
絡
会
議
を
設
け
た
（
設
置
そ
の
も
の
に
抵
抗
は
あ
っ
た
が
）。

こ
れ
に
よ
り
、
主
と
し
て
本
学
に
お
け
る
防
災
対
策
や
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
の
作
成
、
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
を
目
的
と
し
、
本
連

絡
会
議
を
通
じ
て
、
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
周
知
を
図

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

本
格
的
な
防
災
訓
練
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
東
海・

東
南
海・

南
海
３
連
動
地
震
の
切
迫
性
が
危
惧
さ
れ
始
め
た
こ
と
、
お
よ
び

２
０
０
９
年
６
月
の
消
防
法
改
正
に
あ
る
。
防
火
中
心
か
ら
防
災

全
般
へ
の
対
応
の
変
更
、
企
業・

事
業
所
（
学
校・

病
院
）
に
対

し
て
は
、
火
災・
地
震
な
ど
の
災
害
対
策
計
画
を
策
定
し
、「
消
防

小
特
集

大
学
に
お
け
る
防
災
訓
練

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震・

津
波
と
の
戦
い

～
防
災
訓
練・

防
災
力
強
化
（
方
向
性
）
に
つ
い
て
～

林 

克
己
●
国
立
大
学
法
人
三
重
大
学
防
災
室
長
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計
画
」
と
し
て
消
防
当
局
へ
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
訓
練
の
実
施
が
法
的
に
不
可
欠
と
な
っ
た
た
め
、

そ
の
旨
を
前
述
の
連
絡
会
議
で
理
解・

協
力
を
求
め
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
消
防
計
画
作
成
の
資
料
を
得
る
こ
と
と
、
当
時
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
効
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
先
ず
行
っ
た
の
が

２
０
０
９
年
９
月
の
図
上
訓
練
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
想
定
は
、
東
海・

東
南
海
地
震
発
生
（
Ｍ
８・

３
、

震
度
６
強
、
津
波
最
大
３・

７
メ
ー
ト
ル
／
津
市
沿
岸
部
）
に
対

応
す
る
た
め
、
主
と
し
て
事
務
局
各
部
の
職
員
を
対
象
に
過
去
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
。

　

こ
の
年
は
図
上
訓
練
３
回
、
津
波
避
難
訓
練
を
１
回
実
施
し
た

が
、
旧
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
訓
練
で
あ
っ
た
た
め
、
数
々
の
問

題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
取
り
急
ぎ
新

し
い
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
、
２

０
１
０
年
度
に
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
本
学
が
津
波
に
打
ち
勝
ち
、
生
き
残
る
た
め
の
訓

練
の
在
り
方
と
、
防
災
力
強
化
な
ど
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

２　
初
回
防
災
図
上
訓
練
の
準
備
等
に
つ
い
て

　

図
上
訓
練
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
職
員
に
対
し
て
、
訓
練
へ

の
参
加
と
そ
の
要
領
を
理
解・

習
得
さ
せ
る
た
め
、
参
加
者
全
員

三重大学の位置
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に
対
す
る
数
回
の
説
明
会
と
模
擬
展
示
に
よ
り
、
図
上
訓
練
に
対

す
る
取
り
組
み
の
導
入
を
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
教
職
員
は
、
初
め
て
聞
く
用
語・

言
葉
や
、
訓
練
進

行・

実
施
要
領
な
ど
方
法
が
わ
か
ら
な
い
点
が
多
く
（
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ニ
ン
グ
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
、
初
め
て

聞
く
用
語
）、
そ
の
反
応
に
は
温
度
差
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
と
り

あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
」
と
前
向
き
な
姿
勢・

言
動
が
見
ら
れ
、

１
回
目
の
訓
練
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
①
災
害
対
策
本
部
の
組
織
、
個
人
の
役
割
、
特
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
る
チ
ー
ム・
班
、
災
害
対
策
本
部
長
の
補

佐
体
制
な
ど
の
不
備
②
主
体
的
に
応
急
対
策
活
動
（
情
報
収
集
、

人
命
救
助
、
医
療
救
護
な
ど
の
活
動
）
を
行
う
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
の
不
備・

問
題
点
が
発
見
さ
れ
た
。

　

図
上
訓
練
に
お
け
る
災
害
対
策
本
部
各
班・

個
人
の
役
割・
ル
ー

ル
な
ど
が
明
確
で
な
い
た
め
、
戸
惑
う
場
面
も
散
見
さ
れ
、
早
期

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
事
務
局
の
関
係
チ
ー
ム
の
代
表
者
か

ら
な
る
要
員
に
よ
っ
て
２
０
１
０
年
度
当
初
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

正
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
創
設
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
抜
本

的
改
正
を
同
年
６
月
に
完
成
し
、
そ
の
後
は
そ
の
実
効
性
を
検
証

す
る
た
め
の
防
災
訓
練
を
年
２
回
実
施
し
て
、
各
部
局
な
ど
に
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
あ
る
。

３　
防
災
訓
練
の
年
度
２
回
実
施
の
定
例
化
に
向
け
て

　

中
期
防
災
体
制
整
備
大
綱
（
３
年
ご
と
に
計
画
）
を
２
０
０
９

年
度
に
定
め
、
そ
の
中
で
２
０
１
０
年
度
か
ら
は
本
学
自
然
災
害

対
策
室
（
２
０
１
２
年
４
月
１
日
に
防
災
室
に
改
編
）
が
中
心
と

な
り
、
防
災
訓
練
の
年
度
２
回
実
施
を
計
画
し
た
。

　

年
度
２
回
実
施
と
は
、
９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」、
お
よ
び
12

月
７
日
の
「
三
重
県
地
震
対
策
の
日
（
三
重
県
で
は
、
県
内
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昭
和
19
年
12
月
７
日
の
昭
和
東
南
海
地

震
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
県
民
一
人
一
人
の
自
主
的
な
防
災
活

動
の
気
運
を
一
層
高
め
、
地
震
災
害
に
強
い
地
域
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
12
月
７
日
を
「
み
え
地
震
対
策
の
日
」
と
定
め
て
い

る
）」
の
両
日
の
前
後
に
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
め
た
も

の
で
あ
る
。

　

２
０
１
０
年
度
に
２
回
の
訓
練
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
教
職

員
の
苦
情
な
ど
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
２
０
０
９
年
度

か
ら
２
０
１
４
年
度
ま
で
は
９
月
と
12
月
に
、
２
０
１
５
年
度
以

降
は
11
月
（
津
波
防
災
の
日
前
後
）
と
12
月
の
年
度
２
回
実
施
す

る
こ
と
に
変
更
し
た
。
９
月
を
11
月
に
変
更
し
た
理
由
は
、
最
大

の
脅
威
は
津
波
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
対
す
る
訓
練
に
適
し
た
月
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と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

４　
防
災
訓
練
実
施
状
況
に
つ
い
て 

�

（
別
表
：
三
重
大
学
防
災
訓
練
実
施
概
況
参
照
）

　

特
記
す
る
防
災
訓
練
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
特
に
役
に
立
っ
た
訓
練

　

２
０
１
０
年
12
月
７
日
に
実
施
し
た
津
波
避
難
訓

練
（
学
内
建
物
の
３
階
以
上
に
避
難
）
で
あ
る
。
２

０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
Ｍ
９・

０
の
東
日

本
大
震
災
発
生
時
、
気
象
庁
は
伊
勢
湾
（
51
ペ
ー
ジ

地
図
参
照
）
に
津
波
警
報
を
発
令
し
、
本
学
も
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
前
年
末
の
避
難
訓
練
を
経
験

し
て
い
た
た
め
、
全
学
生・

教
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
全
学
体
制
で
実
施
す
る
図
上
訓
練

　

２
０
０
９
年
度
か
ら
２
０
１
４
年
度
ま
で
は
、
訓

練
の
方
法
を
熟
知
し
て
い
る
他
の
機
関
な
ど
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
が
、
２
０
１
３
年
度
は
モ
デ
ル
と

な
る
学
部
を
選
定
し
、
他
学
部
は
そ
の
要
領
を
研
修・

習
得
し
た
。
２
０
１
４
年
度
は
、
全
部
局
が
事
務
局

別表：三重大学防災訓練実施概況
年度 2009年度 2010年度
月日 9月14日（AM） 10月30日（AM） 12月17日（AM・PM） 9月1日（AM） 12月7日（AM・PM）
想定 ■東海・東南海連動型地震　　■M8.3　震度6強　　■津波警報
図上 災対本部設置・運営 災対本部設置・運営 災対本部設置・運営 災対本部設置・運営 災対本部設置・運営

実動
訓練

・消火活動
・避難行動（学内）

・避難行動（学内）
・EV救出
・救護所開設運営

年度 2011年度 2012年度 2013年度
月日 12月7日（AM） 9月3日（AM） 12月10日（AM・PM） 9月3日（AM・PM） 12月10日（AM・PM）
想定 ■東海・東南海・南海3連動型地震　　■M9.0　震度6強　　■大津波警報
図上 災対本部設置・運営 災対本部設置・運営 災対本部設置・運営

実動
訓練

・避難行動（学外）・避難行動（学外）・避難行動（学内）
・救護所開設
・運営・物資配分

・避難行動（学外）
・消火活動
・野外病院開設・運営

年度 2014年度 2015年度（予定）
月日 9月3日（AM・PM）12月8日（AM・PM） 11月4日（AM） 12月8日（AM・PM）
想定 ■南海トラフ巨大地震　　■M9.0　震度7　　■大津波警報
図上 災対本部設置・運営 災対本部設置・運営 災対本部設置・運営

実動
訓練

・消火活動
・EV救出

・避難行動（学内）
・物資配分

・避難行動
・消火活動
・EV救出
・災害対策車展示

※１　AM：午前中約3時間実施、AM・PM：午前・午後計約5時間実施
※２　2011年度9月実施予定は、台風接近のため中止。（2011年度は1回のみ実施）
※３　�災対本部設置・運営とは⇒地震発生と同時に対策本部を設置し、情報活動、応急対策活動、安否確

認活動、本部員会議等の対応と各班等・関係機関などとの連携訓練など「図上訓練」をいう。実動
とは、実行動で実施する訓練をいう。

※４　�避難訓練における「学外：大学キャンパス外へ避難、学内：大学キャンパス内の建物の４階以上に
避難」をいう。

※５　2015年度から9月を11月実施に変更（津波防災の日が設定されたため）
※６　学長・理事、全学生、教職員を対象とした訓練を実施した。
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各
部
を
主
体
と
す
る
災
害
対
策

本
部
と
の
連
携・

情
報
共
有・

応
援
要
請
な
ど
の
訓
練
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
大
学
と
し
て
の

災
害
対
策
本
部
設
置
お
よ
び
運

営
訓
練
を
概
成
し
た
。

●�

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（Business�C

onti-
nuity�Plan

：
業
務・

事
業

継
続
計
画
）
策
定
お
よ
び
検

証
の
た
め
の
訓
練
並
び
に
津

波
浸
水
に
対
応
す
る
訓
練

　

２
０
１
３
年
12
月
10
日
、
三

重
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
災

害
拠
点
病
院
）
機
能
の
継
続
が

困
難
（
津
波
浸
水・

液
状
化
等

被
害
）
に
な
っ
た
場
合
を
想
定

し
て
、
そ
の
機
能
継
続
の
た
め

の
野
外
病
院
開
設・

運
営
訓
練

を
、
自
衛
隊
、
消
防
機
関
、
日

赤
三
重
県
支
部
な
ど
の
関
係
機

野外病院開設・運営訓練

災害対策本部設置・運営訓練
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関
の
協
力・

支
援
を
得
て
実
施
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
た
め
の
資

料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
２
０
１
４
年
12
月
８
日
に
は
、
災
害
対
策
本
部
設
置・

運
営
図
上
訓
練
に
お
い
て
、
津
波
浸
水
に
よ
り
附
属
病
院
が
冠

水
し
て
機
能
不
全
に
陥
っ
た
場
合
を
想
定
し
、
災
害
拠
点
病
院

機
能
の
移
転
要
領
を
「
災
害
時
に
お
け
る
病
院
間
の
相
互
協
力・

支
援
に
関
す
る
協
定
（
２
０
１
３
年
12
月
３
日
）」
を
締
結
し
た

藤
田
保
健
衛
生
大
学・

七
栗
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
、
関
係
機
関
（
自

衛
隊・

警
察
機
関
な
ど
）
の
協
力
と
支
援
を
得
て
実
施
。
協
定

締
結
の
実
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
２
０
１
５
年
12
月
の
図
上
訓
練
で
は
、
本
学
キ
ャ
ン

パ
ス
が
津
波
浸
水
に
よ
り
冠
水
し
た
場
合
を
想
定
し
、
国
土
交

通
省
中
部
地
方
整
備
局
三
重
河
川
国
道
事
務
所
と
の
協
働
連
携

訓
練
に
よ
っ
て
、
排
水
要
領
お
よ
び
本
学
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
検
証
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

●�

津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
避
難
訓
練

　

２
０
１
１
年
６
月
に
新
た
に
津
波
避
難
基
本
計
画
を
作
成�

し
、
そ
の
実
効
性
を
検
証
す
る
た
め
、
以
降
毎
年
、
全
て
の
学

生・

教
職
員
を
対
象
に
学
内・

学
外
へ
の
避
難
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

津波避難訓練（学内・学外避難）

地域との連携避難訓練（学内・学外避難）

小特集●大学における防災訓練

55 大学時報　2015.11



　

特
に
、
学
外
へ
の
避
難
訓
練
に
当
た
っ
て
は
、
警
察・

消
防
の

協
力
支
援
（
避
難
誘
導
な
ど
）
を
受
け
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

避
難
す
る
訓
練
、
ま
た
は
学
内
へ
避
難
す
る
訓
練
を
実
施
す
る
な

ど
、
地
域
と
連
携
し
一
体
と
な
っ
た
訓
練
を
行
い
、
地
域
貢
献
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他

　

新
入
生
に
対
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
津
波
避
難
計
画

の
説
明
や
、
昼
食
時
を
活
用
し
た
防
災
研
修
会
の
実
施
に
よ
る
啓

発
活
動
お
よ
び
防
災
訓
練
参
加
へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
一
人
で

も
多
く
の
学
生・

教
職
員
の
防
災
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

５　
防
災
力
強
化
に
当
た
っ
て
―
将
来
構
想
―

　

三
重
大
学
の
防
災・

減
災
力
と
は
「
最
良
を
望
み・
最
悪
に
備

え
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
力
」
と
は
次
の
３
項
を
い
う
。

①　

予
防
（
減
災
）

　

大
学
に
お
い
て
、
減
災
に
よ
り
、
い
か
に
多
く
の
人
命
、
教
育・

研
究
活
動
を
守
る
か
と
い
う
力

②　

応
急
対
策

　

被
害
に
速
や
か
に
対
応・

対
策
を
講
じ
る
力

③　

復
旧・

復
興

　

災
害
の
被
害
か
ら
強
く・

逞
し
く
復
興
す
る
力

　

こ
れ
ら
の
力
を
付
け
る
た
め
に
、
次
の
４
本
柱
を
重
視
し
て
防

災
体
制
を
整
備・

継
続
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

⑴　

組
織
体
制
の
整
備

　

将
来
的
に
、
防
災
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
危
機
事
象
に
対
応
す
る
主

管
組
織
（
危
機
管
理
室
：
仮
称
）
の
新
設

⑵　

人
材
の
育
成

・

危
機
管
理
の
担
い
手
の
養
成・

確
保

・

危
機
管
理
の
担
い
手
に
対
す
る
研
修
制
度
の
充
実

⑶　

実
践
的
訓
練
の
計
画
的
実
施

・

訓
練
の
質
的
向
上

・

計
画
的
訓
練
の
積
み
重
ね
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

⑷　

防
災
体
制
基
盤
の
充
実・

強
化

・

計
画
的
防
災
資
機
材
（
物
資
備
蓄
含
む
）
の
整
備

・
�

復
興
計
画
な
ど
の
策
定
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直

し
な
ど
の
継
続
実
施

・
�

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
の
整
備
な
ど

６　
あ
と
が
き
に
代
え
て

　
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
は
、
物
理
学
者
寺
田
寅

彦
先
生
の
言
葉
だ
が
、
現
在
は
「
災
害
は
常
に
や
っ
て
く
る
（
常
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態
化
）」
の
で
あ
り
、
そ
の
備
え
は
盤
石
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
と
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
予

防
し
た
り
、
被
害
を
少
な
く
す
る
減
災
が
で
き
る
か
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
関
係
者
約
１
万
１
０
０
０
人
が
在
籍
し

て
い
る
が
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
者
は
多
い
時
で
約
２
２
０
０
人

（
約
20
％
）
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
津
波
避
難
訓
練

の
参
加
者
を
２
０
２
１
年
度
ま
で
に
約
７
７
０
０
人
（
参
加
率

70
％
）
ま
で
に
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
非
常
時
の
対
応
が
迅
速・

確
実
に

実
施
で
き
る
の
で
あ
り
、
巨
大
地
震
や
水
害
な
ど
が
起
き
た
と
き

の
た
め
、
各
人
の
防
災
力
を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
に
は
、
ま
ず
自
助
が
で
き
る
こ
と
。
自
分
が
ど
の
よ
う
に

行
動
す
べ
き
か
、
日
頃
か
ら
訓
練
し
て
お
か
な
い
と
、
い
ざ
と
い

う
時
に
何
も
で
き
な
い
。「
訓
練
で
で
き
な
い
こ
と
は
災
害
時
に
絶

対
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
る
」、
こ
れ
が
肝
要
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
訓
練
が
未
体
験
で
あ
る
と
、
パ
ニ
ッ
ク
か
ら
正

し
い
判
断
や
と
っ
さ
の
判
断
が
難
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
な
い
と
、
平
常
時
の
訓
練
に
対
し

て
積
極
的
に
な
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
一
人
一
人
が

防
災
意
識
を
高
め
、
訓
練
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
の

安
全
や
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
べ
き
で

あ
る
。

　

防
災
に
万
全
は
な
い
。
ま
た
、
エ
ン
ド
レ
ス
で
も
あ
る
。
そ
れ

が
故
に
日
々
進
歩
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
少
し
で
も
防
災・

減
災
体
制
が
向
上
す
る
訓
練
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

　

今
後
と
も
、
学
生・

教
職
員
の
命
を
守
り
、
少
し
で
も
地
域
の

防
災
に
貢
献
し
得
る
大
学
を
目
指
し
て
、
よ
り
実
践
的
で
質
の
高

い
防
災
訓
練
を
企
画・

実
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
今
ま
で
防
災
訓
練
を
継
続・

拡
大
実
施
で
き
た
の
は
、

消
防
法
上
の
管
理
権
限
者
（
学
長
）
や
防
火
防
災
管
理
者
（
危
機

管
理
担
当
副
学
長
）
の
「
全
員
の
命
を
守
る
と
い
う
強
い
意
志
力
」

と
、
そ
れ
に
応
え
る
学
生・

教
職
員
の
高
い
危
機
管
理
意
識
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
伊
勢
湾
に
隣
接
し
て
立
地
し

て
お
り
、
そ
の
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
津
波
に
対
し
て
十
分
と
は
い

え
な
い
。し
か
し
、心
の
中
の「
津
波
に
打
ち
勝
つ
意
識
の
防
波
堤
」

は
高
い
も
の
と
確
信
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
い
。
ぜ
ひ
、
ご
来

学
い
た
だ
い
て
、
ご
教
示
、
ご
意
見
を
賜
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。�
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１　
訓
練
開
始
の
背
景

　

関
西
大
学
は
13
の
学
部
と
15
の
大
学
院
研
究
科
（
３
専
門
職
大

学
院
を
含
む
）、
１
つ
の
留
学
生
別
科
と
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
８

つ
の
併
設
校
を
擁
す
る
総
合
学
園
で
あ
る
。
設
置
さ
れ
て
い
る
キ
ャ

ン
パ
ス
は
大
阪
府
内
に
６
つ
、
学
生・

生
徒・
教
職
員
の
在
籍
者

数
は
約
３
万
５
０
０
０
人
を
数
え
る
。

　

こ
う
し
た
学
園
環
境
の
中
、
本
学
で
は
２
０
０
７
年
に
非
常
時

に
お
け
る
学
園
の
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
発
足
し
た
。
具
体
的
に
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
年
の
自

然
災
害
な
ど
の
「
安
全
を
脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
今
日
的
課
題
」
に

対
応
し
、
学
園
内
で
「
安
全・

安
心
」
づ
く
り
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
理
事
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
関
西
大
学

の
「
安
全
宣
言
学
園
」
構
築
を
目
指
す
諸
施
策
を
取
り
ま
と
め
る

こ
と
を
任
務
と
し
、
取
り
組
む
分
野
は
、
全
学
的
な
「
防
犯
」「
自

然
災
害
」「
感
染
症
対
策
」「
学
生
の
事
故
」
の
４
点
、
そ
の
他
「
入

試
に
係
わ
る
リ
ス
ク
や
ト
ラ
ブ
ル
」
と
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
応

す
る
「
広
報
体
制
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
約
１
年
間

に
及
ぶ
取
り
組
み
の
結
果
、
次
に
掲
げ
る
規
程
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

完
成
さ
せ
た
。

・

危
機
管
理
規
程

　

円
滑
な
法
人
運
営
に
支
障
を
き
た
す
危
機
事
象
の
発
生
、
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
本
学
が
設
置
す
る
学
校
の
危
機

管
理
体
制
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
。

・
危
機
管
理
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

危
機
管
理
規
程
に
基
づ
き
、
危
機
管
理
に
関
す
る
共
通
の
方
針
、

体
制
な
ど
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
記
載
し
た
も
の
。

小
特
集

大
学
に
お
け
る
防
災
訓
練

近
隣
地
域
住
民
参
加
型
訓
練
に
よ
る
防
災
力
向
上中

村 

匡
志
●
学
校
法
人
関
西
大
学
総
務
局
総
務
課
長
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・
�

各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
地
震
対
応
、
防
犯
対
応
、
感
染
症
対
策
、

事
故
対
応
、
海
外
事
故
対
応
、
理
工
系
学
部
に
お
け
る
事
故
対

応
、
広
報
対
応
、
入
試
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
）

　

各
種
危
機
事
象
に
対
す
る
行
動
基
準
を
定
め
た
も
の
。

　

各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
の
「
地
震
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
地

震
発
生
直
後
お
よ
び
危
機
対
策
本
部
の
本
部
員
に
よ
る
緊
急
対
応

に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
実
効
性
を
確
認
す
る
た
め
、

２
０
０
８
年
９
月
に
大
阪
府
吹
田
市
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
全
域

を
対
象
と
し
た
地
震
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
内

の
全
て
の
学
生
お
よ
び
教
職
員
が
参
加
す
る
と
い
う
環
境
の
も
と
、

学
生
の
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
シ
ー
ト
の
記
入
、
対
策
本
部
の
設

置
な
ど
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　

こ
の
訓
練
の
結
果
、
地
震
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
効
性
の
検
証

と
同
時
に
、
学
生
の
防
災
意
識
が
著
し
く
向
上
す
る
と
い
う
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
も
、「
こ
の
よ
う
な

訓
練
は
今
後
も
行
う
べ
き
」
と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、

地
震
避
難
訓
練
の
み
な
ら
ず
、
防
災
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
組
み

合
わ
せ
た
防
災
行
事
「
関
大
防
災
Ｄ
ａ
ｙ
～
広
が
れ
！
み
ん
な
の

安
全・

安
心
！
～
」（
以
下
、「
関
大
防
災
Ｄ
ａ
ｙ
」）を
年
１
回
開
催

す
る
に
至
っ
た
。
現
在
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
地
震
避

難
訓
練
は
、
近
隣
地
域
住
民
も
多
数
参
加
し
て
１
万
人
規
模
で
実

施
し
て
お
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
、
大
学
と
地
域

と
の
「
地
学
連
携
」
を
象
徴
す
る
防
災
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
関
西
大
学
で
は
２
０
１
０
年
４
月
、
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ

ン
パ
ス
に
、「
事
故
」
と
「
自
然
災
害
」
の
２
つ
の
問
題
群
を
体
系

的
に
学
ぶ
「
社
会
安
全
学
部
」
お
よ
び
「
大
学
院
社
会
安
全
研
究

科
」
を
設
置
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
安
全・

安
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
防
災・

減
災・

事
故
防
止・

危
機
管
理
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

幅
広
い
実
践
的
な
教
育・

研
究
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
学

部・

研
究
科
が
本
学
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
刺
激
と
な
っ
て
、
防

災・

減
災
に
つ
い
て
全
学
的
に
取
り
組
む
機
運
が
高
ま
り
、
２
０

１
２
年
度
か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
防

災
行
事
を
実
施
し
て
い
る
。

２　
実
施
の
流
れ
と
主
な
実
施
内
容

　

防
災
行
事
「
関
大
防
災
Ｄ
ａ
ｙ
」
は
、
関
西
大
学
の
学
生
や
教

職
員
だ
け
で
な
く
、
行
政
機
関
や
他
団
体
の
協
力
を
得
て
実
施
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
吹
田
市
や

日
本
赤
十
字
社
大
阪
府
支
部
か
ら
、
講
演
会
へ
の
講
師
派
遣
、
防

災
用
品
の
展
示
紹
介
、
応
急
処
置
訓
練
へ
の
人
員
派
遣
な
ど
の
協

力
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
、
吹
田
市
と
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
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り
に
お
け
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
日
本
赤

十
字
社
大
阪
府
支
部
と
は
「
防
災
教
育・

啓
発
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
は
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
自
治
会
と
の
連
携
も
進

め
て
お
り
、
近
隣
地
域
住
民
も
含
め
た
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

訓
練
の
実
施
は
、
図
の
よ
う
に
年
間
を
通
し
て
計
画
的
に
取
り

組
み
、
本
学
に
お
け
る
防
災
機
能
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

防
災
行
事
「
関
大
防
災
Ｄ
ａ
ｙ
」
に

お
け
る
主
な
訓
練
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

・

地
震
避
難
訓
練

　

授
業
中
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・

６

の
上
町
断
層
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た

と
想
定
し
、
学
生・

教
職
員
の
避
難
か

ら
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
を
「
地
震
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
て
実
施
。

学
内
で
避
難
時
に
記
入
す
る
「
安
否
確

認
シ
ー
ト
」
と
併
せ
て
、
学
生
が
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
い
る
「
緊
急

連
絡
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
た

安
否
確
認
を
行
い
、
学
外
に
い
る
学
生

の
安
否
も
迅
速
か
つ
確
実
に
確
認
し
、

実
施
結
果
か
ら
安
否
確
認
方
法
の
有
効

性
を
検
証
。

P l a n
３月頃　　　危機管理委員会の開催

危機管理規程に基づき、危機管理最高責任者（理事長）、危機管理統括責
任者（常務理事、学長、校長、園長）などが参加する「危機管理委員会」
にて危機管理に関する取組み（避難訓練の実施など）を審議のうえ決定。

５月～７月　リスクマネジャー会議の開催
危機管理に必要な知識、技術、技能などの習得に努め、危機管理業務
に従事し、各部局と協力して危機事象の発生時の初動対応を行う
「リスクマネジャー」（各部局から選出された職員15名）が参加のうえ、
訓練実施計画を策定。

８月～10月　関大防災Day 実行委員会の開催
事務組織の各部署から選出された職員が参加して、リスクマネジャー
がリーダーとなり、避難訓練班、炊出し訓練班などの各訓練班を編成
して実行計画を策定。
行政機関・地域自治会などへの協力依頼
教職員・学生などに対する開催案内及び協力依頼

A c t i o n
12月～３月　マニュアルなどの見直し

地震対応マニュアルの充実、
備蓄品の補充などを実施。

C h e c k
11月～12月　リスクマネジャー会議の開催

各訓練班の実施結果に基づき、課題の整理や問題点の洗い出しを実施。

D o
10月～11月　関大防災Day の実施
〈複数キャンパス同時開催〉

➡
➡

➡
➡
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・
消
火
器
使
用・

消
火
栓
放
水
体
験

　

消
火
器
使
用
の
消
火
訓
練
、
屋
外
消
火
栓
使
用
の
放
水
訓
練
に

よ
る
消
火
作
業
や
、
避
難
器
具
を
使
っ
た
降
下
避
難
を
体
験
。

・

炊
出
し
訓
練

　

被
災
を
想
定
し
て
、
本
学
災
害
用
備

蓄
品
の
非
常
食
な
ど
を
利
用
し
、
学
生・

教
職
員・

近
隣
地
域
住
民
が
協
働
で
炊

出
し
訓
練
を
実
施
し
、
来
場
者
に
配
給
。

・

防
災
講
演
会・

防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

防
災
へ
の
関
心
を
高
め
、防
災
意
識
を
共
有
す
る
た
め
の
講
演
会

や
、
学
生
お

よ
び
近
隣
地

域
住
民
に
防

災
の
知
識・

実
技
を
身
に

付
け
て
も
ら

う
講
習
会
な

ど
を
実
施
。

　

年
度
ご
と
に
内
容
は
異
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
対
策
本
部

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
、
防
災
啓
発
ブ
ー
ス
の
設
置
、
煙
体
験
、

水
害
時
避
難
訓
練
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
じ
込
め
救
出
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

３　
課
題
と
対
応

　

関
西
大
学
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
構
築
や
防
災
行
事
「
関

大
防
災
Ｄ
ａ
ｙ
」
の
実
施
計
画
を
進
め
る
過
程
に
お
け
る
一
番
の

ハ
ー
ド
ル
は
、
教
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
構
成
員
の
理
解
を
ど
の

よ
う
に
得
る
か
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
地
震
避
難
訓
練
を
授
業
時

間
中
に
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
教
学
的
に
も
事
業
の
有
効
性

を
理
解
し
全
学
的
に
協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
が
、
幸
い
、
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理
事
長
、
学
長
、
校
長
と
い
っ
た
組
織
の
ト
ッ
プ
が
危
機
管
理
体

制
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
率
先
し
て
意
思
決
定
を
行
い
取
り

組
み
を
進
め
た
結
果
、
構
成
員
の
理
解
も
得
ら
れ
順
調
に
実
行
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
度
以
降
、
継
続
し
て
地
震
避
難
訓
練
を
含
む
防
災

行
事
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
び
に
将
来
に
向
け
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
の
発
見
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
学
生
の
防
災
意

識
を
い
か
に
啓
発
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
地
震
発
生
時
の
初
動
対

応
な
ど
を
ま
と
め
た
コ
ン
パ
ク
ト
版
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成・

配

付
し
て
い
る
。
ま
た
、
有
事
の
際
に
外
国
人
教
員
が
適
切
な
避
難

誘
導
を
で
き
る
よ
う
に
、
教
室
の
教
卓
に
英
語
版
の
「
初
動
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
配
備
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
は
緊
急
時
の
安
否
確
認
の
ツ
ー

ル
と
し
て
、「
緊
急
連
絡
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
い
る

が
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
や
変
更
手
続
き
が
十
分
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
周
知
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
学
生
を
対
象
に
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、
危
機
事
象

発
生
の
際
に
は
迅
速
に
構
成
員
全
員
の
安
否
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
教
職
員
な
ど
へ
も
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
の
自
然
災
害
を
機
に
、
学
内
お
よ
び
地
域
の
防
災
意
識
は

高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
座
学
に
よ
る
授
業
や
避
難
訓
練
な
ど
の
防

災
行
事
だ
け
で
は
防
災
を
十
全
に

理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ

で
、教
育
課
程
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ（
能
動
的
学
び
）環
境
を
設

定
し
、
今
年
度
か
ら
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
生
提
案
科
目
「
地
域

の
防
災
を
考
え
る
」
を
開
講
し
た
。

　

学
生
提
案
科
目
と
は
、
学
生
自

ら
が
学
び
た
い
こ
と
を
考
え
て
創

意
し
た
講
義
科
目
で
あ
り
、
学
生

組
織
の
「
科
目
提
案
学
生
委
員
会
」

が
講
義
概
要・

講
義
計
画・

担
任

者
な
ど
を
企
画・

立
案
し
て
い
る
。

「
地
域
の
防
災
を
考
え
る
」
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
吹
田

市
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
い
た
科

目
で
も
あ
る
た
め
、
本
学
が
立
地

す
る
地
域
の
防
災
を
地
域
住
民
と

学
生
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
、
地

域
住
民
も
授
業
に
参
加
す
る
形
式

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
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本
科
目
は
講
義
パ
ー
ト
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
パ
ー
ト
に
分
か

れ
、
ま
ず
専
門
家
に
よ
る
講
義
で
地
域
防
災
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
を
得
た
後
、
地
域
の
方
々
と
協
働
で
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（D

isaster 
Im

agination Gam
e

）
と
い
う
災
害
図
上
訓
練
の
ゲ
ー
ム
を
行

う
。
さ
ら
に
現
場
を
調
査
し
て
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
、
自
ら
通
学
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
近
辺
の
地
域
防
災
へ
の
関
心
を

高
め
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
近
隣
の
地
域
理
解
を
通
じ
て
学

生
自
ら
が
主
体
的
に
地
域
防
災
活
動
に
参
加
す
る
態
度
を
身
に
付

け
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
学
生
の
防
災
意
識
を
向
上
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
関
西
大
学
の
防
災
事
業
に
対
す
る
近
隣
地
域

住
民
の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
地
域
と
連

携
し
た
防
災
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

４　
今
後
の
展
開

　

関
西
大
学
に
は
防
災
機
能
の
さ
ら
な
る
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
避
難
訓
練
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
防
災
行

事
を
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、施
設・

設
備
面
に
つ
い
て
、
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ

ス
は
災
害
時
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
確
保
の
た
め
に
停
電
や
断
水
を

想
定
し
た
二
重
三
重
の
対
策
を
施
し
て
い
る
が
、
他
の
キ
ャ
ン
パ

ス
も
、
今
後
同
様
の
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
取
り
組
む
予
定
で

あ
る
。

　

な
お
、
関
西
大
学
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
近
隣
地
域
の
一
時
避

難
地
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
は
避
難
す
る
近
隣
地

域
住
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
建
物

の
耐
震
化・

強
靭
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
必
要
な
備
蓄
品
の

見
直
し
な
ど
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
学
の
構

成
員
を
含
む
避
難
者
の
中
に
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
婦
な

ど
の
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
人
も
い
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今

後
、
適
切
な
避
難
誘
導
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

備
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
防
災
行
事
「
関
大
防
災
Ｄ
ａ
ｙ
」
に
参
加
し
て

い
る
近
隣
地
域
住
民
は
、
高
齢
者
や
主
婦
層
が
中
心
で
あ
る
の
で
、

真
に
地
域
と
の
共
助
体
制
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、

壮
年
層
を
呼
び
込
み
、
実
効
性
の
検
証
や
各
種
課
題
の
抽
出
な
ど

に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

関
西
大
学
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
園
と
し
て
「
安
全・

安

心
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
る
。
今
後
と

も
学
内
施
設
の
防
災
機
能
の
向
上
に
取
り
組
み
、
災
害
時
の
地
域

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り

い
っ
そ
う
の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
と
本
学
構
成
員
の
防
災
意
識

の
向
上
に
努
め
た
い
。 
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１　
は
じ
め
に

　

本
学
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
と
瀬
戸
市
に
位
置
す
る
、
学
生
数

約
５
５
０
０
人
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
で
あ
る
。
２
０
１
３

年
度
か
ら
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
以
下
、
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ

事
業
）」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
が
、
選
定
以
前
か
ら
地
元
商
店
街
に

学
生
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
を
開
く
な
ど
、
地
域
の
一
員
で
あ
る
大

学
と
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
地
域
の
課
題
解
決
を
志

向
す
る
科
目
や
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

現
在
本
学
が
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
、「
地
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
」「
歴
史
観
光
ま
ち
づ
く
り
」「
減

災
福
祉
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
る
（
図
１
）
が
、
本
稿
で
は
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
展
開
し
て
い
る
減
災
福
祉
ま
ち
づ
く
り
分
野
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
名
古
屋
市
熱
田
区
に
位
置
し
て
お
り
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
は
、
津
波
に
よ
る
浸
水
が
想
定
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
校
舎
は
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
と
し
て
一
時
避
難

施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
市
の
指
定
避
難
所

小
特
集

大
学
に
お
け
る
防
災
訓
練

地
域
に
お
け
る
大
学 

―
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

―

越
智 

祐
子
●
名
古
屋
学
院
大
学
経
済
学
部
講
師図１　取り組み課題

３つの
まちづくり

地　域
商　業

歴　史
観　光

減　災
福　祉

地域を
支える

地域を
元気づける

地域情報
を活かす
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に
も
な
っ
て
お
り
、
大
学
が
地
域
の
一
員
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
役
割
は
大
き
い
。

　

本
学
の
減
災
福
祉
ま
ち
づ
く
り
は
、
図
２
に
示
す
枠
組
に
よ
っ

て
展
開
し
て
い
る
。

　

平
常
時
の
つ
な
が
り
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
に
は
、「
熱
田

区
孤
立
を
生
ま
な
い
地
域
づ
く
り
事
業
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
熱

田
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
教
員
の
指
導
の
下
、
学
生
が

区
内
の
市
営
住
宅
の
孤
立
予
防
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。
事
業

が
始
ま
っ
た
契
機
は
住
民
の
孤
立
死
と
聞
い
て
い
る
が
、
取
り
組

み
に
よ
っ
て
住
民
同
士
の
既
存
の
関
係
性
が
強
化
さ
れ
、
新
た
な

つ
な
が
り
が
で
き
る
な
ど
、
直
接
的
な
地
域
課
題
の
発
見
や
解
決

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
い
ざ
と
い
う
と
き
を
想
定
し
た
備
え
に
は
、
地
域
の
防

災
訓
練
へ
の
参
加
が
あ
る
。
ク
ラ
ブ
活
動
「
災
害
復
興
支
援
チ
ー

ム
あ
す
な
ろ
」
や
、
Ｉ
Ｔ・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
む
学
生
の
自
主
サ
ー
ク
ル
「
Ｌ
ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
」
が
、
教
員

の
指
導
の
下
、
水
防
訓
練
や
区
の
総
合
防
災
訓
練
な
ど
で
活
躍
し

て
い
る
。

　

特
に
、
短
文
投
稿
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
避
難
訓
練

は
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
３
回
を
数
え
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
好

評
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
生
が
避
難
訓
練
に
参
加
し
、
熱
田

区
の
情
報
を
リ
ツ
イ
ー
ト
し
た
り
、
避
難
の
様
子
を
逐
次
発
信
す

る
な
ど
、
行
政
と
大
学
が
協
働
で
行
う
も
の
と
し
て
は
、
全
国
で

図２　減災福祉まちづくりの概念枠組

平常時のつながりを紡ぎ出し
こころとからだをあたためる

平常時のつながりは、いざというときのちから

「いざというとき」を想定し
動ける地域をつくる

健康
増進

世代間
交流

孤立
防止

減災
支援

被災地
支援
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初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

　
「
Ｌ
ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
」
は
、
防
災・

減
災
に
特
化
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
小
学
生
や
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
Ｉ
Ｔ
講

習
会
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
方
々
と
は
日
常
的
に
関
わ
り

を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
日
常
と
災
害
時
想
定
と
を
行
き

来
す
る
枠
組
が
相
互
の
信
頼
を
高
め
、
大
き
な
成
果
に
結
実
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
と
連
携
し
た
防
災・

減
災
活
動
を
積
み
重
ね
て

い
く
中
で
、
本
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
一
員
と
し
て
の
大
学
自
体

の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
大
学

の
施
設
を
使
っ
た
、
宿
泊
を
伴
う
避
難
所
体
験
学
習
で
あ
る
。

２　
大
学
で
の
避
難
所
体
験
学
習

⑴
　
き
っ
か
け

　

地
域
の
防
災・

減
災
意
識
の
向
上
や
訓
練
の
充
実
を
目
的
と
し

た
本
学
の
取
り
組
み
は
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
回
を
重
ね
て

き
た
。
行
政
と
地
域
住
民
、
お
よ
び
大
学
が
協
同
す
る
土
壌
が
練

ら
れ
る
過
程
で
、
本
学
は
地
域
の
一
員
と
し
て
、
自
ら
の
備
え
を

省
み
る
に
至
っ
た
。
地
域
で
は
熱
心
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

本
学
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
大
学
周
辺
地
域
で
災
害
が
発
生
す
れ

ば
、
当
然
、
大
学
も
被
災
す
る
。
地
域
の
防
災・

減
災
力
だ
け
で

な
く
、
本
学
自
身
の
防
災・

減
災
力
を
高
め
る
必
要
も
あ
る
の
だ
。

　

本
学
は
避
難
所
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
地
域
連
携
を
通
じ
た

大
学
周
辺
地
域
と
の
結
び
付
き
が
強
く
な
れ
ば
、
住
民
か
ら
の
期

待
も
高
ま
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
学
は
、
ま
ず
学
生
の

ケ
ア
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
現
実
に
は
相
当
の
混
乱
と
困
難
が
見

込
ま
れ
る
。
そ
こ
で
本
学
は
、
学
生
の
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、

「
地
（
知
）
の
拠
点
」
と
し
て
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
学
内
の
減
災
意
識
向
上
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

本
学
の
立
地
と
想
定
ハ
ザ
ー
ド
条
件
か
ら
、
学
生
の
中
に
も
帰

宅
困
難
者
が
一
定
数
発
生
し
、
学
内
に
滞
留
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。
そ
の
場
合
、
学
生
が
適
切
に
行
動
し
な
け
れ
ば
、
大
学
の

混
乱
は
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
本
年
度
は
、
ま
ず
一

般
教
育
科
目
を
利
用
し
て
、
本
学
の
体
育
館
を
使
っ
た
避
難
所
体

験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
実
施
し
た
。
以
下
、
準
備
な
ら
び
に

実
施
状
況
、
次
年
度
以
降
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

⑵
　
準
備
作
業

・
学
内
の
調
整

　

座
学
に
始
ま
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
１
泊
体
験
に
至

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
た
後
、
施
設
使
用
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
調
整
を
開
始
し
た
が
、
当
初
は
各
部
署
で
と
ま
ど
い
が
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み
ら
れ
た
。
災
害
発
生
時
と
平
常
時
と
で
は
施
設
使
用
ル
ー
ル
が

異
な
る
。
端
的
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
宿
泊
は
原
則
的
に
禁

止
さ
れ
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。
今
回
、
例
外
を
認
め
る
か
ど
う
か

が
議
論
さ
れ
た
結
果
、
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
炊
き
出

し
の
実
施
場
所
や
空
調
の
利
用
な
ど
、
日
常
的
な
施
設
利
用
と
は

異
な
る
点
に
つ
い
て
細
か
い
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
。

・

先
進
事
例
調
査

　

学
内
の
調
整
が
具
体
化
す
る
な
か
、
大
学
構
内
で
避
難
所
体
験

を
実
施
し
た
こ
と
の
あ
る
近
隣
大
学
の
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
た

の
で
、
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
担
当
職
員
と
と
も
に
訪
問
し
た
。
そ

の
取
り
組
み
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
で
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
全
国
の
大
学
生

に
広
く
呼
び
掛
け
て
行
わ
れ
た
。
大
学
が
災
害
に
備
え
る
と
い
う

と
き
、
単
に
備
蓄
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
期
待
に
応

え
、
信
頼
関
係
を
維
持
で
き
る
よ
う
備
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
教
職
員
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

・

学
外
組
織
と
の
調
整

　

名
古
屋
市
熱
田
区
総
務
課
に
は
構
想
段
階
に
始
ま
り
、
全
面
的

な
ご
指
導・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
座
学
内
容
に
つ
い
て
、
地

域
の
ハ
ザ
ー
ド
情
報
の
講
義
と
と
も
に
、
必
要
な
内
容
に
つ
い
て

も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
地
域
の
方
か
ら
伊
勢
湾
台
風
の

記
憶
に
つ
い
て
お
話
を
聴
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
は
、
人
選
や

依
頼
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
熱
田
区
消
防
署
に
は
救
出

訓
練
を
お
願
い
し
、
近
隣
中
学
校
に
は
学
生
の
避
難
所
体
験
学
習

の
一
環
と
し
て
炊
き
出
し
運
営
体
験
を
行
う
旨
を
案
内
し
、
当
日

は
保
護
者
の
方
の
呼
び
掛
け
で
地
域
の
方
々
の
参
加
を
得
た
。

　

さ
ら
に
、
避
難
所
体
験
学
習
と
炊
き
出
し
運
営
体
験
学
習
の
サ

ポ
ー
ト
を
、
災
害
救
援
で
多
く
の
実
績
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
依
頼�

し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功
は
、
準
備
か
ら
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
、
深

く
感
謝
し
た
い
。

⑶
　
実
施
状
況

　

１
泊
２
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
災
害
発
生
か
ら
の
時
間
的
経
過

を
意
識
し
て
組
み
立
て
た
。
し
た
が
っ
て
、
初
日
で
あ
る
７
月
31

日
㈮
の
午
後
、
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
消
防
署
に
よ
る
救
出
訓
練

で
あ
っ
た
。
非
常
に
暑
い
日
で
、
学
生
は
水
分
補
給
し
な
が
ら
熱

心
に
救
出
訓
練
に
取
り
組
ん
だ
。
時
間
的
な
余
裕
は
持
っ
て
い
た
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が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
が
延
び
た
こ
と
と
、
少
し
休
憩
を
と
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
り
、
冒
頭
か
ら
予
定
と
は
異

な
る
進
行
と
な
っ
た
。

　

休
憩
後
、
学
生
は
２
班
に
分
か
れ
、
１
班
は
事
前
に
自
分
た
ち

で
話
し
合
っ
て
設
計
し
た
図
面
に
従
っ
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
間
仕

切
り
な
ど
を
作
り
、
避
難
所
を
設
営
し
た
（
写
真
１
）。
残
る
班

は
、
事
前
に
話
し
合
っ
て
決
め
た
動
線
と
手
順
に
従
っ
て
、
炊
き

出
し
の
設
営
と
調
理
に
と
り
か
か
っ
た
（
写
真
２
）。

　

避
難
所
設
営
班
は
、
学
生
の
計
画
で
は
う
ま
く
組
み
立
て
ら
れ

な
い
こ
と
が
事
前
に
分
か
っ
て
い
た
。
検
討
し
て
い
た
時
に
一
人

の
学
生
が
気
付
い
た
も
の
の
、
言
い
出
せ
ず
に
当
日
を
迎
え
た
の

で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
直
前
に
な
っ
て
「
こ
の
ま
ま
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
と
思
う
が
、
自
分
以
外
は
気
付
い
て
い
な
い
の

で
仕
方
が
な
い
」
と
教
員
に
伝
え
に
来
た
。
教
員
か
ら
は
、
気
付

い
た
の
は
よ
か
っ
た
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
協
働
が
大
切
で

あ
る
こ
と
、
よ
り
良
い
環
境
作
り
の
た
め
、
ぜ
ひ
勇
気
を
持
っ
て

提
案
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
た
結
果
、
設
営
前
に
当
該
学
生
が

対
案
を
提
示
し
、
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
無
事
に
設
営
が
完
了
し
た

の
で
あ
る
。
臨
機
応
変
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
場
面
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
近
隣
の
方
々
や
教
職
員
約
１
０
０
名
を
迎
え
て
炊
き

出
し
を
実
施
し
、
熱
田
区
長
も
視
察
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
夜
は
、

写真１　避難所での寝床製作

写真２　地域の方々も交えた炊き出し運営体験
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古
く
か
ら
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
よ
る
伊
勢
湾
台
風
の
体
験
談

を
お
聴
き
し
、
一
日
の
振
り
返
り
を
行
っ
て
就
寝
。
学
生
は
、
な

か
な
か
寝
付
け
ず
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
翌
朝
、
カ
ン
パ
ン
と
ス
ー

プ
の
軽
食
を
作
っ
て
食
べ
た
後
、
区
役
所
の
職
員
な
ど
か
ら
講
評

を
い
た
だ
き
、
終
了
と
し
た
。

　

そ
の
他
、
当
初
予
定
し
た
も
の
の
、
時
間
的
な
制
約
か
ら
実
施

で
き
な
か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
２
つ
あ
っ
た
。
災
害
時
要
配
慮
者

の
視
点
か
ら
避
難
所
環
境
を
確
認
す
る
こ
と
と
、
家
庭
に
あ
る
も

の
で
で
き
る
災
害
時
の
工
夫
に
つ
い
て
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
学
生
は
、
車
い
す
と
ア
イ
マ
ス
ク
を
使
っ
た
確
認
作

業
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
、
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
や
ゴ
ミ
袋

カ
ッ
パ
な
ど
を
準
備
し
て
い
た
の
で
、
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。

基
幹
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
遂
行
で
き
た
も
の
の
、
内
容
と
実
施
の
流

れ
を
精
練
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

３　
お
わ
り
に

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
年
度
以
降
も
発
展
的
に
継
続
し
た
い
。

今
回
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
非
常
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
次
年
度

以
降
に
つ
い
て
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
ら
も
取
り

入
れ
て
、
よ
り
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
熱
田
区
役
所
や
地
域
と
よ
り
一
層
の
協
力
関

係
を
結
ぶ
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。「
地
域
に
あ
る
大
学
」
と
し
て
、

例
え
ば
自
主
防
災
会
と
大
学
、
行
政
の
三
者
協
働
に
よ
る
訓
練
に

意
味
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
妥
当
性
を
含
め
て
検
討
し

た
い
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
異
動
に
左
右
さ
れ
な
い
程
度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
を
進
め
た
い
。
大
学
の
災
害
対
応
力
の
向
上
に
は
、
よ
り
多
く

の
教
職
員
の
関
与
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
な
お
、
避
難
所
体
験
学

習
終
了
学
生
は
、
10
月
下
旬
の
全
学
防
災
訓
練
で
、
救
護
担
当
職

員
と
協
働
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
び
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
あ
る
。
災
害
発
生
時
に
自
ら

の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
周
囲
に
も
配
慮
で
き
る
、
よ
り
実
践
的
な

人
材
を
育
て
た
い
。

　

大
学
施
設
を
活
用
し
た
避
難
所
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
中

部
地
区
で
は
複
数
の
大
学
が
実
施
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

情
報
を
交
換
し
な
が
ら
、
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め

た
い
。

　

本
学
の
減
災
支
援
活
動
は
、
学
生
が
地
域
に
出
か
け
る
タ
イ
プ

と
、
大
学
施
設
へ
地
域
住
民
を
招
く
２
つ
の
タ
イ
プ
に
結
実
し
た
。

今
後
も
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
よ
り
質
の
高

い
教
育
、
お
よ
び
地
域
生
活
の
提
供・

実
現
に
取
り
組
み
た
い
。

い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。�

小特集●大学における防災訓練
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近
年
、
大
学
進
学
率
の
地
域
格
差
は
再
び
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
例
え
ば
朝
日
新
聞
が
、
都
道

府
県
別
進
学
率
の
最
上
位
と
最
下
位
の
差
は
40
ポ
イ
ン
ト
に
達
し
、

こ
の
差
が
20
年
間
で
２
倍
に
な
っ
た
と
報
じ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
（「
大
学
進
学
率
、
地
域
差
が
拡
大

―
東
京
急
伸
72
％　

５

県
は
40
％
未
満
」
２
０
１
４
年
10
月
15
日
朝
刊
）。
専
門
研
究
者

も
、
相
関
比
や
標
準
偏
差
と
い
っ
た
指
標
か
ら
見
た
進
学
率
の
県

間
格
差
は
、
１
９
７
５
年
頃
か
ら
90
年
頃
ま
で
は
縮
小
し
た
が
、

そ
の
後
は
再
拡
大
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
上
山
浩
次
郎
「
高
等

教
育
進
学
率
に
お
け
る
地
域
間
格
差
の
再
検
証
」『
現
代
社
会
学
研

究
』
第
25
巻
、
２
０
１
２
年
な
ど
）。

　

進
学
率
の
地
域
格
差
拡
大
の
背
景
に
は
、
何
が
あ
る
と
見
る
べ

き
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
望
ま
し
い
政
策
対
応
の
在
り
方

も
異
な
る
は
ず
だ
が
、
こ
う
し
た
議
論
の
ベ
ー
ス
と
な
る
見
方
自

体
が
、
ま
だ
十
分
に
深
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
本
稿
は
、
進
学
率
の
県
間
格
差
の
現
状
と
変
化
を
概
観
し
た
後
、

県
間
格
差
拡
大
の
背
景
を
考
察
し
、
大
学
進
学
機
会
の
地
域
的
不

均
衡
の
問
題
、
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」
を
め
ぐ
る
政

策
論
議
の
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

大
学
進
学
率
の
地
域
格
差
の
現
状
と
変
化

　

ま
ず
、
文
部
科
学
省
『
学
校
基
本
調
査
』
か
ら
、
大
学
進
学
率

（
短
大
を
除
く
）
の
県
間
格
差
の
現
状
を
見
て
お
こ
う
。

　

や
や
古
い
数
字
だ
が
、
２
０
１
１
年
の
大
学
進
学
率
は
日
本
全

体
で
は
55・

９
％
で
あ
っ
た
。
男
子
に
限
る
と
62・

２
％
、
女
子

は
49・

６
％
で
あ
る
（
２
０
１
５
年
の
速
報
値
で
は
、
全
体
58・

０
％
、
男
子
63・

５
％
、
女
子
52・

５
％
）。
進
学
率
は
、
過
年
度

卒
を
含
む
大
学
入
学
者
数
を
同
年
の
高
等
学
校
（
全
日
制・

定
時

制
）
卒
業
者
数
で
除
し
た
値
と
定
義
し
た
。

　

こ
れ
を
県
別
に
算
出
す
る
と
、
最
も
高
い
の
は
男
女
と
も
東
京

朴
澤 

泰
男
●
国
立
教
育
政
策
研
究
所
高
等
教
育
研
究
部

大
学
進
学
率
の
地
域
格
差
の
変
化
と
課
題
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図２　女子の大学進学率（1991年と2011年）の散布図

図１　男子の大学進学率（1991年と2011年）の散布図

◆印は大都市圏の８都府県
（図２～６も同じ）。
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（
男
子
79・

２
％
、
女
子
70・

４
％
）
で
、
最
も
低
い
の
は
男
子
が

岩
手
（
41・

５
％
）、
女
子
が
鹿
児
島
（
31・

７
％
）
で
あ
る
（
値

の
増
減
は
あ
る
が
、
２
０
１
５
年
も
こ
の
顔
ぶ
れ
は
同
じ
に
な

る
）。
最
上
位
と
最
下
位
の
差
は
、
や
は
り
男
女
と
も
約
40
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
こ
で
１
９
９
１
年
の
値
を
見
て
み
る
と
、
進
学
率
の
最
上
位

は
男
子
が
奈
良
（
50・
４
％
）、
女
子
は
東
京
（
25・

０
％
）、
最

下
位
は
男
子
が
青
森
（
23・
８
％
）、
女
子
は
北
海
道
（
８・

９
％
）

で
あ
っ
た
。
最
上
位
と
最
下
位
の
差
は
、
男
子
が
25
ポ
イ
ン
ト
超
、

女
子
は
15
ポ
イ
ン
ト
超
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
単
純
に
最
大
値
と
最

小
値
の
差
（
レ
ン
ジ
）
を
指
標
と
し
て
見
れ
ば
、
20
年
の
間
に
進

学
率
の
県
間
格
差
が
拡
大
し
た
の
は
確
か
だ
。

　

で
は
、
個
別
の
県
に
着
目
す
る
と
、
進
学
率
は
ど
う
変
化
し
た

の
か
。
１
９
９
１
年
と
２
０
１
１
年
の
２
時
点
の
進
学
率
（
男
子
）

を
、
全
県
に
つ
い
て
プ
ロ
ッ
ト
し
た
図
１
で
検
討
し
よ
う
。

　

図
１
を
見
て
気
付
く
こ
と
が
３
つ
あ
る
。
第
一
に
、
20
年
の
間

に
全
県
で
進
学
率
が
上
昇
し
た
こ
と
だ
。
ど
の
県
も
、
図
中
の
右

上
が
り
の
直
線
（
あ
る
県
の
２
時
点
の
進
学
率
が
同
じ
な
ら
、
こ

の
直
線
上
に
位
置
す
る
）
よ
り
も
左
上
側
に
あ
る
。
例
え
ば
、
東

京
は
１
９
９
１
年
の
47・

０
％
か
ら
32・

２
ポ
イ
ン
ト
、
岩
手
も

24・

４
％
か
ら
17・

１
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
も
と
も
と
進
学
率
の
高
か
っ
た
県
ほ
ど
、
２
０
１
１

年
現
在
も
進
学
率
は
高
い
こ
と
で
あ
る
。
図
１
の
◆
印
は
、
大
都

市
圏
の
８
つ
の
都
府
県
（
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、

京
都
、
大
阪
、
兵
庫
）
を
示
す
が
、
１
９
９
１
年
の
進
学
率
が
高

い
こ
れ
ら
の
県
は
、
図
の
上
方
に
集
中
し
て
い
る
。
２
時
点
の
進

学
率
を
用
い
て
算
出
し
た
ピ
ア
ソ
ン
の
積
率
相
関
係
数
は
、
０・

７
１
２
と
な
る
。
こ
の
指
標
は
、
２
つ
の
変
数
の
う
ち
一
方
の
値

が
大
き
い
ほ
ど
他
方
の
値
が
大
き
い
（
ま
た
は
小
さ
い
）
と
い
う

直
線
的
な
関
連
の
強
さ
を
意
味
す
る
か
ら
（
絶
対
値
で
１
に
近
づ

く
ほ
ど
関
連
が
強
く
、
０
に
近
い
ほ
ど
弱
い
）、
比
較
的
強
い
関
連

と
言
え
よ
う
（
女
子
の
場
合
、
相
関
係
数
は
０・

７
６
３
と
さ
ら

に
関
連
が
強
い
。
図
２
も
参
照
）。

　

第
三
は
、
地
方
（
大
都
市
圏
以
外
）
の
39
道
県
の
間
で
も
、
進

学
率
の
開
き
は
相
当
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
茨
城
の
２

０
１
１
年
の
男
子
進
学
率
は
66・

２
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
崎

は
44・

７
％
に
と
ど
ま
る
。
１
９
９
１
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
31・

４
％

と
38・

８
％
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
20
年
間
で
逆
転
し
た
こ
と
に
な

る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
図
１
の
最
も
左
上
お
よ
び
右
下
に
位
置
す

る
か
ら
、
進
学
率
が
大
き
く
伸
び
た
ケ
ー
ス
と
ほ
と
ん
ど
伸
び
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
で
も
あ
る
。
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大
学
進
学
率
の
地
域
格
差
拡
大
の
背
景

　

こ
う
し
た
１
９
９
１
～
２
０
１
１
年
の
進
学
率
の
変
化
は
、
ど

の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
の
か
。
３
つ
の
要
因
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
考
え
つ
く
の
は
、
家
計
所
得
で
あ
る
。
授
業
料
や
ア
パ
ー

ト
代
な
ど
、
進
学
費
用
を
負
担
す
る
の
は
保
護
者
の
場
合
が
多
い

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
家
計
所
得
の
伸
び
が
大
き
い
県
ほ
ど
進
学

率
の
上
昇
幅
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
45
～
54
歳
の
男

性
（
高
校
３
年
生
の
父
親
世
代
と
し
て
想
定
）
の
勤
労
者
平
均
年

収
（
産
業
計・

企
業
規
模
計
）
を
、
厚
生
労
働
省
『
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
』
か
ら
県
別
に
推
計
し
、
２
０
１
０
年
の
値
か
ら
１

９
９
０
年
の
値
を
差
し
引
い
た
値
（「
２
時
点
間
差
」）
を
算
出
し

た
（
物
価
の
地
域
差
は
２
０
０
７
年
お
よ
び
１
９
８
７
年
の
総
務

省
統
計
局
『
全
国
物
価
統
計
調
査
』
全
国
物
価
地
域
差
指
数・

平

成
９
年
型
算
式
で
調
整
）。
こ
れ
と
男
子
進
学
率
の
２
時
点
間
差

（
２
０
１
１
年
と
１
９
９
１
年
の
差
）
の
相
関
を
取
る
と
、
ほ
と
ん

ど
関
連
は
な
か
っ
た
（
女
子
も
同
様
）。

　

２
つ
目
の
要
因
は
、
大
学
の
収
容
力
で
あ
る
。
大
学
の
所
在
県

の
入
学
者
数
を
、
３
年
前
の
中
学
校
卒
業
者
数
で
除
し
た
値
で
定

義
す
る
こ
の
指
標
は
、
地
元
の
進
学
機
会
、
つ
ま
り
18
歳
人
口
に

比
し
た
出
身
県
内
の
大
学
教
育
供
給
量
を
示
す
。
出
身
県
内
の
収

容
力
が
増
え
れ
ば
親
元
か
ら
通
学
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
修

学
費
用
は
抑
制
さ
れ
、進
学
率
も
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。収
容

力
の
２
時
点
間
差（
２
０
１
０
年
と
１
９
９
０
年
の
差
）と
進
学
率

の
２
時
点
間
差
を
散
布
図
に
し
た
図
３
に
よ
れ
ば
、
収
容
力
の
拡

大
が
大
き
い
県
ほ
ど
、
進
学
率
の
伸
び
も
大
き
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

だ
が
、
大
都
市
圏
の
８
都
府
県
を
除
い
て
図
３
を
見
直
し
た
場

合
は
ど
う
か
。「
右
上
が
り
の
直
線
的
な
関

連
」
は
、
少
し
曖
昧
に
見
え
る
の
で
は
な
い

か
。
実
際
、
47
都
道
府
県
の
値
を
用
い
て
算

出
し
た
相
関
係
数
は
０・

４
９
２
だ
が
、
39

道
県
に
限
っ
た
場
合
は
０・

２
４
３
と
、
関

連
は
か
な
り
弱
く
な
る
（
表
１
）。

　

た
だ
し
女
子
の
場
合
、
相
関
係
数
は
そ
れ

ぞ
れ
０・

７
５
８
、
０・

５
５
３
と
比
較
的

大
き
い
こ
と
は
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

（
表
１
。
図
４
も
参
照
）。
収
容
力
は
、
男
子

よ
り
女
子
の
進
学
に
と
っ
て
重
要
な
要
因
で

あ
る
こ
と
は
、
従
来
、
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ

て
き
た
点
だ
っ
た
（
最
近
で
は
、
例
え
ば
舞

田
敏
彦
『
教
育
の
使
命
と
実
態
』
武
蔵
野
大

学
出
版
会
、
２
０
１
３
年
な
ど
）。

表１　進学率の２時点間差と各要因の２時点間差の相関
47都道府県 地方39道県
男子 女子 男子 女子

父親世代（45～54歳）所得 － .101 － .109 － .066 － .068
収容力（3年前中卒者数に対する） .492 .758 .243 .553
男子（20～24歳）相対就業者数 .746 .682
女子（20～24歳）相対就業者数 .874 .765
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図３　男子進学率と収容力の２時点間差の散布図

図４　女子進学率と収容力の２時点間差の散布図
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出
身
県
内
の
収
容
力
が
拡
大
し
て
も
、
男
子
進
学
率
の
上
昇
に

つ
な
が
り
に
く
い
の
は
ど
う
し
て
か
。
そ
れ
は
「
県
外
へ
の
進
学

が
多
い
た
め
に
、
そ
の
県
の
進
学
率
全
体
も
高
い
」
ケ
ー
ス
が
、

地
方
で
も
進
学
率
の
比
較
的
高
い
諸
県
に
は
多
い
た
め
だ
ろ
う
。

先
に
言
及
し
た
茨
城
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
東
京
の
収
容
力
が

増
え
る
と
、
長
野
や
山
梨
な
ど
、
東
京
か
ら
比
較
的
近
い
が
親
元

か
ら
通
学
で
き
る
距
離
と
は
言
い
が
た
い
県
の
進
学
率
が
上
が
る

こ
と
も
、
県
別
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
潮
木

守
一
「
大
学
進
学
率
上
昇
を
も
た
ら
し
た
の
は
何
な
の
か
」『
教
育

社
会
学
研
究
』
第
83
集
、
２
０
０
８
年
）。

　

な
ぜ
そ
う
し
た
地
方
県
か
ら
は
、
高
い
ア
パ
ー
ト
代
な
ど
が
見

込
ま
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
高
校
生
が
県
外
進
学
す
る

の
か
。
一
つ
の
見
方
は
、
高
校
生
は
、
出
身
県
内
に
大
卒
労
働
者

が
高
卒
労
働
者
と
比
べ
て
相
対
的
に
多
い
た
め
、
大
卒
者
が
過
剰

気
味
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
卒
賃
金
が
低
い
ほ
ど
、
県
外
大
学

へ
進
学
し
て
良
好
な
雇
用
機
会
を
得
よ
う
と
す
る
（
例
え
卒
業
後

に
戻
っ
て
く
る
に
せ
よ
、
就
職
自
体
に
は
有
利
と
い
う
判
断
も
働

く
）
と
い
う
解
釈
で
あ
る
（
拙
稿
「
大
学
進
学
率
の
地
域
格
差
の

再
検
討
」『
教
育
社
会
学
研
究
』
第
91
集
、
２
０
１
２
年
）。

　

そ
こ
で
第
三
の
要
因
と
し
て
、
出
身
県
に
お
け
る
大
卒
労
働
者

の
規
模
を
若
年
（
20
～
24
歳
）「
相
対
就
業
者
数
」
と
い
う
指
標

（
大
学・

大
学
院
卒
就
業
者
数
を
、
高
校
卒
就
業
者
数
で
除
し
た

値
）
で
表
現
し
、
そ
の
２
時
点
間
差
を
算
出
し
た
（
２
０
１
０
年

お
よ
び
１
９
９
０
年
『
国
勢
調
査
』
に
よ
る
）。
男
子
進
学
率
の
２

時
点
間
差
と
共
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
図
５
は
明
確
な
右
上
が
り
の
関

連
を
示
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
相
関
係
数
の
値
は
47
都
道
府

県
で
０・

７
４
６
、
39
道
県
に
限
っ
て
も
０・

６
８
２
と
高
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
女
子
に
も
当
て
は
ま
る
（
相
関
係
数
は
そ
れ
ぞ

れ
０・

８
７
４
、
０・

７
６
５
）（
表
１
。
図
６
も
参
照
）。

ま
と
め
に
か
え
て 

―
い
わ
ゆ
る
地
方
創
生
政
策
を
め
ぐ
っ
て

　

最
後
に
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」
政
策

の
一
端
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
２
０
１
４
年

12
月
の
「
ま
ち・

ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、
本
年
６
月
の

「
ま
ち・

ひ
と・

し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
５
」
と
い
う
２
つ

の
閣
議
決
定
で
は
、
大
都
市
圏
（
特
に
、
埼
玉・

千
葉・

東
京・

神
奈
川
の
東
京
圏
）
へ
の
学
生
集
中
を
抑
制
す
る
方
針
が
掲
げ
ら

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
文
部
科
学
省
も
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
や
国
立
大
学
法
人
の
運
営
費
交
付
金
の
配
分
、
大
学
等
設
置

認
可
審
査
に
お
け
る
定
員
超
過
の
取
り
扱
い
を
厳
格
化
す
る
。

　

私
立
大
学
（
実
際
は
大
都
市
所
在
校
が
焦
点
と
な
る
）
の
定
員
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図５　男子進学率と相対就業者数の２時点間差の散布図

図６　女子進学率と相対就業者数の２時点間差の散布図
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超
過
の
抑
制
策
は
、
大
学
進
学
率
の
地
域
格
差
に
ど
う
影
響
す
る

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
地
域
格
差
是
正
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
少
し
だ
け
歴
史
を
振
り
返
ろ
う
。

　

１
９
７
５
年
に
私
立
学
校
振
興
助
成
法
が
制
定
さ
れ
た
際
に
、

私
立
学
校
法
附
則
第
13
項
に
よ
り
、
私
立
大
学
の
新
増
設
等
の
認

可
を
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。
定
員
超
過
率
の
高

低
に
よ
る
経
常
費
補
助
金
の
減
額・

不
交
付
措
置
も
あ
り
、
大
都

市
の
私
立
大
学
に
入
学
で
き
る
間
口
は
狭
ま
っ
た
。
お
り
し
も
、

大
都
市
圏
で
は
18
歳
人
口
が
１
９
７
０
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代
初

頭
ま
で
急
増
し
て
い
た
か
ら
、
大
都
市
圏
出
身
者
の
大
学
進
学
率

は
大
き
く
低
下
し
た
（
同
じ
時
期
、
地
方
出
身
者
の
進
学
率
は
横

ば
い
）。
そ
の
た
め
、
進
学
率
の
地
域
格
差
は
縮
小
し
た
の
で
あ
る

（
小
林
雅
之
『
大
学
進
学
の
機
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
０
９

年
、
猪
股
歳
之
「
地
域
別
大
学
進
学
率
の
推
移
と
そ
の
背
景
」『
社

会
学
年
報
』
第
31
号
、
２
０
０
２
年
な
ど
）。

　

今
回
も
、
こ
れ
と
似
た
状
況
が
生
じ
る
可
能
性
は
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
18
歳
人
口
の
急
増
の
再
来
は
な
い
が
、
特
に
東
京
圏
で

は
、
大
学
に
お
け
る
地
元
出
身
者
の
占
有
率
が
高
ま
っ
て
き
た
（
も

と
も
と
、
高
校
生
の
他
の
地
域
へ
の
進
学
移
動
も
少
な
い
）
こ
と

が
（
小
林・

前
掲
書
）、
大
き
く
影
響
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
４
年
制
大
学
の
「
女
性
化
」
も
、
こ
の
間
の
重
要
な
変

化
と
言
え
る
。
入
学
者
に
占
め
る
女
子
の
割
合
は
、
１
９
９
１
年

は
30・

７
％
だ
っ
た
が
、
２
０
１
５
年
は
45・

１
％
に
達
し
た
。

地
元
の
収
容
力
の
大
き
さ
が
、
特
に
女
子
の
進
学
に
重
要
な
こ
と

は
既
に
見
た
。
大
都
市
圏
の
女
子
に
と
っ
て
入
学
の
間
口
が
狭
ま

れ
ば
、
彼
女
た
ち
の
進
学
率
が
下
が
る
か
、
ま
た
は
女
子
と
の
競

合
に
よ
っ
て
、
男
子
の
入
学
難
が
生
じ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
少
な
く
と
も
次
の
点
は
か
つ
て
と
異
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
大
学
や
学
部
学
科
の
新
増
設
お
よ
び
定
員
増
そ
の
も

の
を
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
だ
。
既
に
定
員
の
多
い
大
学

ほ
ど
規
模
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
大
都
市
圏
出

身
者
の
進
学
率
が
大
き
く
下
が
る
こ
と
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
地
元
の
進
学
機
会
の
大
き
さ
が
進
学
の
選
択
に
重

要
で
あ
る
こ
と
は
、
地
方
の
女
子
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。
大

学
進
学
率
の
最
も
低
い
諸
道
県
に
お
い
て
、
潜
在
的
な
進
学
需
要

が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
進
学
率
の
向
上
に
は
地
方
所
在
大

学
の
発
展
と
、
そ
の
た
め
の
環
境
が
整
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
最
後
に
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
、
本

稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
本
稿
の
う
ち
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
的
見
解
で
あ
り
、

所
属
機
関
や
関
係
機
関
の
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
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１　
延
世
大
学
と
の
職
員
交
換
協
定

　

慶
應
義
塾
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
海
外
研
修
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
大
学
に
職
員
を
派
遣
し
て
き
た
が
、
本
年
６
月
、
韓
国・

延

世
大
学
と
職
員
交
換
協
定
を
締
結
し
、
相
互
に
職
員
を
派
遣・

受

入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
慶
應
義
塾
大
学
と
延
世
大
学
は
、
１
９

７
０
年
以
来
、
互
い
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
、
教
育・

研
究・

医
療
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
連
携
や
協
力
を
行
っ
て
き
た

交
流
の
歴
史
が
あ
る
。
今
後
、
職
員
間
で
も
さ
ら
に
関
係
を
強
化

す
る
た
め
に
、
今
回
、
改
め
て
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

協
定
に
基
づ
き
、
１
年
に
１
名
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
職
員
を

派
遣
し
、
約
２
週
間
滞
在
し
て
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
組
み
や
業

務
内
容
等
を
学
ぶ
。
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
はY

onsei Interna-
tional Sum

m
er School

（
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
が
行
わ
れ
る
６
月
下
旬

～
７
月
上
旬
に
、
延
世
大
学
か
ら
は
慶
應
義
塾
大
学
短
期
日
本
学

講
座
（
Ｋ
Ｊ
Ｓ
Ｐ
：K

eio Short-T
erm

 Japanese Studies 
Program

）
が
行
わ
れ
る
２
月
に
派
遣
さ
れ
る
。
第
１
回
の
派
遣

と
な
る
今
年
は
、
６
月
21
日
㈰
か
ら
７
月
５
日
㈰
の
日
程
で
私
が

派
遣
さ
れ
た
。
今
回
、
延
世
大
学
で
学
ん
だ
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

２　
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴

　

１
９
８
５
年
に
始
ま
っ
た
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
、
延
世
大
学
で
は
最
も

規
模
の
大
き
い
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
一
定
の
Ｇ
Ｐ
Ａ

（Grade Point A
verage

）
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
学
生
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
参
加
可
能
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
費
は
３

７
０
万
ウ
ォ
ン
、
寮
費
が
90
万
ウ
ォ
ン
で
あ
る
（
２
０
１
５
年
）。

　

Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
、
２
０
１
４
年
に
１
３
８
６
名
、
２
０
１
５
年
に

は
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
中
東
呼
吸
器
症
候
群
）
の
影
響
で
直
前
に
２
０
０

兒
玉 

幸
憲
●
慶
應
義
塾
広
報
室

韓
国・

延
世
大
学
に
学
ぶ
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
職
員
交
換
協
定
に
基
づ
く
派
遣

―
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名
が
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
１
１
９
８
名
を
新

村
キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎
え
て
実
施
さ
れ
た
。
毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
80
％
は
米
国
の
大
学
に
在
籍

し
て
い
る
学
生
で
、
そ
の
多
く
は
韓
国
人
学
生
で
あ
る
。
彼
ら
は

自
国
の
文
化
や
歴
史
な
ど
を
学
ぶ
た
め
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
帰

国
し
、
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
参
加
す
る
。
参
加
者
の
中
で
ソ
ウ
ル
市
内
に

自
宅
の
な
い
学
生
は
、
基
本
的
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
国
際
寮

に
入
寮
す
る
。

　

Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
月
曜
日
～
木
曜
日
に
通
常
授
業
を
、
金
曜
日
は
特

別
授
業
を
実
施
す
る
。
米
国
、
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
か
ら
招

聘
し
た
教
員
35
名
と
延
世
大
学
の
教
員
（
英
語
で
学
位
が
取
得
で

き
るU

nderw
ood International College

やGlobal Leader-
ship D

ivision

に
在
籍
す
る
教
員
）
15
名
の

計
50
名
が
授
業
を
担
当
す
る
。
通
常
授
業
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
行
わ
れ
る
。

１
コ
マ
１
０
０
分
が
全
て
英
語
に
よ
る
授
業

で
、
国
際
関
係
や
文
化
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

映
画
、
歴
史
、
韓
国
語
な
ど
、
約
１
０
０
種

類
の
授
業
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
特
別
授
業

で
は
、
Ｋ
―

Ｐ
Ｏ
Ｐ
体
験
（
音
楽・

ダ
ン
ス
）

や
韓
国
伝
統
料
理
実
習
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
済
州
島
へ
のField T

rip

や
総
長

が
参
加
す
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ソ
ウ
ル
近
郊

へ
の
日
帰
り
旅
行
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

授
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
、
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の

特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
てK

orea Sum
-

m
er Internship Program

が
あ
る
。
午
前

延世大学の学内広報誌で職員交換協定と今回の派遣を紹介
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中
、
延
世
大
学
で
授
業
を
受
け
、
午
後
か
ら
企
業
や
研
究
所
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
。
学
生
は
１
週
間
（
５
日
間
）
に
20
時

間
の
労
働
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
大
学
卒
業
後
、
韓
国
で
就
職
を

考
え
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
る
。

運
　
営

　

Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
、
延
世
大
学
のInternational Education 

Center

の
職
員
３
名
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
担
当
２
名
と
広
報
担

当
１
名
）
で
運
営
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
日
程
や
内
容
、
学

生
募
集
、
教
員
の
手
配
、
期
間
中
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
、
全
て

を
３
名
で
行
い
、
開
催
の
２
年
前
か
ら
準
備
を
始
め
る
。

　

開
催
前
年
の
10
月
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
定
し
、
教
員
の
手
配
を

始
め
る
。
12
月
に
は
広
報
活
動
を
開
始
し
、
協
定
校
訪
問
（
特
に

米
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ナ
ダ
、
マ
レ
ー
シ
ア
）、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（Facebook

やInstagram

な
ど
）
の
利
用
、
新
聞
広
告
の
出
稿

な
ど
を
行
う
。
１
月
か
ら
５
月
上
旬
ま
で
学
生
を
募
集
し
、
６
月

下
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
６
週
間
の
日
程
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
成
績
通
知
な
ど
を
行
い
、
そ
の
後
、

直
ち
に
翌
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
が
始
ま
る
。
そ
の
た
め
、
担

当
者
は
常
に
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

３　
そ
の
他
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

W
inter A

broad at Y
onsei

（W
A

Y

）

　

２
０
１
３
年
に
始
ま
っ
た
Ｗ
Ａ
Ｙ
は
、
12
月
中
旬
か
ら
２
月
上

旬
ま
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
は
異
な
り
、

前
半
３
週
間
と
後
半
３
週
間
の
２
つ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
分
か
れ
て

い
る
（
前
半
と
後
半
で
一
部
内
容
が
異
な
る
の
で
、
６
週
間
続
け

て
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
）。
こ
れ
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
年
末
年
始

は
家
族
と
過
ご
し
た
い
と
い
う
学
生
や
、
香
港
の
学
期
の
開
始
（
１

月
20
日
頃
）
に
配
慮
し
た
た
め
の
日
程
で
あ
る
。
参
加
者
は
主
に

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
生
で
、
日
本
人

の
学
生
は
年
末
年
始
と
学
期
末
試
験
が
重
な
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど

参
加
し
て
い
な
い
。
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
夏
休
み
中
（
11
月

末
～
２
月
末
）
な
の
で
、
他
国
に
比
べ
て
多
く
の
学
生
が
参
加
す

る
。
月
曜
日
～
木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
14
時
30
分
ま
で
授

業
が
行
わ
れ
（
金
曜
日
～
日
曜
日
は
休
日
）、
休
日
に
は
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
な
ど
の
日
帰
り
旅
行
が
実
施
さ
れ
る
。
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
同
様
に

延
世
大
学
のInternational Education Center

の
職
員
３
名

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
担
当
２
名
と
広
報
担
当
１
名
）
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
運
営
し
て
い
る
。
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S
hort Term

 P
rogram

　

協
定
校
で
あ
る
慶
應
義
塾
大
学
や
法
政
大
学
、
セ
ン
ト
オ
ラ
フ

大
学
（
米
国
）、
ア
ク
ロ
ン
大
学
（
米
国
）
向
け
に
、
特
別
に
実
施

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
期
間
は
大
学
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

例
え
ば
慶
應
義
塾
大
学
向
け
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
短
期
海
外
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
春
季
）
は
、
毎
年
２
月
に
２
週
間
の
日
程
で
行
わ

れ
る
。
授
業
は
全
て
英
語
で
行
わ
れ
、
延
世
大
学
の
教
員
が
中
心

と
な
っ
て
担
当
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
と
延

世
大
学
の
学
生
の
交
流
会
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。

４　
延
世
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

　

今
回
の
２
週
間
の
滞
在
で
、
大
規
模
な
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
場
合
、
ソ
フ
ト
面
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
身
が
何
よ
り
も

重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
実
際
に
、
延
世
大
学
の
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
担

当
者
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の

重
要
性
と
十
分
な
準
備
期
間
の
必
要
性
を
熱
心
に
語
っ
て
い
た
。

慶
應
義
塾
大
学
で
実
施
す
る
際
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
総
合
大

学
の
特
性
を
生
か
し
て
、
学
部
を
越
え
た
、
慶
應
義
塾
大
学
に
し

か
で
き
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て 

い
る
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
が
快
適
に
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る
た
め
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
接
し
た
国
際

寮
の
整
備
や
、
学
則
や
シ
ラ
バ
ス
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
サ

イ
ン
や
学
食
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
物
の
日
英
併
記
も
重
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

５　
今
後
の
職
員
交
換
協
定
へ
の
期
待

　

今
回
は
、
協
定
締
結
後
、
初
の
派
遣
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
両

大
学
と
も
に
手
探
り
の
状
況
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
実
施
日

程
や
業
務
内
容
な
ど
、
次
年
度
以
降
の
派
遣
に
関
す
る
課
題
は
多

く
残
っ
た
。
し
か
し
、
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
運
営
を
実
際
に
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
日
本
と
韓
国
の
大
学
事
情
や
学
生
の
気
質
な
ど

に
つ
い
て
多
く
の
延
世
大
学
の
職
員
と
じ
っ
く
り
意
見
を
交
わ
す

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
２
週
間
滞
在
で
き
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
の
で
あ
り
、

今
回
締
結
し
た
職
員
交
換
協
定
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
。

　

次
年
度
以
降
は
、
今
年
の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
将
来
的
に
は

１
か
月
、
可
能
で
あ
れ
ば
３
か
月
程
度
、
互
い
の
大
学
に
滞
在
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
今
回
の
協
定
を
契
機
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
、
両
大

学
の
友
好
的
関
係
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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本
年
度
第
１
回
の
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
２
０
１
５
年
８

月
29
日
、
東
京・

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
人
材
と
大
学
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、
１
２
５
名
の
出
席
の

も
と
で
開
催
さ
れ
た
。
企
業
の
場
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

し
て
い
く
た
め
の
創
造
性
や
、
新
し
く
企
業
を
設
立
す
る
上
で
の

た
く
ま
し
さ
を
持
つ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
と
い
う
視
点

か
ら
、
３
名
の
方
に
意
見
発
表
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

意
見
発
表 

⑴

　

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
部
科
学
広
報
官
の
松
坂
浩
史
氏
か
ら
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
養
成
を
目
指
し
た
大
学
教
育

─
高
大

接
続
改
革
と
大
学
教
育

─
」
と
題
し
て
意
見
発
表
が
あ
っ
た
。

①
大
学
教
育
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
養
成
に
ど
の
よ
う
な
形

で
貢
献
で
き
る
か　

②
大
学
入
試
改
革・

高
大
接
続
改
革
の
考
え

方　

③
大
学
教
育
改
革
の
必
要
性　

④
人
文
社
会
系
学
部
の
見
直

し
問
題　

な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

①
で
は
、
教
育
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
す
一
番
大
切
な
源

泉
で
あ
り
、
高
校
教
育
で
は
、
基
盤
と
な
る
知
識
の
修
得
と
「
思

考
力・

判
断
力・

表
現
力
」
の
育
成
。
大
学
教
育
で
は
、
世
の
中

に
存
在
す
る
情
報
を
調
べ
て
理
解
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
思
考
に
基

づ
い
て
編
集・

再
構
築
す
る
、
相
手
の
状
況
を
踏
ま
え
て
適
切
な

表
現
で
伝
達
し
、
理
解・

共
感
を
得
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
に
求
め
ら
れ
る

の
は
特
別
な
力
で
は
な
く
、
高
校
や
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
身
に
付
く
、「
自
ら
考
え
行
動

す
る
力
」
で
あ
る
。

　

②
で
は
、
高
校
教
育
の
現
状
は
、
大
学
入
試
に
向
け
た
「
暗
記

記
憶
型
」「
反
復
練
習
型
」
の
学
習
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
大
学

教
育
で
期
待
さ
れ
る
「
調
べ
て
考
え
て
書
く
力
」
が
な
い
ま
ま
大

学
に
入
学
し
、
し
た
が
っ
て
大
学
教
育
で
も
十
分
に
力
が
付
か
な

各
務 

一
徳
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
愛
知
大
学
総
務・

企
画
部
長

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５ 

─
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
と
大
学
教
育
」
総
括
（
東
京
会
場
）
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い
ま
ま
社
会
へ
出
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
で
は
、

構
造
化
さ
れ
た
知
識
を
あ
る
視
点
か
ら
再
構
築
し
、
自
ら
の
言
葉

で
表
現
さ
せ
る
出
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
高
校
教
育
を
変
え

る
た
め
に
は
、
思
考
を
単
純
化
さ
せ
て
い
る
大
学
入
試
自
体
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
。
自
分
の
知
識
を
総
動
員
し
て
課
題
解
決
に
向

け
て
考
え
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
ほ
し

い
と
い
う
の
が
、
大
学
入
試
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　

③
で
は
、
大
学
生
の
学
習
時
間
の
う
ち
、
授
業
時
間
は
３
分
の

１
で
、
３
分
の
２
は
自
宅
学
習
と
さ
れ
て
い
る
が
、
授
業
で
課
題

を
多
く
出
す
な
ど
、
予
習・

復
習
の
自
習
を
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
で
は
専
門
的
な
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

教
養
的
な
素
養
や
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
も
一
緒
に
学
ぶ
（
授

業
、
ゼ
ミ
、
発
表
、
課
外
活
動
な
ど
）
こ
と
に
も
っ
と
意
識
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

④
で
は
、「
人
文
社
会
系
学
部
の
見
直
し
」
問
題
に
つ
い
て
、
大

学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
現
代
化
や
教
育
内
容
の
充
実
に
向
け
て
、

そ
の
目
指
す
べ
き
考
え
方
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

意
見
発
表 

⑵

　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策・

メ
デ
ィ
ア
研
究
科
特
任
教
授
の

高
橋
俊
介
氏
か
ら
、「
変
化
の
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
と
題
し
て

意
見
発
表
が
あ
っ
た
。
21
世
紀
型
社
会
人
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
特

徴
は
、
想
定
外
変
化
と
専
門
性
深
化
が
同
時
並
行
的
に
起
き
る
こ

と
で
あ
り
、
自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
３
要
件
は
①
目
標
よ

り
も
習
慣　

②
普
遍
性
の
高
い
学
び
の
能
力　

③
健
全
な
仕
事
観　

が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
て
、
以
下
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

①
で
は
、
予
定
ど
お
り
に
キ
ャ
リ
ア
は
作
れ
な
い
、
良
い
習
慣

が
自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
に
導
く
、
固
定
的
な
キ
ャ
リ
ア
観
や
損

得
で
考
え
る
功
利
的
な
キ
ャ
リ
ア
観
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
キ
ャ

リ
ア
形
成
は
管
理
可
能
性
と
予
測
可
能
性
が
低
い
プ
ロ
セ
ス
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
基
本
で
あ
り
、
長
期
的
か
つ
具
体
的
な
目
標
逆

算
式
に
取
り
組
む
こ
と
は
効
果
が
薄
く
、
日
々
の
仕
事
に
対
す
る

主
体
的
取
り
組
み
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ス
キ
ル
へ
の
継
続
的

な
投
資
が
重
要
で
あ
る
。

　

②
で
は
、
激
し
く
変
化
す
る
社
会
で
は
、
特
定
の
専
門
性
を
身

に
付
け
て
も
、
あ
る
時
点
で
そ
れ
が
使
え
な
く
な
る
。
の
こ
ぎ
り

曲
線
を
積
木
崩
し
に
し
な
い
学
び
方
が
重
要
と
な
る
。
普
遍
性
の

高
い
学
び
の
た
め
に
は
、
一
つ
の
専
門
性
を
深
く
追
究
す
る
際
に

も
、
理
解
型
で
は
な
く
納
得
型
、
基
礎
理
論
や
歴
史
的
背
景
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
応
用
力
が
付
く
。
よ
り
高
い
視
点
か
ら
人
を
巻

き
込
ん
で
成
果
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
普
遍
性
の
あ
る
能
力
が

獲
得
で
き
る
。「
背
骨
」
に
な
る
テ
ー
マ
や
専
門
性
を
追
い
続
け
る
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こ
と
も
大
切
。
ま
た
、
経
験
か
ら
の
学
び
は
、
そ
の
質
に
注
意
す

る
こ
と
が
必
要
で
、
仮
説
な
し
の
精
神
主
義
や
過
度
な
一
般
化
な

ど
の
浅
い
学
び
は
逆
効
果
と
な
る
。

　

③
で
は
、
想
定
外
変
化
を
主
体
的
に
乗
り
切
り
、
自
分
ら
し
い

キ
ャ
リ
ア
に
導
く
た
め
に
は
、
自
ら
の
仕
事
価
値
観
の
影
響
が
大

き
い
。
就
活
支
援
に
お
い
て
内
因
的
仕
事
観
（
や
り
が
い
や
成
長

な
ど
）
を
強
め
る
の
は
よ
い
が
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
本

来
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
の
実
体
験
が
欠
け
る
と
危
険
で
あ
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
３
層
構
造
に
関
し
て
、
大
学
で
は
面
接
や
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
の
就
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
自
己
理
解
、
仕
事
理
解
、
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
内
省
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
、
地
に
足
の
着
い
た
仕
事
観
形
成
の
第
一

歩
と
な
る
。
ま
た
、
本
来
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、
社
会
で
仕
事

を
し
て
い
く
上
で
必
須
の
基
礎
的
能
力
を
、
大
学
の
正
課
を
通
じ

て
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
変
化
の
激
し
い
社
会
で
は
、
表
面
的

な
ス
キ
ル・

知
識
は
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
る
の
で
、
大
学
で
は
学

び
方
を
学
ん
で
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

意
見
発
表 

⑶

　

株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
以
下
、
同
社
）
の
執
行

役
員 

人
材
開
発
本
部
長
の
曽
山
哲
人
氏
か
ら
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
人
材
と
大
学
教
育
」
と
題
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
若
い
社
員

の
気
持
ち
を
動
か
し
、
本
人
た
ち
が
主
体
的
に
動
く
よ
う
に
す
る

か
に
つ
い
て
意
見
発
表
が
あ
っ
た
。

　

同
社
は
、
売
上
高
２
０
０
０
億
円
、
営
業
利
益
２
２
０
億
円
、

正
社
員
３
０
０
０
名
（
平
均
年
齢
29
歳
、
20・

30
代
社
員
が
96
％
）、

男
女
比
７
：
３
、
女
性
管
理
職
23
％
。
15
年
間
で
社
員
数
は
１
５

０
倍
、
売
上
高
は
５
０
０
倍
に
成
長
し
た
。
同
社
で
は
、
社
員
の

意
思
表
明
が
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
手
を
挙
げ
て
言
わ
せ
る

こ
と
、
や
ら
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
人
材
の
市
場
価
値
は
決
断
経
験
で
決
ま
る
」
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
す
る
「
決
断
経
験
」
と
い
う
概
念
で
あ
り
、「
決
断
経

験
」
と
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
や
る
と
決
め
る
こ
と
で
あ

る
。
学
習
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
自
ら
が
下
し
た
決
断
を
決
断
と
し

て
認
識
し
、
決
断
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、
成
功・

失
敗
な
の
か
を
内
省
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
決
断
経
験

の
量
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
質
を
上
げ
、
よ
り
大
き
な
決
断
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
同
社
で
は
、
大
量
の
事
業
提
案・

ア
イ
デ

ア
を
募
り
、
経
営
判
断
に
社
員
を
巻
き
込
み
、
決
断
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
事
前
に
撤
退
ル
ー
ル
を
明
文
化
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
設
け
て
お
い
て
、
駄
目
な
時
は
迷
わ
ず
撤
退
す
る
と
い
う
制
度
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に
し
て
い
る
。
具
体
的
な
事
例
で
は
、
ア
イ
デ
ア
を
経
営
に
提
案

で
き
る
挑
戦
の
人
事
制
度
と
し
て
、
２
０
０
４
年
度
か
ら
新
規
事

業
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
「
ジ
ギ
ョ
つ
く
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

年
間
１
０
０
０
件
ペ
ー
ス
で
応
募
が
あ
っ
た
。
目
的
は
人
材
発
掘

で
あ
り
、
優
秀
な
人
材
を
見
つ
け
て
、
任
せ
て
、
実
践
知
を
積
ま

せ
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
た
に
設
立
し
た
「
あ
し
た

会
議
」
で
は
、
役
員
対
抗
の
決
議
案
バ
ト
ル
を
実
施
。
結
果
順
位

が
社
内
外
に
公
表
さ
れ
、
１
役
員
に
つ
き
４
人
の
社
員
が
チ
ー
ム

に
参
加
し
、
役
員
と
社
員
が
部
署
横
断
で
交
流
。
他
の
部
署
の
課

題
を
見
つ
け
て
新
規
事
業
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
案
、
人
事
制
度
な
ど

を
提
案
し
、
毎
回
20
～
30
案
が
そ
の
場
で
決
議
さ
れ
る
も
の
で
、

売
上
効
果
も
大
き
い
。

　

大
学
に
お
い
て
も
決
断
経
験
を
増
や
す
、
多
様
な
価
値
観
に
触

れ
る
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
な
ど
の
機
会
を
多
く
作
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

後
半
は
、
池
本
正
純
専
修
大
学
経
営
学
部
教
授
（
広
報・

情
報

部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
長
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
、
会
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
交
え
て
、
松
坂
氏
、
高
橋

氏
、
曽
山
氏
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

池
本
氏
か
ら
は
、
３
名
の
お
話
に
は
、「
日
本
の
教
育
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
共
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
た
、
と

り
わ
け
受
験
勉
強
に
偏
っ
た
教
育
、
偏
差
値
に
よ
る
大
学
の
序
列

付
け
の
中
で
、
教
員
が
教
室
で
タ
コ
ツ
ボ
化
し
た
専
門
分
野
の
知

識
を
授
け
る
と
い
う
教
育
方
法
は
限
界
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
対
応
で
き
な
い
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、

曽
山
氏
か
ら
は
、手
段
で
は
な
く
、新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
人
材
を
育
て
る
と
い
っ
た
、

目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
高
橋
氏
か
ら
は
、
大

学
教
員
は
特
定
の
専
門
分
野
に
は
詳
し
い
が
、
学
生
に
教
え
る
技

術
、考
え
さ
せ
る
技
術
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
松
坂
氏
か
ら

は
、教
員
の
世
界
に
は
、他
の
教
員
の
授
業
を
容
易
に
見
学
で
き
な

い
文
化
が
あ
り
、
こ
れ
も
課
題
で
あ
る
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
池
本
氏
か
ら
、
大
学
教
育
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

受
験
勉
強
と
偏
差
値
の
弊
害
か
ら
、
今
の
大
学
教
育
は
①
問
題
を

発
見
す
る
力
、
自
分
で
考
え
て
解
決
す
る
力
が
欠
落
し
て
い
る　

②

決
断
力
が
培
わ
れ
て
い
な
い　

③
人
を
巻
き
込
む
力
、
人
間
関
係

構
築
力
が
育
成
さ
れ
な
い　

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
学
生
に
自
覚
さ
せ
、
努
力
さ
せ
る
の
が
、
こ
れ

か
ら
の
大
学
教
育
改
革
の
方
向
性
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と

の
と
り
ま
と
め
が
な
さ
れ
た
。
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２
０
１
５
年
度
第
２
回
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
中
京
大
学
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
清
明
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、「
働
く
女
性

支
援
と
大
学
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
、
意
見
発
表
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
私
大
連
盟
加
盟
外
の

大
学
関
係
者
や
一
般
参
加
者
を
加
え
て
１
２
８
名
が
集
い
、
熱
心

に
聞
き
入
っ
た
。
意
見
発
表
で
は
、
大
学
側
と
企
業
側
か
ら
１
人

ず
つ
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
司
会・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
加
わ
っ
た
。
超
高
齢
社
会
の
中
で
、
法
や

制
度
の
整
備
に
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
を
担
う
若
者
の

意
識
変
革
の
た
め
に
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
焦
点
を
絞
り
、

議
論
を
深
め
た
。

基
調
講
演
の
概
要・

趣
旨

　

坂
東
眞
理
子・

昭
和
女
子
大
学
理
事
長・

学
長
が
「
女
性
の
活

躍
に
大
学
が
す
べ
き
こ
と・

で
き
る
こ
と
」
と
い
う
演
題
で
基
調

講
演
を
さ
れ
た
。
講
演
で
は
、
①
30
年
余
り
を
女
性
の
地
位
向
上

の
た
め
の
法
整
備
に
直
接
携
わ
っ
て
き
た
。
本
年
８
月
に
制
定
さ

れ
た
女
性
活
躍
推
進
法
に
、
安
倍
内
閣
が
推
進
す
る
「
す
べ
て
の

女
性
の
輝
く
社
会
づ
く
り
」
の
一
定
の
効
果
を
認
め
る
。
②
２
０

０
３
年
に
、
昭
和
女
子
大
学
の
学
長
に
な
っ
た
。
法
や
制
度
上
で

は
男
女
平
等
が
保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
子
学
生

に
ま
だ
従
来
型
良
妻
賢
母
や
男
性
の
補
助
と
い
う
役
割
意
識
が
根

強
く
あ
り
、
身
近
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
な
い
た
め
に
将
来
の
可
能

性
を
諦
め
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
１
９
９
０
年
代
ま
で
は
企
業

に
短
期
大
学
卒
業
の
女
性
を
歓
迎
す
る
風
潮
が
あ
っ
て
、「
寿
退

職
」
後
は
専
業
主
婦
が
当
然
と
さ
れ
、
夫
の
経
済
力
に
恵
ま
れ
な

い
場
合
の
み
家
計
補
助
の
た
め
に
働
く
と
い
う
意
識
で
や
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
２
０
０
７
年
以
降
、
超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
日
本

は
、
女
性
の
活
躍
が
な
け
れ
ば
停
滞
す
る
ば
か
り
だ
。
③
学
長
と

し
て
、
女
子
学
生
の
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

角
谷 

千
尋
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員・

同
志
社
大
学
広
報
部
参
与

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５ 

─
「
働
く
女
性
支
援
と
大
学
の
役
割
」
総
括
（
名
古
屋
会
場
）
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イ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
展
開
し
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
体
系
化
し
た
結
果
、
女

子
大
就
職
率
で
は
５
年
連
続
全
国
１

位
を
達
成
。
④
日
本
の
法
律
は
努
力

義
務
で
あ
っ
て
、
違
反
し
た
場
合
の

罰
則
規
定
が
な
い
。
法
律
を
守
れ
ば

補
助
金
や
奨
励
金
を
与
え
て
企
業
行
動
を
変
え
よ
う
と
い
う
協
調

路
線
を
選
ぶ
。
21
世
紀
の
財
政
難
の
現
状
を
顧
み
な
い
、
過
去
の

や
り
方
そ
の
ま
ま
だ
。
⑤
健
康・

長
寿
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
日
本
は

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が
、
教
育
水
準
、
特
に
女
性
の
４
年
制
大

学
へ
の
進
学
率
は
低
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
世
界
１

３
５
か
国
中
１
０
５
位
。
有
職
既
婚
女
性
の
第
一
子
出
産
前
後
の

継
続
就
業
率
は
38
％
で
、６
割
以
上
が
離
職
し
て
い
る
。
⑥
企
業
は

女
性
に
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
な
い
が
、
徐
々
に
応
援

す
る
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。
女
子
学
生
は
、
家
庭・

育
児
と
職

業
の
両
立
を
意
識
し
て
い
る
。
女
性
に
や
さ
し
い
働
き
方
を
模
索

し
、
自
分
の
知
識
や
経
験
が
社
会
で
役
立
ち
喜
ば
れ
る
と
い
う
経

験
を
積
み
、
女
性
な
り
の
働
き
方
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。
⑦
男
性
と
競
合
す
る
の
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
は

語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
協
調
性
な
ど
女
性
の
得
意

分
野
で
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
。
⑧
大
学
で
の
学
び
が
女
性
の
将

来
構
想
の
実
現
に
つ
な
が
れ
ば
、
教
育
水
準
は
上
が
っ
て
行
く
。

そ
う
な
れ
ば
、
元
気
で
優
秀
な
女
性
の
大
卒
者
の
争
奪
戦
が
起
こ

る
だ
ろ
う
。
新
し
い
労
働
観
を
醸
成
す
る
に
は
、
若
者
の
意
識
改

革
が
必
須
だ
。
大
学
に
は
、
女
子
学
生
に
生
き
残
り
の
た
め
の
戦

略
と
武
器
を
与
え
て
社
会
に
送
り
出
す
使
命
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

　

現
在
の
日
本
は
転
換
点
に
あ
る
。
大
学
は
高
い
意
識
を
持
っ
て
、

こ
の
使
命
を
全
う
す
べ
き
だ
と
結
ば
れ
た
。

意
見
発
表
⑴
の
概
要

　

宮
原
淳
二・

東
レ
経
営
研
究
所・

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
部
長
か
ら
、「
女
性
活
躍
を
支
援
す
る
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
題
し
て
事
例
発
表
が
あ
っ
た
。
宮
原
氏
は
①

こ
れ
ま
で
化
粧
品
会
社
最
大
手
の
資
生
堂
に
長
く
勤
め
、
多
岐
に

わ
た
る
業
務
を
経
験
し
た
。
特
に
人
事
労
務
全
般
、
制
度
企
画
か

ら
採
用・

研
修
ま
で
幅
広
く
担
当
し
た
が
、
部
下
に
女
性
が
多
く
、

男
女
共
同
参
画・

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
以
下
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）
の

分
野
で
は
社
内
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
来
た
。「
育
メ
ン
」
も

経
験
し
た
。
②
女
性
の
活
躍
に
は
男
性
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

③
女
性
活
躍
推
進
は
、
急
激
な
高
齢
化
に
よ
る
日
本
の
経
済
停
滞

基調講演をされる板東眞理子氏
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を
食
い
止
め
る
効
果
が
あ
る
。
④
再
就
職
が
難
し
い
た
め
に
結
婚

を
し
な
い
、
あ
る
い
は
し
て
も
出
産
し
な
い
女
性
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
出
産
年
代
の
就
労
者
の
減
少
（
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
カ
ー
ブ
）
を

解
消
で
き
れ
ば
、
世
帯
収
入
が
増
え
、
経
済
成
長
に
も
つ
な
が
る
。

⑤
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
１
９
７
０
年
代
に
社
会
シ
ス
テ
ム
を
夫

婦
共
働
き
型
へ
と
シ
フ
ト
し
、
労
働
市
場
へ
の
女
性
の
参
画
と
、

ケ
ア
ワ
ー
ク
へ
の
男
性
の
参
加
と
い
う
改
革
を
実
行
。
そ
の
当
初

は
出
生
率
が
下
が
り
、
男
性
の
自
殺
率
が
上
が
っ
た
が
、
徐
々
に

制
度
と
意
識
変
革
が
進
ん
だ
。
現
在
で
は
安
定
し
た
出
生
率
を
達

成
し
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
も
父
親
全
体
の
89
％
を
占
め
る
。

「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
を
守
る
」
と
い
う
性
別
役
割
分
担
は
過

去
の
も
の
。
男
女
共
働
き
で
子
育
て
を
す
る
社
会
が
実
現
し
た
国

の
人
口
は
増
え
、
経
済
状
況
も
好
調
だ
。
⑥
女
性
主
体
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
、
男
性
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
男
性
主
体

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
権
威
的
、
効
率
重
視
、
問
題
解
決
重
視
、
単

刀
直
入
に
結
論
を
求
め
た
の
に
対
し
、
女
性
は
必
ず
し
も
性
急
な

問
題
解
決
を
求
め
ず
、
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
変
化
に
対
す
る
柔
軟
性
の
高
さ
が
、
女
性
の
特
性
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
男
女
で
異
な
る
思
考
、
態
度
、
感
情
を
生

か
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
有
効
で
あ
る
。
⑦
女
性
管
理
職
の
登
用

に
つ
い
て
は
、
出
産・

育
児
、
異
動
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
不
在
、
管

理
職
志
向
欠
如
、
企
業
の
女
性
を
育
て
る
意
識
の
欠
如
が
阻
害
要

因
と
い
わ
れ
る
が
、
ま
ず
は
、
女
性
自
身
が
仕
事
と
家
庭
の
両
立

を
当
然
の
こ
と
と
考
え
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
男
性
同
様

に
昇
進・

昇
格
に
対
す
る
意
欲
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
⑧
男
性
の
意

識
改
革
が
鍵
で
あ
り
、「
ワ
ー
ク
ワ
ー
ク
社
員
」
か
ら
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
社
員
」
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
あ
る
。
⑨
女
性
支
援
は
、
時

代
の
変
化
と
と
も
に
内
容
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
妊
活
支
援
も

視
野
に
入
っ
て
き
た
。
女
性
が
長
く
社
会
で
働
く
た
め
の
最
大
の

抵
抗
勢
力
は
、
実
は
家
で
子
供
を
育
て
て
い
る
専
業
主
婦
で
は
な

い
か
。
⑩
大
学
に
は
、
知
識
だ
け
で
な
く
、
女
性
が
自
立
し
て
考

え
、
自
分
の
人
生
を
し
っ
か
り
設
計
し
、
困
難
な
事
態
に
も
積
極

的
に
向
き
合
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
身
に
付
け
る
教
育
を
し
て
ほ

し
い
と
結
ば
れ
た
。

意
見
発
表
⑵
の
概
要

　

小
川
智
由・

明
治
大
学
商
学
部
教
授
が
「
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ

ア
カ
デ
ミ
ー　

女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム　

～
女
性
の
仕
事
復
帰・

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
～
」
と
題
し

て
事
例
紹
介
を
さ
れ
た
。
①
例
示
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会
人
講

座
の
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
女
性
の
仕
事
復
帰
を

支
援
す
る
」
た
め
に
設
置
し
た
。
や
や
高
齢
の
受
講
生
向
け
文
化
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講
座
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

講
座
受
講
者
の
変
遷
（
若
年
層
、
素
材・

研
究
開
発
分
野
出
身
者

や
女
性
の
増
加
）
を
捉
え
て
、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
平
日
の

昼
間
、
週
４
日
、
３
～
４
か
月
で
修
了
、
専
業
主
婦
の
仕
事
復
帰

を
目
指
す
と
い
う
内
容
で
開
設
し
た
。
受
講
者
は
26
歳
～
58
歳
の

女
性
42
名
で
、
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
し
て
始
め
た
。
②
座
学
に

加
え
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based Learning

）
型
の
授
業
や
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
の
女
性
経
営
者
と
の
サ
ロ
ン
形
式
に
よ
る

事
例
研
究
、
さ
ら
に
企
業
の
協
力
を
得
て
、
実
際
の
授
業
の
様
子

を
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
広
報
し
た
。
③
す
ぐ
に
働
き
た
い
20

名
が
全
員
就
職
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
会
社
に
勤
め
る
＝
社

会
復
帰
」
で
は
な
く
、
起
業
や
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
践
す

る
な
ど
想
定
外
の
働
き
方
に
改
め
て
気
づ
い
た
。

　

今
後
、
④
大
学
へ
は
、
女
性
へ
の
学
ぶ
場
の
提
供
、
知
識
、
技

能
の
伝
達・

教
授
、社
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
へ
の
支
援
。
⑤

企
業
に
向
け
て
は
、
人
を
物
や
お
金
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可

能
な
経
営
資
源
と
し
て
で
は
な
く
、
社
員
一
人
一
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
考
え
、
お
互
い
の
意
見
を
持
ち
寄
り
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
こ
と
。
⑥
社
会
に
対
し
て
は
、
大
学

は
講
座
な
ど
の
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
、
理
論
モ
デ
ル
を
構
築

し
、
こ
れ
に
つ
い
て
世
論
を
形
成
し
て
ほ
し
い
と
提
言
さ
れ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要

　

大
沢
真
知
子・

日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授・

現
代
女

性
キ
ャ
リ
ア
研
究
所
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
基
調
講

演
と
意
見
発
表
の
内
容
を
深
め
な
が
ら
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に

も
答
え
る
形
式
で
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
①
大
学
は
、
在
学
生・

卒
業
生
と
も
に
一
過
性
で
は
な
く
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
直
し

す
る
「
場
」
と
「
機
会
」
を
提
供
で
き
る
。
②
そ
れ
が
大
学
の
役

割
な
ら
、
女
性
の
活
躍
は
、
逆
に
大
学
の
積
極
的
な
役
割
実
行
の

起
爆
剤
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
休
ま
な
い
＝
仕
事
を
し
て
い
る
」

と
い
う
企
業
風
土
を
、
撤
廃
し
な
い
と
い
け
な
い
。
優
秀
な
人
材

が
労
働
市
場
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
経
済
の
損
失
で
あ

る
。
③
大
学
は
、
女
性
も
男
性
同
様
に
生
涯
働
き
続
け
る
こ
と
が

当
然
と
い
う
考
え
方
や
、
主
体
性
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精

神
力
を
根
付
か
せ
て
ほ
し
い
。
④
大
学
こ
そ
が
、
女
子
学
生
に
生

き
残
る
た
め
の
戦
略
と
武
器
を
提
供
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
結

論
し
た
。

　

以
上
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、
男
女
共
同
参
画・

Ｗ

Ｌ
Ｂ
が
日
本
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
鍵
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

扉
を
開
け
る
た
め
に
、
大
学
へ
の
期
待
は
大
き
く
、
責
任
は
重
大

で
あ
る
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
拝
聴
し
た
。
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現
代
の
経
済
学
は
、
経
済
問
題

で
本
質
的
と
思
わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト

を
抽
出
し
て
モ
デ
ル
を
数
理
的
に

構
築・

解
析
し
て
い
く
と
い
う
分

析
ス
タ
イ
ル
が
主
流
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
学
部
教
育
の
段
階
に
お

い
て
も
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
手
法

を
修
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
単
に
経
済
理
論
を
修
得

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
理
論
を
用
い
て
現
実
の
経
済
問
題
を
分

析
す
る
応
用
力
や
、
自
ら
の
分
析
結
果
を
他
者
に
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
も
求
め
ら
れ
る
。
数

理
的
な
分
析
手
法
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
効
率
的

に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
講
義
形
式
の
科
目
と
演
習
形
式

の
科
目
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ら
れ
る
。
以
下
、
講
義
形
式
お
よ
び
演
習
形
式
の
科
目
を
授
業

で
教
え
る
際
に
私
が
心
掛
け
て
い
る
点
を
述
べ
た
い
。

　

私
は
講
義
形
式
の
科
目
と
し
て
経
済
数
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、

公
共
経
済
学
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
の
構
築・

解
析
に

は
数
学
が
必
要
で
あ
る
が
、
数
学
に
苦
手
意
識
を
持
つ
学
生
が
多

数
存
在
す
る
た
め
、
経
済
数
学
の
講
義
で
は
初
等
の
数
学
を
丁
寧

に
解
説
し
て
い
る
。
特
に
、
抽
象
的
な
議
論
の
後
に
は
必
ず
具
体

例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
数
学
は
難
し
い
だ
け
で
役
に
立
た

な
い
」
と
い
う
学
生
の
先
入
観
を

払
拭
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
基
礎
レ
ベ
ル
か
ら
応
用
レ

ベ
ル
ま
で
の
練
習
問
題
を
用
い
て
、

学
生
の
理
解
の
定
着
を
図
っ
て
い

る
。
マ
ク
ロ
経
済
学
や
公
共
経
済
学
の
講
義
で
は
基
礎
的
な
経
済

理
論
の
修
得
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
ま
ず
「
な
ぜ
経
済
理
論
を

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
問
い
か
ら
出
発
し
、
経
済

理
論
に
対
す
る
学
生
の
興
味・

関
心
を
引
き
付
け
る
よ
う
心
掛
け

て
い
る
。
経
済
数
学
の
講
義
と
同
様
に
、
授
業
で
は
多
く
の
具
体

例
を
挙
げ
、
ま
た
練
習
問
題
を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
の

理
解
が
深
ま
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

　

講
義
形
式
の
科
目
に
お
い
て
、
私
は
抽
象
的・

一
般
的
な
議
論

を
意
図
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
個
別
具
体
的
な
事
例
に
基
づ
い

た
授
業
の
ほ
う
が
、
学
生
は
親
し
み
や
す
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

個
別
具
体
的
で
あ
る
が
故
に
授
業
内
容
の
応
用
可
能
性
が
低
く
な

り
、
他
の
関
連
科
目
の
受
講
に
支
障
を
き
た
す
な
ど
の
弊
害
が
生

じ
得
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
な
お
、
多
く
の
大
学
で
実
施
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
も
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
学

経
済
学
の
修
得・

応
用
に

向
け
て
の
授
業
改
善

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

内
藤 

克
幸
●
亜
細
亜
大
学
経
済
学
部
講
師
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生
の
意
見
を
講
義
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結

果
に
よ
る
と
、
多
く
の
学
生
か
ら
「
具
体
例
が
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
授
業
内
容
が
理
解
し
や
す
い
」、「
詳
細
な
解
答

が
付
い
た
練
習
問
題
な
の
で
、
自
習
し
や
す
い
」
な
ど
の
評
価
を

得
る
一
方
で
、
一
部
の
学
生
（
お
そ
ら
く
論
理
的
な
議
論
に
対
し

て
苦
手
意
識
を
持
つ
学
生
）
か
ら
は
「
最
初
の
部
分
で
つ
ま
ず
い

て
し
ま
い
、
授
業
に
付
い
て
い
け
な
い
」、「
授
業
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
具
体
例
を
聴
い
て
も
や
は
り
抽
象
的
に
感
じ
ら
れ
、
内
容
が

理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
生
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

　

演
習
形
式
の
科
目
と
し
て
は
、
３
年
生
向
け
演
習
と
４
年
生
向

け
演
習
を
担
当
し
て
い
る
。
３
年
生
向
け
演
習
で
は
ゲ
ー
ム
理
論

の
教
科
書
の
輪
読
を
行
い
、
学
習
し
た
内
容
を
簡
潔
な
文
章
に
ま

と
め
、
他
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
学
生
に
は
、
要

点
を
ま
と
め
た
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
た
上
で
報
告
を
行
う
こ
と
、

ま
た
報
告
の
際
に
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
用
い
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。
と
き
に
は
、「
レ
ジ
ュ
メ
と
は
要
点
を
ま
と
め
た
も
の

の
こ
と
だ
か
ら
、
教
科
書
を
丸
写
し
に
し
た
だ
け
の
レ
ジ
ュ
メ
は

望
ま
し
く
な
い
」、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
い
だ
け
で
な

く
、
内
容
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
な
ど
、
若

干
厳
し
い
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は

学
生
の
報
告
で
優
れ
て
い
る
点
を
誉
め
、
学
生
に
よ
る
自
発
的
な

学
習
や
演
習
で
の
積
極
的
な
発
言
を
促
す
よ
う
な
授
業
運
営
を
心

掛
け
て
い
る
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
な
ど

を
有
効
に
活
用
し
て
要
領
よ
く
報
告
を
行
う
学
生
も
お
り
、
私
自

身
も
演
習
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

４
年
生
向
け
演
習
で
は
、
卒
業
論
文
あ
る
い
は
卒
業
レ
ポ
ー
ト

執
筆
の
準
備
を
行
わ
せ
て
い
る
。
本
演
習
で
は
、
ま
ず
学
生
自
ら

が
関
心
の
あ
る
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
簡
単
な
モ
デ
ル
を
用
い

て
研
究
テ
ー
マ
の
問
題
を
分
析
す
る
。
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
は
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
演
習
以
外
に
別
途
時
間
を
設
け
て
個
別
に
学

生
を
指
導
す
る
こ
と
も
あ
る
。
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
や
分
析
手
法

の
修
得
に
時
間
を
要
す
る
学
生
も
多
い
が
、
一
部
の
学
生
は
か
な

り
早
い
時
期
に
研
究
課
題
を
明
確
に
定
め
、
質
の
高
い
論
文
や
レ

ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

短
い
教
育
経
験
を
通
じ
て
、
学
生
の
興
味
を
引
き
付
け
る
こ
と

と
卒
業
後
に
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
修
得
さ
せ
る
こ
と

の
両
立
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
講
義・

演
習
の
目
的
に
沿
っ

た
授
業
計
画
を
綿
密
に
練
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
そ
の
た
め
の
工
夫
を
重
ね
た
い
。
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■
１　
現
代
社
会
学
部
開
設
ま
で

　

筑
紫
女
学
園
大
学
は
、
九
州
の
最
大
都
市・

福
岡
市
の
中
心

部
か
ら
西
鉄
電
車
で
20
分
ほ
ど
の
太
宰
府
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

持
つ
。
多
く
の
学
生
は
、
福
岡
県
を
中
心
に
九
州
各
地
か
ら
集

ま
り
、
卒
業
後
は
ま
た
福
岡
県
を
中
心
に
九
州
各
地
へ
と
帰
っ

て
い
く
。
典
型
的
な
地
方
女
子
大
学
と
言
っ
て
よ
い
。

　

本
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
現
代
社
会
学
部
を
説
明
す
る
前

に
、
ま
ず
学
園
創
設
か
ら
今
日
に
至
る
経
緯
を
述
べ
る
。
学
校

法
人
筑
紫
女
学
園
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
北
米
開
教
総
長
と

し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
水
月
哲
英
が
、
か
の
地
の
女
子
教
育

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
感
銘
を
受
け
て
そ
の
重
要
性
を
痛
感
し
、

帰
国
後
の
１
９
０
７
年
に
創
設
し
た
筑
紫
女
学
校
に
始
ま
る
。

以
来
、
仏
教
、
特
に
浄
土
真
宗
の
教
え
を
基
と
し
た
人
間
教
育

と
、
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上
を
念
頭
に
置
い
た
女
子
教
育
を
、

１
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
一
貫
し
て
実
践
し
て
き
た
。
校
訓
に

「
自
律
」「
和
平
」「
感
恩
」
を
掲
げ
、
大
学
の
ほ
か
、
福
岡
市
内

に
中
学
校
と
高
校
、
そ
れ
に
幼
稚
園
を
擁
し
て
い
る
。

　

女
子
の
高
学
歴
化
の
流
れ
の
中
で
、
学
園
は
１
９
６
５
年
に

短
期
大
学
（
後
に
短
期
大
学
部
）
を
、
１
９
８
８
年
に
４
年
制

大
学
を
開
学
し
た
。
４
年
制
大
学
は
当
初
、
文
学
部
日
本
語・

日
本
文
学
科
と
英
語
学
科
の
２
学
科
に
よ
る
単
科
大
学
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
文
化
学
科
、
人
間
福
祉

学
科
、
発
達
臨
床
心
理
学
科
、
英
語
メ
デ
ィ
ア
学
科
を
増
設
し

つ
つ
、
短
期
大
学
部
を
縮
小
し
て
い
く
。
２
０
１
１
年
に
は
人

間
福
祉
学
科
と
発
達
臨
床
心
理
学
科
を
発
展
さ
せ
、
新
た
な
教

学
分
野
を
加
え
た
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
を
開
設
。
ち
な
み

に
、
同
学
科
は
人
間
関
係
専
攻
（
発
達
臨
床
心
理
コ
ー
ス
、
社

筑
紫
女
学
園
大
学
現
代
社
会
学
部

赤
塚 

睦
男
●
筑
紫
女
学
園
大
学
現
代
社
会
学
部
長

現
代
社
会
を
生
き
る
女
性
を
育
て
る 

地
方
女
子
大
学
の
新
た
な
試
み

明日への試み
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会
福
祉
コ
ー
ス
）
と
人
間
形
成
専
攻
（
初
等
教
育
コ
ー
ス
、
幼

児
保
育
コ
ー
ス
）
か
ら
な
る
。

　

そ
し
て
本
年
４
月
、
本
学
第
３
の
学
部
と
し
て
、
社
会
科
学

系
を
中
心
と
し
た
現
代
社
会
学
部
の
開
設
を
迎
え
た
。

　

な
お
こ
の
間
、
２
０
０
７
年
に
大
学
院
を
開
設
し
て
い
る
（
人

間
科
学
研
究
科
人
間
科
学
専
攻
、
修
士
課
程
）。
ま
た
短
期
大
学

部
は
、
開
学
以
来
の
す
べ
て
の
役
割
を
大
学
に
移
行
し
た
も
の

と
し
て
、
２
０
１
５
年
か
ら
募
集
を
停
止
し
た
。

■
２　
現
代
社
会
学
部
の
養
成
す
る
人
間
像

　

現
代
社
会
学
部
の
養
成
す
る
人
間
像
は
、
次
の
と
お
り
で 

あ
る
。

　

本
学
部
で
は
、
全
学
に
開
講
さ
れ
る
共
通
科
目
な
ど
も
併
せ

て
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、

社
会
学
の
基
礎
を
理
解
し
デ
ー
タ
作
成・

分
析
の
能
力
を
備
え

た
上
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会・

メ
デ
ィ
ア
社
会・

環
境
共
生
社
会

の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
の
領
域
を
中
心
に
専
門
的
に
学
び
、
現

代
社
会
に
お
け
る
課
題
に
気
付
き
科
学
的
に
分
析
し
解
決
の
方

策
を
考
え
る
能
力
を
修
得
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
領
域
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、「
専
門
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ⅰ・

Ⅱ
」「
卒
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ・

Ⅱ
」
を
各
４
単
位
に

設
定
す
る
な
ど
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル・

演
習
科
目
を
重
視
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
中
心
と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、

現
代
社
会
が
求
め
る
社
会
的・

職
業
的
自
立
能
力
（
学
士
力・

社
会
人
基
礎
力
）
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

筑紫女学園　校舎
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こ
れ
ら
の
学
び
を
総
合
し
て
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
即

応
し
、
社
会
の
抱
え
る
問
題
に
対
処
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

■
３　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

　

現
代
社
会
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
全
学
共
通
科
目
（
仏

教
、女
性
、基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、健
康・

ス
ポ
ー
ツ
、語
学
、情
報
、一
般
教
養
か
ら
な
る
）
と
学
部
専
攻

科
目
に
分
か
れ
る
。
全
学
共
通
科
目
に
つ
い
て
詳
し
く
は
触
れ

な
い
が
、
現
代
社
会
学
部
開
設
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
に
合
わ

せ
て
、
全
学
共
通
科
目
も
か
な
り
大
き
な
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

学
部
専
攻
科
目
は
、
ま
ず
基
礎
科
目
と
し
て
次
の
４
区
分
に

科
目
を
配
置
し
て
い
る
（
以
下
、
科
目
は
一
部
）。

現�

代
社
会
理
解
：
現
代
社
会
学
概
論
Ⅰ・

Ⅱ
、
現
代
社
会
と
ビ

ジ
ネ
ス
、
現
代
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
、
現
代
社
会
と
環
境
、
現

代
社
会
と
地
域
な
ど

社�

会
学
基
礎
理
解
：
社
会
学
入
門
、
社
会
学
史
、
理
論
社
会
学
、

産
業
社
会
学
、
地
域
社
会
学
、
家
族
社
会
学
、
社
会
意
識
論
、

社
会
問
題
論
な
ど

社�

会
調
査
：
デ
ー
タ
か
ら
見
る
社
会
、
調
査
デ
ー
タ
の
集
め
方
、

量
的
調
査
法
、
質
的
調
査
法
な
ど
の
社
会
調
査
士
資
格
取
得

必
要
科
目

現�

代
社
会
実
務
：
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
Ⅰ・

Ⅱ
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
演
習
Ａ
～
Ｄ
な
ど

　

基
幹
科
目
お
よ
び
発
展
科
目
は
ビ
ジ
ネ
ス
社
会・

メ
デ
ィ
ア

社
会・

環
境
共
生
社
会
の
３
領
域
か
ら
な
っ
て
お
り
、
学
生
は

い
ず
れ
か
一
つ
の
領
域
を
選
ん
で
履
修
す
る
が
、
他
領
域
の
科

目
も
自
由
選
択
科
目
と
し
て
一
定
の
範
囲
で
卒
業
要
件
単
位
に

認
め
ら
れ
る
。
現
在
開
講
さ
れ
て
い
る
１
年
次
科
目
か
ら
、
い

く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

ビ�

ジ
ネ
ス
社
会
：
経
営
史
、
現
代
経
済
論
、
観
光
学
概
論
な
ど

メ�

デ
ィ
ア
社
会
：
メ
デ
ィ
ア
論
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
論
、
文
化

と
現
代
社
会
な
ど

環�

境
共
生
社
会
：
住
ま
い
と
環
境
、
環
境
と
商
品
、
生
物
的
環

境
論
な
ど

　

こ
の
他
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
区
分
を
有

す
る
が
、
本
学
部
を
特
色
付
け
る
の
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　

１
年
次
の
共
通
科
目
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ・

Ⅱ
」
に
続
き
、

２
年
次
で
は
学
部
専
攻
科
目
「
基
礎
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ・

Ⅱ
」

を
開
設
し
、
３・

４
年
次
の
本
格
的
な
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
つ
な
げ

て
い
く
。
３・

４
年
次
で
は
、「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ・

Ⅱ
」

「
卒
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ・

Ⅱ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
２
コ
マ
連
続
開
講
の

明日への試み
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４
単
位
科
目
と
し
て
い
る
。
次
節
に
述
べ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
型
授
業
を
、
で
き
る
だ
け
時
間
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な

く
行
う
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
ま
た
、
２
コ
マ
連
続
開
講
に
よ
っ

て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
実
践
し
や
す
く
な
る
。

　

さ
ら
に
、「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
」
と
「
卒
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Ⅰ
」、「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
」
と
「
卒
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
」
は

同
時
開
講
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
中
で
３
年
生
と
４
年

生
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
も
っ
て
実
働
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
自
ら

学
ぶ
こ
と
を
学
部
と
し
て
定
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　

国
公
私
立
の
別
、
学
部
の
別
に
も
よ
る
が
、
筆
者
は
学
生
時

代
、
専
門
の
授
業
は
他
学
年
と
一
緒
に
受
講
し
て
い
た
。
特
に

演
習
科
目
で
は
、
先
輩
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
発
表
に
尊
敬
の
念

を
抱
き
、
自
分
も
あ
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
あ
こ
が
れ
た
。
一

方
、
後
輩
に
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
の
理
解
も
深
ま
っ
た

と
思
う
。
教
室
内
で
の
先
輩
後
輩
関
係
を
筆
者
が
良
き
も
の
と

捉
え
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
学
習
効
果
か
ら
考
え
て
も
、
学
生
た
ち
の
将
来
の
社
会
生

活
か
ら
考
え
て
も
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
も
の
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
科
目
に
お
い
て
、
２
コ
マ
連
続
開
講
や
異
な
る

学
年
の
授
業
の
同
時
開
講
は
、
本
学
の
既
存
学
部
で
は
実
施
し

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
現
代
社
会
学

部
の
特
徴
と
言
え
る
。
な
お
前
記
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
科
目
は
す
べ
て

必
修
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
、
以
前
か
ら
２
年
次
開
講
の
共
通
科
目
の
中
で
１

週
間
前
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
現
代
社
会

学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
３
年
次
に
、
こ
れ
よ
り
長
い
期

間
を
設
定
し
て
い
る
。
教
室
の
学
び
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
上
で

参
加
す
る
実
社
会
で
の
経
験
は
、
単
な
る
就
業
体
験
に
終
わ
ら

な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

■
４　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
共
に
重
視
し
た
の
が
、
授
業
方
法
と
し
て

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
目
新
し
い
言

葉
で
は
な
い
が
、
本
学
部
は
教
員
個
々
人
と
し
て
で
な
く
、
学

部
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言

し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
、
現
代
社
会
学
部
教
員
が
中
心
と
な
っ

て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
勉
強
会
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

本
学
部
教
員
全
員
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
観
点
か
ら

自
身
の
授
業
を
振
り
返
る
「
現
代
社
会
学
部
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
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ニ
ン
グ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
」
を

２
０
１
５
年
度

前
期
に
作
成
し

た
が
、
こ
れ
も

本
学
と
し
て
は

初
め
て
の
試
み

で
あ
っ
た
。
11

月
に
は
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
と

現
代
社
会
学
部

が
共
同
で
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
テ
ー

マ
と
し
た
授
業
公
開
お
よ
び
授
業
参
観
を
１
週
間
に
わ
た
っ
て

行
う
。

　

こ
れ
ら
は
本
学
部
所
属
教
員
で
も
あ
る
教
務
部
長
が
音
頭
を

取
っ
て
進
め
て
い
る
。
既
存
学
部
か
ら
の
移
籍
も
含
め
、
教
員

採
用
に
当
た
っ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
一
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
し
た
こ
と
も
あ
り
、
滞
り
な
く
進
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
代
社
会
学
部
開
設
に
併
せ
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ラーニングコモンズ

ラーニングコモンズ授業風景

明日への試み
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ニ
ン
グ
型
授
業
を
考
慮
し
た
学
内
施
設
設
備
の
整
備・

充
実
も

行
っ
た
。
中
で
も
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
新
設
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。
本
学
で
は
大
学
開
学
時
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
短
大
図
書
館
と
は
別
に
大
学
図
書
館
を
設
け
た
。
教
職

員
や
学
生
は
長
ら
く
不
便
を
感
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

２
０
１
４
年
に
本
格
的
な
改
修
を
行
い
、
図
書
館
が
２
つ
あ
る

こ
と
を
逆
に
生
か
し
て
、
一
方
の
図
書
館
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
の
機
能
を
持
た
せ
た
。
４
月
以
降
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ト
や
グ
ル
ー
プ
学
習
エ
リ
ア
な
ど
、
本
学
部
の
授
業
で

も
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
う
や
く
初
年
度
後
期
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
な
ど
の
本
格
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
い
ま

だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
成

果
は
一
朝
一
夕
に
挙
が
る
も
の
で
は
な
い
。
第
１
期
生
が
こ
れ

か
ら
２
年
生
、
３
年
生
、
４
年
生
と
年
次
を
重
ね
な
が
ら
「
学

士
力
」「
社
会
人
基
礎
力
」
と
呼
ば
れ
る
力
を
身
に
付
け
、
社
会

で
求
め
ら
れ
る
人
材
と
な
っ
て
卒
業
し
て
い
く
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

■
５　
将
来
へ
の
展
望

　

教
員
採
用
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
２
０
１
４
年
度
お
よ

び
来
年
度
着
任
も
含
め
、
学
部
教
員
22
名
の
う
ち
新
規
採
用
が

11
名
と
半
数
を
占
め
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
学
に
新
し
い
風
が

吹
き
込
ん
だ
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。

　

学
生
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
は
本
年
度
後
期
に
入
っ
て
よ
う

や
く
本
学
部
の
授
業
を
持
ち
始
め
た
と
こ
ろ
で
ま
だ
つ
か
め
て

い
な
い
が
、
人
間
科
学
部
が
開
設
さ
れ
た
と
き
、
明
ら
か
に
文

学
部
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
学
生
が
教
室
に
い
る
こ

と
を
、
授
業
を
通
し
て
感
じ
た
。
現
代
社
会
学
部
で
も
、
同
じ

こ
と
が
起
き
て
い
る
だ
ろ
う
。
新
し
い
学
生
が
新
し
い
教
育
を

受
け
て
、
卒
業
し
て
い
く
日
が
待
ち
遠
し
い
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
本
学
を
卒
業
し
た
大
半
の
学
生
は
一
般
企
業

な
ど
に
就
職
し
て
き
た
。
そ
れ
は
今
後
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
学
全
体
の
こ
れ
ま
で
の
学
び
に
は
、
現
代
社

会
を
対
象
と
し
た
教
学
内
容
が
希
薄
で
あ
っ
た
。
人
間
科
学
部

開
設
に
よ
っ
て
現
代
社
会
に
目
を
向
け
る
度
合
い
は
増
え
た
が
、

分
野
と
し
て
は
主
に
教
育
福
祉
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
現
代

社
会
学
部
の
開
設
に
よ
っ
て
、
カ
バ
ー
す
る
教
学
分
野
に
も
広

が
り
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
本
学
全
体
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有

益
で
あ
る
。
毛
利
元
就
の
３
本
の
矢
で
は
な
い
が
、
各
学
部
が

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
大
学
全
体
が
よ
り
活
性
化

さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
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■
１　
35
年
ぶ
り
に
農
学
部
を
開
設
す
る
意
味

　

龍
谷
大
学
は
、
２
０
１
５
年
４
月
に
農
学
部
を
開
設
し
た
。

私
立
大
学
と
し
て
35
年
ぶ
り
に
農
学
部
を
創
設
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
ず
い
ぶ
ん
注
目
さ
れ
た
。
同
時
に
、
果
た
し
て
う
ま
く

学
生
が
集
ま
る
の
か
ど
う
か
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
出
願
者
は
予
想
よ
り
多
く
、
５
０
０
０
人

を
超
え
る
受
験
者
が
あ
っ
た
。
全
般
的
に
、
本
学
の
農
学
部
は

順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
今
の
時
代
に
農
学
部
を
創
設
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
を
、
ま
ず
大
学
の

側
か
ら
考
え
る
と
、
本
学
の
特
色
、
特
に
仏
教
系
大
学
と
し
て

の
特
色
が
強
く
影
響
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

龍
谷
大
学
は
親
鸞
聖
人
を
宗
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

の
大
学
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
１
６
３
９
年
に
西
本
願
寺
に
設

置
さ
れ
た
学
寮
に
始
ま
り
、
以
来
３
７
６
年
の
歴
史
が
あ
る
。

１
９
２
２
年
に
は
、
大
学
令
に
よ
る
旧
制
大
学
と
し
て
の
龍
谷

大
学
と
な
り
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

も
と
も
と
は
、
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
仏
教
学
や
真
宗
学

を
中
心
と
す
る
文
学
部
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
１
９
５
４
年
、

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
経
済
学
部
を
開
設
し
、
以
来
、
法
学
部
、

経
営
学
部
、
政
策
学
部
な
ど
文
系
学
部
を
中
心
に
大
学
が
編
成

さ
れ
、
１
９
８
９
年
に
は
滋
賀
県
の
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
理
工

学
部
と
社
会
学
部
を
開
設
し
、
理
系
も
含
め
た
総
合
大
学
と
し

て
の
体
制
が
完
成
し
た
。
１
９
９
６
年
に
は
国
際
文
化
学
部
が

増
設
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
た
び
農
学
部
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
文
系
７
学
部
、
理
系
２
学
部
、
そ
れ
に
短
期

大
学
部
を
含
め
る
と
、
合
計
10
学
部
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

龍
谷
大
学
農
学
部

末
原 

達
郎
●
龍
谷
大
学
農
学
部
長

35
年
ぶ
り
に
農
学
部
を
開
設 

─
そ
の
理
念
と
特
色

─

明日への試み
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一
方
で
、
今
、
日
本
の
社
会
で
は
、
食
と
農
の
関
係
に
多
く

の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
食
料
は
こ
れ
か
ら
先

ど
の
よ
う
に
存
続
し
て
い
く
の
か
、
本
当
に
安
全
な
食
物
を
食

べ
続
け
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の 

か
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
だ
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
大
学
側
の
研
究
の
受
け
皿
が
で
き
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
農
業
者
の
側
で
も
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
農
業
経
営
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
海
外
と
の
壁
が
な

く
な
っ
て
い
く
に

従
っ
て
不
安
も
ふ
く

ら
ん
で
い
る
の
が
現

状
だ
と
言
え
よ
う
。

日
本
の
農
業
と
食
料

の
確
か
な
道
筋
を
つ

け
て
い
け
る
の
か
、

農
業
政
策
や
貿
易
政

策
に
お
い
て
も
、
大

学
に
対
す
る
期
待
は

少
な
く
な
い
。

　

さ
ら
に
、
高
校
生

の
側
か
ら
も
、
農
学

部
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
。
生
命
科
学
や
植
物
学
を
応
用
的

に
学
ぼ
う
と
す
る
学
生
は
、
こ
こ
10
年
余
り
大
き
く
増
加
し
て

い
る
。
国
公
立
大
学
で
も
、
農
学
部
へ
の
進
学
希
望
者
は
工
学

部
よ
り
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
私
自
身
も
、
特
に
女
子
の
農
学

部
希
望
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
理
系
の
女
子

は
増
え
て
お
り
、
な
か
で
も
、
生
物
を
育
て
、
生
命
を
研
究
す

る
農
学
や
薬
学
、
生
物
学
は
、
現
代
の
女
子
学
生
の
関
心
と
一

致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

■
２　
農
学
部
開
設
へ
の
想
い

　

龍
谷
大
学
は
仏
教
系
の
大
学
で
あ
り
、
特
に
生
命
、
死
、
食

物
、
循
環
と
い
う
こ
と
に
は
、
も
と
よ
り
強
い
関
心
が
あ
る
。

今
回
、
農
学
部
を
設
置
し
た
根
底
に
も
、
人
間
は
単
独
で
は
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ほ
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
（
動
物

も
植
物
も
）
の
生
命
を
い
た
だ
い
て
、
よ
う
や
く
生
き
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
視
点
が
存
在
す
る
。
私
は
、
こ
の
文
明

の
危
機
的
な
状
況
の
中
で
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
社
会
を
維
持
し

て
い
け
る
の
か
、
そ
の
根
本
に
農
学
が
貢
献
し
た
い
と
い
う
希

望
を
持
っ
て
い
る
。
人
間
社
会
の
進
む
べ
き
道
を
食
料
と
農
業

か
ら
探
り
、
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
本
学
は
、
必
ず
し
も
昨
今
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

農学部の講義風景
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の
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
学
部
設
立
に
至
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
現
在
の
私
た
ち
の
社
会
に
と
っ
て
何
が
重
要
で
あ
り
、

社
会
の
存
続
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
発

想
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
日
常
生
活
で
は
、
食
物
を

食
料
品
店
や
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
で
売
ら
れ
て
い
る

商
品
と
し
て
し
か
見
な
い
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
食
物
は
商

品
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
農
作
物
を
作
る
過
程
が
必
ず
あ
り
、

例
え
ば
土
づ
く
り
か
ら
一
つ
一
つ
た
ど
っ
て
み
な
い
と
、
し
っ

か
り
と
は
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

食
物
を
食
べ
る
時
点
し
か
見
て
い
な
い
の
で
は
、
生
命
に
つ

な
が
る
根
源
的
な
問
題
は
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

は
生
命
の
源
泉
と
し
て
食
料
を
捉
え
、
現
代
社
会
が
い
か
に
持

続
的
に
そ
れ
を
支
え
、
わ
れ
わ
れ
の
生
命
を
存
続
さ
せ
る
の
か

を
総
合
的
に
学
ぶ
学
部
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

龍
谷
大
学
農
学
部
で
は
、「
食
と
農
の
循
環
」
と
い
う
視
点
か

ら
農
学
を
捉
え
て
い
る
。
食
は
、
単
に
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
人
間
が
植
物
体
や
土
壌
、
あ
る
い
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
の
共
同
作
業
を
す
る
農
業
に
よ
っ
て
作
り
出
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
農
作
物
は
流
通
に
よ
っ
て
世
界
各
地
へ
と

移
動
し
、
時
に
は
加
工
に
よ
っ
て
変
形
、
蓄
積
さ
れ
、
や
が
て

は
消
費
、
排
泄
さ
れ
、
再
び
、
一
部
は
大
地
へ
と
還
元
さ
れ
る

も
の
な
の
だ
。
こ
の
一
連
の
過
程
は
、
ど
こ
か
に
最
終
場
所
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
循
環
す
る
過
程
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
う
す
れ
ば
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
に
折
り
合
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会

を
維
持
す
る
方
法
を
考
え
た
い
。

■
３　
現
代
文
明
の
課
題
と
し
て
の
食
料
と
農
業

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
社
会
は
、
い
ま
大

き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち

の
食
生
活
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
都
市

住
民
の
多
く
は
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
農

作
物
の
作
り
手
で
あ
る
農
業
生
産
者
や
農
家
は
、
市
場
原
理
の

徹
底
化
に
直
面
し
て
、
大
き
な
試
練
に
直
面
し
て
い
る
。

　

食
料
は
人
間
の
社
会
に
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
を
持
続
的
に

生
産
す
る
農
業
は
、
文
明
社
会
に
は
必
然
的
に
付
随
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
の
要
求
に
応
え
て
農

業
と
食
料
を
結
ぶ
一
連
の
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
現
代
文
明
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

あ
る
食
料
と
農
業
に
挑
ん
で
い
こ
う
と
い
う
の
が
本
学
の
農
学

部
の
目
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
球
規
模
で
み
れ
ば
、
食
料
危
機

や
食
料
の
不
足
は
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
大
き
な
課
題
の
一
つ

明日への試み
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で
あ
る
。
特
に
発
展
途
上
国
で
は
、
栄
養
不
良
や
飢
饉
が
、
早

急
に
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
農
学
が
、
日
本

の
農
学
の
中
か
ら
も
出
て
く
る
必
要
が
あ
る
。
食
料
や
農
業
の

問
題
は
、
国
内
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
地
球
規
模
で
直
面
し
て

い
る
課
題
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
世
界
の
食
料・

農
業
問
題
の
解

決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
人
材
が
出
て
き
て
ほ
し
い
し
、
そ
れ

に
対
応
で
き
る
教
員
が
、
本
学
部
に
は
い
る
。

　

ま
た
、
学
問
の
領
域
か
ら
こ
の
問
題
に
切
り
込
む
は
ず
の
現

代
農
学
も
、
今
日
で
は
あ
ま
り
に
専
門
分
化
し
す
ぎ
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
全
体
像
を
創
出
し
か
ね
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
龍
谷
大
学
農
学
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
専

門
分
化
し
す
ぎ
て
科
学
に
の
み
特
化
し
て
し
ま
っ
た
農
学
を
、

食
と
農
を
一
貫
し
て
考
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
人
類
の
抱
え

る
大
き
な
問
題
に
取
り
組
む
学
問
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
考

え
て
い
る
。

　

農
学
が
挑
戦
す
る
課
題
は
、
こ
の
よ
う
に
た
い
へ
ん
多
い
。

ま
た
、
お
そ
ら
く
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
人
類
全
体
が
抱
え
て

い
る
課
題
も
、
ま
だ
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
、

農
学
は
こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
に
ど
ん
ど
ん
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
学
問
と
し
て
の
重
要
度
を
増
し
て
く
る
は
ず
で
あ

り
、
そ
れ
は
日
本
の
都
市
住
民
に
も
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
方
で
、
農
学
は
農
業
に
付
随
す
る
も
の
で
、
農

業
生
産
者
に
対
し
て
の
み
貢
献
す
る
学
問
だ
と
い
う
思
い
込
み

が
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
農
学
の
対
象
は
農
業
生
産
者
だ
け
で

は
な
い
。
現
代
社
会
を
構
成
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
、

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
農
学
は
、
私
た
ち
の

社
会
を
捉
え
な
お
す
際
に
適
切
な
、
大
き
な
切
り
口
に
な
る
学

問
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
農
学
は
単
純
な
専
門
領
域
で
は
な
く
、
総

合
科
学
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
学
の
農
学
研
究
は
、

し
ば
し
ば
専
門
分
野
へ
と
細
分
化
が
進
む
方
向
を
示
し
て
お
り
、

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
専
門
性
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
農
学
と

い
う
学
問
に
お
け
る
総
合
性
を
こ
そ
重
視
す
べ
き
時
代
に
入
っ

て
い
る
と
の
認
識
の
も
と
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
農
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
を
作
り
上
げ
た
い
と
考
え
た
。

■
４　
新
し
い
農
学
部
の
構
成

　

龍
谷
大
学
の
農
学
部
は
、
４
つ
の
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

植
物
生
命
科
学
科
で
は
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学

ぶ
た
め
の
植
物
の
生
育
に
関
す
る
科
学
や
、
遺
伝
の
原
理
を
学
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ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

資
源
生
物
科
学
科
で

は
、
実
践
的
な
農
業
技
術

に
結
び
付
い
た
作
物
学
や

植
物
育
種
学
、
農
業
と
環

境
な
ど
の
広
い
視
野
か
ら

学
ぶ
土
壌
学
や
昆
虫
学
、

雑
草
学
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

　

食
料
農
業
シ
ス
テ
ム
学

科
は
、
食
と
農
の
結
び
付

き
を
、
経
営
学
、
経
済
学
、
社
会
学
な
ど
の
社
会
科
学
的
側
面

か
ら
学
ぶ
学
科
で
あ
る
。
地
域
社
会
の
存
続
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
社
会
学
的
観
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
、
こ
の
学
科
の
特

色
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
食
品
栄
養
学
科
は
管
理
栄
養
士
養
成
学
科
で
あ
る
。

資
格
取
得
に
必
要
な
栄
養
学
や
公
衆
栄
養
学
、
調
理
学
な
ど
を

学
ぶ
。

　

本
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
他
学
科
の
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
１・

２
年
生
の
う
ち
に
４
学
科
合
同

の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、
１
年
次
に
農
学

概
論
と
と
も
に
「
食
と
農
の
倫
理
」
と
い
う
倫
理
学
に
関
す
る

授
業
を
配
置
し
、
さ
ら
に
「
食
と
農
の
循
環
実
習
」
と
い
う 

実
習
科
目
が
あ
る
。
こ
の
実
習
で
は
、
大
学
の
牧
農
場
で
、
作

物
の
植
え
付
け
か
ら
管
理
、
収
穫
ま
で
を
自
分
た
ち
の
手
で 

行
っ
て
、
植
物
の
成
長
と
循
環
を
学
ぶ
。
ま
た
、
収
穫
さ
れ
た

農
作
物
を
調
理
し
、
自
分
で
食
べ
て
み
た
り
、
加
工
製
品
を
作
っ

て
栄
養
成
分
の
残
存
性
を
検
証
し
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
農
作

物
の
一
部
を
商
品
と
し
て
販
売
す
る
と
い
っ
た
一
連
の
プ
ロ
セ

ス
を
実
際
に
体
験
で
き
る
授
業
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
実

習
が
４
学
科
全
員
の
必
修
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
学
科
の
枠

を
超
え
て
グ
ル
ー
プ
を
編

成
す
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
食
と
農
の
循

環
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
実
体
験
か
ら
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
形
成
し
て

い
る
。

　

食
料
農
業
シ
ス
テ
ム
学

科
や
食
品
栄
養
学
科
の
学

生
も
一
緒
に
な
っ
て
農
場

農学部生全員が使用する調理実習室

実習に先駆けて学生有志が参加した田植えの様子

明日への試み
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で
作
物
を
育
て
、
そ
れ
を

利
用
し
て
授
業
や
研
究
が

で
き
る
の
で
、
専
門
化
さ

れ
す
ぎ
た
農
学
で
は
補
え

な
か
っ
た
「
農
学
の
楽
し

み
」
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、

例
え
ば
食
品
栄
養
学
科
の

学
生
が
、
将
来
小
学
校
の

管
理
栄
養
士
お
よ
び
栄
養

教
諭
に
な
っ
た
場
合
、
農

地
に
出
か
け
て
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
購
入
し
て
給
食

に
用
い
、
食
育
教
育
の
現
場
に
も
直
接
生
か
す
こ
と
も
可
能
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
就
職
し
て
も
、
こ
の
１・
２
年
生
の
時
の

共
通
実
習
は
必
ず
役
に
立
つ
し
、
ま
た
農
学
部
生
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

■
５　
農
学
を
通
じ
て
地
域
を
学
び
、

　
　
　
世
界
に
も
飛
び
立
つ

　

現
代
社
会
の
問
題
は
、
必
ず
し
も
地
域
社
会
の
内
部
で
完
結

す
る
も
の
で
は
な
い
。
食
と
農
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
地
域
社
会
で
作
ら
れ
た
農
作
物
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
過
程
を
経
て
世
界
の
隅
々
ま
で
輸
出
さ
れ
、
逆
に
、
そ

こ
で
作
ら
れ
た
農
産
物
や
食
料
品
も
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
地
域

社
会
に
ま
で
入
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
基
盤
は
、
い
ず
れ
も
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

地
域
社
会
の
枠
組
み
の
中
で
は
、
独
自
の
食
文
化
、
食
生
活
、

農
業
技
術
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
存
続
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
、
科
学
一
般
の
知
的
枠
組
み
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
地

域
社
会
の
農
業
文
化
と
食
文
化
の
複
合
的
関
係
に
つ
い
て
も
実

習
を
通
し
て
学
ん
で
い
く
。

　

こ
う
し
た
経
験
は
、
将
来
、
世
界
各
地
の
地
域
社
会
の
存
続

や
農
業
の
発
展
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
場
合
も
、
役
に
立
つ

と
思
わ
れ
る
。
本
学
部
の
目
標
は
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

球
規
模
の
食
料・

農
業
問
題
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成
に
も
あ

る
。
海
外
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
単
に
外
国
語
だ
け
で
は
な

く
、
農
学
と
い
う
専
門
性
も
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

世
界
各
地
の
農
業
を
比
較
し
、
発
展
の
理
論
と
実
践
を
学
ぶ
こ

と
も
で
き
る
。
龍
谷
大
学
は
、
全
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
道

を
歩
ん
で
い
る
が
、
農
学
部
も
ま
た
、
農
学
を
通
じ
て
世
界
の

食
料・
農
業
問
題
の
解
決
へ
の
貢
献
を
考
え
て
い
る
。

「食の循環実習」で稲刈りを体験

103 大学時報　2015.11



１　
は
じ
め
に

　

聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
の
設
置
者
で
あ
る
学
校
法
人
聖
カ
タ
リ
ナ
学

園
は
、
聖
ド
ミ
ニ
コ
宣
教
修
道
女
会
を
経
営
母
体
と
し
、
１
９
２

５
年
に
愛
媛
県
に
お
い
て
初
め
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
教
育
機
関

と
し
て
松
山
美
善
女
学
校
（
現
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
高
等
学
校
）
を

開
校
し
た
。
現
在
、
聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
は
、
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
（
以

下
、
本
学
）
お
よ
び
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
短
期
大
学
部
の
ほ
か
、
高

等
学
校
を
３
校
、
幼
稚
園
を
５
園
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

高
等
教
育
機
関
で
あ
る
大
学・

短
大
の
建
学
の
精
神
は
「
愛
と
真

理
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
全

人
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
１
９
８
８
年
の
開
学
以
降
「
男
女
共
学
化
」「
学
部
名

称
の
変
更
」「
教
育
分
野
の
拡
充
」
と
い
っ
た
教
育
上
の
大
き
な
転

換
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
開
学
以
来
の
変
遷
を
た
ど
る
と

と
も
に
、
本
学
の
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
道
を
考
え
て
み
た
い
。

２　
社
会
福
祉
学
部
の
誕
生

　

本
学
は
、
聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
が
１
９
６
６
年
に
設
置
し
た
聖
カ

タ
リ
ナ
女
子
短
期
大
学
（
現
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
短
期
大
学
部
）
と

同
じ
愛
媛
県
北
条
市
（
現
松
山
市
）
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
県
内
唯

一
の
福
祉
系
４
年
制
大
学
と
し
て
１
９
８
８
年
に
開
学
し
た
。
開

学
時
の
学
部・

学
科
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
し
て
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
（
入
学
定
員
１
０
０
名
）

が
選
ば
れ
た
。
社
会
福
祉
学
科
で
は
、
社
会
福
祉
教
育
の
理
念
に

基
づ
き
、
社
会
福
祉
従
事
者
と
し
て
の
専
門
教
育
を
施
す
と
と
も

に
深
い
人
間
愛
に
基
づ
く
福
祉
観
に
つ
い
て
研
鑽
を
積
ま
せ
、
現

代
社
会
の
福
祉
に
貢
献
し
う
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
。
な

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

坂
原 

明
●
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
人
間
健
康
福
祉
学
部
教
授

健
康
福
祉
社
会
の
担
い
手
育
成
を
目
指
し
て
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お
、
社
会
福
祉
学
科
で
は
、
開
学
時
か
ら
社
会
福
祉
士
国
家
試
験

の
受
験
資
格
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
１
９
９
９
年
度
か
ら
は
、
精

神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
取
得
も
可
能
と
な
っ
た
。

そ
し
て
２
０
０
０
年
に
は
、
福
祉
人
材
育
成
の
充
実
を
目
指
し
、

介
護
福
祉
士
を
養
成
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
学
科
に
介
護
福
祉
専

攻
（
入
学
定
員
20
名
）
を
設
置
し
た
。

　

続
い
て
、
２
０
０

４
年
に
は
、
本
学
が

そ
れ
ま
で
重
視
し
て

き
た
臨
床
的
援
助
中

心
の
教
育
研
究
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
や

地
域
に
お
け
る
施
設

運
営
や
制
度
政
策
に

関
す
る
知
識
を
含

む
、
よ
り
広
範
な
福

祉
の
教
育
研
究
体
制

を
確
立
す
る
た
め
、

新
た
に
福
祉
経
営
学

科
（
入
学
定
員
１
０

０
名
）
を
設
置
し
、

松山美善女学校校舎

聖カタリナ女子短期大学開学当時のキャンパス
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男
女
共
学
化
を
実
施
し
た
。
こ
の
男
女
共
学
化
に
伴
い
、
大
学
名

を
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
大
学
か
ら
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
に
変
更
し
た
。

男
女
共
学
化
の
実
施
に
は
、
本
学
の
福
祉
教
育
の
門
戸
を
男
性
に

も
広
げ
る
と
と
も
に
、
大
学
進
学
者
の
福
祉
志
向
の
低
下
と
い
う

社
会
情
勢
に
も
対
応
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。

３　
福
祉
教
育
の
拡
充

　

１
９
８
０
年
代
以
降
、
日
本
を
含
む
多
く
の
先
進
諸
国
で
福
祉

国
家・

社
会
保
障
の
在
り
方
の
見
直
し
が
進
ん
だ
。
本
学
で
は
、

２
０
０
８
年
、
社
会
的
弱
者
を
支
援
す
る
従
来
型
の
福
祉
の
在
り

方
か
ら
、
全
て
の
人
の
健
康
と
生
き
が
い
を
支
援
す
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
（
健
康
で
幸
福
な
暮
ら
し
）
の
理
念
の
具
現
化
を
目
指
し
、

学
部
名
称
を
「
社
会
福
祉
学
部
」
か
ら
「
人
間
健
康
福
祉
学
部
」

に
変
更
し
、
新
し
い
教
育
研
究
目
的
を
掲
げ
た
。
そ
の
目
的
と
は

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
理
念
に
立
脚
し
、
人
間
の
健
康
と
福
祉
を

追
求
す
る
〝
健
康
福
祉
社
会
〟
づ
く
り
に
幅
広
く
貢
献
で
き
る
人

材
の
養
成
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
教
育
研
究
目
的
の
拡
充

に
よ
り
、
本
学
は
人
間
の
幸
福
を
探
求
す
る
総
合
的
な
人
間
科
学

の
体
系
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
学
部
名
の
変
更
と
と
も
に
、
本
学
は
既
存
の
福

祉
経
営
学
科
を
健
康
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に
改
組
し
た
。
こ

の
健
康
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に
は
、
従
来
の
福
祉
経
営
学
科

の
教
育
理
念
を
受
け
継
ぐ
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
（
入
学
定
員

50
名
）
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
は
も
と
よ
り
、
全
て
の
人

の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
専
門
家
の
養
成
を
目
指
し
た
健
康
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
（
入
学
定
員
50
名
）
を
設
置
し
た
。

社会福祉学部１号館
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４　
社
会
学
分
野
へ
の
教
育
の
拡
充

　

前
述
の
よ
う
に
、
本
学
は
２
０
０
４
年
に
男
女
共
学
化
を
実
施

し
た
。
共
学
化
以
前
の
学
生
（
女
子
）
の
就
職
先
は
、
社
会
福
祉

関
係
の
職
種
が
７
割
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
共
学
化
後
は
、

明
ら
か
に
一
般
企
業
を
就
職
先
に
選
ぶ
学
生
が
増
加
し
て
き
た
。

　

２
０
０
９
年
12
月
に
社
会
福
祉
学
科
と
健
康
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
の
３
年
生
に
対
し
て
行
っ
た
就
職
希
望
先
調
査
で
は
、
福

祉
関
係
を
希
望
す
る
学
生
は
全
体
の
29
％
に
と
ど
ま
り
、
43
％
の

学
生
が
一
般
企
業
を
就
職
先
に
希
望
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
学

生
の
就
職
希
望
動
向
に
対
し
、
学
部
の
教
育
研
究
目
的
と
の
整
合

を
図
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
変
革
が
可
能
で
あ
る
か
検
討
が
重
ね

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
既
存
の
学
問
分
野
の
社
会
福
祉
学
に
近
接

す
る
学
問
分
野
で
あ
る
社
会
学
を
基
礎
分
野
と
す
る
人
間
社
会
学

科
（
入
学
定
員
50
名
）
を
、
２
０
１
１
年
に
設
置
し
た
。

　

人
間
社
会
学
科
は
、
本
学
が
従
来
進
め
て
き
た
「
人
間
の
幸
福

の
探
求
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
新
た
に
社
会
学
と
心
理
学
の
分

野
に
教
育
研
究
を
拡
充
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
教
育
課
程
は
、

一
般
企
業
で
求
め
ら
れ
る
「
課
題
解
決
能
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
の
育
成
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

人
間
社
会
学
科
で
は
、「
社
会
調
査
士
」
を
は
じ
め
「
認
定
心
理

士
」、「
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
受
験
資
格
）」
な
ど
の
資
格
取
得
が

可
能
で
あ
る
。

５　
教
育
研
究
目
的
の
さ
ら
な
る
具
現
化
を 

　
目
指
し
て

　

本
学
で
は
、
２
０
１
１
年
に
人
間
健
康
福
祉
学
部
の
完
成
年
度

を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
教
育
活
動
の
全
般
的
な
検
証
を
行
っ
た
。

そ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
、
健
康
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に
設

置
さ
れ
て
い
る
健
康
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
の
学
生
に
対

し
て
、
同
専
攻
の
教
育
課
程
と
希
望
進
路
な
ど
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
課
程
に
つ
い
て
は
健
康
お
よ
び
ス
ポ
ー

ツ
系
の
授
業
の
増
加
を
希
望
す
る
回
答
が
多
く
、
同
時
に
、
将
来

の
進
路
と
し
て
は
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
志
望
し
て
い
る
学
生

が
全
体
の
６
割
を
占
め
た
。
し
か
し
、
同
専
攻
は
社
会
福
祉
学
を

そ
の
基
礎
分
野
と
し
て
い
た
た
め
に
、
教
育
内
容
が
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。

　

本
学
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生
の
ニ
ー
ズ
や
、
近
年
高
ま
り
つ
つ

あ
る
社
会
の
健
康
志
向
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
人
々
の
健
康
を
よ
り
増
進
さ
せ
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
を
発
展
的
に

改
組
し
、
２
０
１
４
年
に
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
（
入
学
定
員
60
名
）
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を
設
置
し
た
。
こ
の

新
学
科
の
教
育
研
究

目
的
は
、「
人
々
の
健

康
を
維
持・
増
進
す

る
た
め
の
健
康
指
導

や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
知
識・

技
術
の
習

得
と
健
康
な
社
会
づ

く
り
に
貢
献
す
る
社

会
学
を
基
礎
と
し
た

教
育
研
究
を
通
し

て
、
健
康
社
会
の
実

現
に
寄
与
で
き
る
人

材
の
養
成
を
目
指
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
で
は
、
本
学
部
の
教
育
研
究
目
的
で
あ
る

「
健
康
福
祉
社
会
」
の
実
現
に
寄
与
す
る
上
で
、
現
代
社
会
の
構
造

や
機
能
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
の
修
得
と
研
究
が
必
要
と
考
え
、

学
科
の
基
礎
と
な
る
学
問
の
「
社
会
学
」
に
「
体
育
関
係
」
を
加

え
た
分
野
を
も
っ
て
構
成
し
、
新
た
に
健
康
運
動
指
導
士
（
受
験

資
格
）、
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
保
健
体

育
）
の
取
得
を
可
能
と
し
た
。
な
お
、
改
組
前
の
健
康
福
祉
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
の
教
育
機
能
は
社
会
福

祉
学
科
社
会
福
祉
専
攻
の
教
育
課
程
に
吸
収
統
合
し
、
そ
の
機
能

の
継
続
を
図
っ
た
。

６　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
広
が
り

　

本
学
は
、先
に
述
べ
た
よ
う
に
開
学
以
降
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を

実
施
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
改
革
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し

て
い
く
た
め
に
は
、「
過
去
」
に
対
す
る
客
観
的
な
評
価
、「
現
在
」

の
課
題
に
対
す
る
分
析
と
対
応
、
さ
ら
に
は
、「
将
来
」
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
そ
の
実
行
を
可
能
に
す
る
計
画
の
立
案
が
必

須
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
去・

現
在・

将
来
に
対
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
方
に
基
づ
く
本
学
の
対
応
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
一
定
期
間
の
過
去
に
対
す
る
評
価
と
し
て
は
、
周
知
の

よ
う
に
、
７
年
ご
と
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
認
証
評
価

が
あ
る
。
本
学
は
、
こ
れ
ま
で
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
か

ら
２
回
の
大
学
評
価
を
受
審
し
て
い
る
。
小
規
模
大
学
に
と
っ
て
、

こ
の
評
価
受
審
作
業
の
負
担
は
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
作
業
の
過
程
を
通
し
て
、
教
育
を
充
実
す
る
た
め
の
新
た
な

組
織
体
の
設
置
が
行
わ
れ
る
な
ど
の
成
果
も
見
ら
れ
た
。

　

大
学
教
育
の
「
現
在
」
に
対
す
る
分
析
と
対
応
は
、
毎
年
度
、

全
学
科・

全
学
務
委
員
会
が
前
年
度
の
教
育
（
学
務
）
に
対
す
る

健康スポーツ学科の授業風景
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評
価
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
当
該
年
度
の
年
間
計
画
を
学
部

年
間
計
画
協
議
会
に
提
出
し
て
い
る
。
学
部
年
間
計
画
協
議
会
は

年
間
計
画
を
提
出
し
た
部
署
の
長
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
前
学
期

と
後
学
期
の
初
め
に
開
催
さ
れ
る
。
前
学
期
に
提
出
さ
れ
る
学
部

年
間
計
画
が
「
Ｐ
Ｄ
」
過
程
に
該
当
し
、
後
学
期
に
提
出
さ
れ
る

そ
れ
が
「
Ｃ
Ａ
」
過
程
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
大
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
学
長
を
は
じ
め
と
す
る

役
職
者
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
将
来
計
画

委
員
会
が
策
定
を
担

当
し
、
学
校
法
人
全

体
と
し
て
は
、
法
人

内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
中・
長
期
経
営
計

画
委
員
会
が
そ
の
任

を
担
う
体
制
と
な
っ

て
い
る
。
中・

長
期

計
画
委
員
会
で
は
、

大
学
を
含
む
学
園
の

全
設
置
校
の
中・

長

期
計
画
の
策
定
を
取

り
ま
と
め
て
い
る
が
、
近
年
は
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
な
ど
を
使
用
す
る

な
ど
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
学
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、

今
後
も
多
様
な
レ
ベ
ル
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
考
え
方
を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
計
画
性
を
も
っ
た
大
学
運
営
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
計
画
性
を
も
っ
た
大
学

運
営
を
進
め
る
た
め
に
は
、
管
理
者
レ
ベ
ル
の
教
職
員
に
対
し
て
、

大
学
運
営
に
関
す
る
教
育
を
よ
り
充
実
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

よ
う
。７　

ま
と
め

　

大
学
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
が
一
層
厳
し
く
な
る
中
、
大
学
の

存
在
意
義
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
自
大
学
の
教
育・

運
営
に

対
し
て
正
確
な
評
価
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
行
動
計
画
を
立
案

し
、
確
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
は
言
を

ま
た
な
い
。
し
か
し
、そ
の
結
果
の
成
否
は
、究
極
的
に
は
計
画
を

実
施
す
る
教
職
員
一
人
一
人
の
意
識
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

高
い
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
か
い
離
が
懸
念
さ
れ
る
我
が
国

に
お
い
て
、
一
人
一
人
が
健
康
に
そ
の
生
を
生
き
き
る
こ
と
が
で

き
る
「
健
康
福
祉
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
教
職
員
一
同
は

こ
れ
か
ら
も
学
生
の
育
成
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

聖カタリナホールとパイプオルガン
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

２
０
１
５
年
７
月
７
日
、
上
智
大
学
の
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

色
と
り
ど
り
の
浴
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
学
生
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い

た
。
約
１
５
０
０
人
が
一
堂
に
集
い
、
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
七
夕

の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
国
籍
や
文
化
を
超
え
た
多
様
な
学
生
の
笑
顔

と
活
気
で
満
ち
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
学
生
の
ア
イ
デ
ア

が
形
と
な
り
実
現
し
た
、「
上
智
浴
衣
デ
ー
」
で
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

１　
「
上
智
浴
衣
デ
ー
」
と
は

　
「
普
通
の
日
に
ち
ょ
っ
と
特
別
な
こ
と
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト 

に
、
通
常
の
授
業
日
に
浴
衣
を
着
用
し
て
登
校
す
る
。
こ
れ
が
「
上

智
浴
衣
デ
ー
」（
以
後
、
浴
衣
デ
ー
）
で
あ
る
。
一
見
、
た
だ
の
お

祭
り
イ
ベ
ン
ト
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
開

催
意
義
は
「
留
学
生
に
楽
し
く
日
本
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

学
生
間
の
国
際
交
流
を
活
性
化
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

浴
衣
の
着
用
は
あ
く
ま

で
も
「
き
っ
か
け
」
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
異
文
化
理
解

こ
そ
が
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
が
目
指
す
成
果
と 

な
る
。

　

こ
の
た
め
、
留
学
生

向
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
用
意
し
て
い
る
。
本
学
の
和
室
で
は
、
書
道
部
の
協
力
に
よ

り
「
書
道
体
験
」
を
開
催
。
ま
た
、
企
業
協
力
の
も
と
廉
価
で
浴

衣
を
販
売
し
、
着
付
け
サ
ー
ク
ル
が
着
用
の
補
助
を
行
う
。
企
画

の
実
施
を
通
し
て
、
運
営
に
協
力
す
る
学
生
と
留
学
生
の
交
流
は

活
性
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
浴
衣
割
」
と
称
し
て
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド

の
割
引
販
売
を
す
る
な
ど
、
日
本
人
学
生
に
と
っ
て
は
自
国
の
伝

統
文
化
を
啓
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
文
化
に
触
れ
、
相
互

理
解
を
促
進
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
企
画
の
実
現

に
向
け
て
は
大
学
事
務
局
と
の
協
働
も
欠
か
せ
ず
、
在
学
生
と
教

職
員
を
含
む
大
学
全
体
を
一
つ
に
つ
な
ぐ
「
き
っ
か
け
」
と
も
な
っ

学
生
発
の
新
た
な
文
化

～
浴
衣
で
彩
る
国
際
交
流
～

［
上
智
大
学
］

新
妻 
佳
祐
●
上
智
大
学
学
生
局
学
生
セ
ン
タ
ー

《
記
念
日
編
》

本学和室で開催された「書道体験」
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て
い
る
。

２　

始
ま
り
は
、
上
智
大
学
の
創
立
１
０
０
周
年

　
「
浴
衣
デ
ー
」
開
催
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
３
年
に
本
学
が
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
記
念
す
べ
き
こ

の
年
を
学
生
も
主
体
的
に
盛
り
上
げ
た
い
と
し
て
、
20
人
の
学
生

が
「
１
０
０
周
年
学
生
委
員
会
」
を
結
成
し
た
。
学
生
セ
ン
タ
ー

が
支
援
す
る
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
企
画
を
推
し
進
め
て
き
た

中
に
、
こ
の
「
浴
衣

デ
ー
」
が
あ
っ
た
。
当

時
の
代
表
学
生
は
、「
多

く
の
人
が
参
加
し
や
す

く
、
話
題
に
し
た
い
と

い
う
思
い
で
浴
衣
の
着

用
を
企
画
し
た
。
浴
衣

デ
ー
を
き
っ
か
け
に
、

多
く
の
上
智
大
生
に
創

立
１
０
０
周
年
を
祝
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

初
め
て
実
施
し
た
こ

の
年
、
約
１
２
０
０
人
の
学
生
が
参
加
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
「
浴

衣
デ
ー
」
の
情
報
や
写
真
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
学
生
発
の
新

た
な
試
み
は
予
想
を
超
え
る
反
響
と
な
っ
た
。
上
智
の
新
た
な
文

化
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
た
学
生
た
ち
は
、
代
表
学
生
が
兼
務
す

る
課
外
活
動
団
体
に
運
営
を
移
管
し
、
こ
の
「
ち
ょ
っ
と
特
別
」

な
日
の
実
現
を
継
承
し
て
い
る
。

３　

こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
、
世
界
を
つ
な
ぐ
絆

　

す
べ
て
の
学
部
が
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
結
す
る
本
学
は
、

日
常
的
に
学
生
が
国
際
色
豊
か
な
環
境
を
体
感
で
き
る
「
多
様
性

の
凝
縮
の
場
」
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
や
文
化
的
背
景
を
持

つ
人
々
が
織
り
な
す
場
で
、
相
互
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
「
浴
衣
デ
ー
」
は
、
学
生
が
発
信
す
る
上
智
の
新
た
な
文
化
と

し
て
、
学
生・

教
職
員
か
ら
永
く
愛
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。
特
に
、
入
学
し
て
間
も
な
い
新
入
生
に
と
っ

て
は
、
上
智
の
特
色
を
肌
で
感
じ
、
国
際
交
流
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
お
り
、
開
催
前
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は

実
施
を
楽
し
み
に
す
る
声
も
多
い
。「
浴
衣
デ
ー
」
は
今
後
も
多
様

な
学
生
同
士
を
つ
な
ぎ
、
豊
か
な
学
生
生
活
を
形
成
す
る
一
つ
の

貴
重
な
機
会
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

本学学長（前列中央）と
大学公式キャラクター「ソフィアンくん」も浴衣で参加
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

南
山
外
国
語
専
門
学
校
か
ら
出
発
し
た
南
山
大
学
が
、
１
学
部

４
学
科
（
文
学
部
英
文・

仏
文・
独
文・

中
国
文
学
科
）
か
ら
な

る
新
制
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
１
９
４
９
年
の
こ
と
で

あ
る
。
設
立
母
体
は
、
前
年
に
財
団
法
人
南
山
学
園
の
経
営
を
カ

ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
か
ら
委
譲
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
男
子
修
道

会
、
神
言
修
道
会
で
あ
る
。
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
経
て
、

現
在
で
は
８
学
部
17
学
科
、
８
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と

成
長
、
２
０
１
７
年
に
は
国
際
教
養
学
部
（
仮
称・

設
置
構
想
中
）

も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
、
南
山
大
学
の
二
大
特
徴
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
つ
は
、
当
初
か
ら
世
界
に
目
を
向
け
る

大
学
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界

観
に
基
づ
く
教
育
で
あ
る
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
」
と
い
え
ば
、
多
義
的
概
念
で
あ
る
が
、

南
山
の
い
う
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
観
に
軸
足
を
お
く
世

界
理
解
の
探
求
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

第
三
代
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
は
、
小
冊
子
『
南
山
大
学
の

教
育
理
念
』
の
中
で
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
共
通
の
教
育
理
念
を
次
の

よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
独
自

の
尊
厳
を
有
す
る
人
格
的
存
在
と
し
て
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
、
神

に
向
か
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
間
の
完
成
は
、
自
己
が
有
限
で

あ
り
他
者
に
開
か
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
な
が
ら
行
う
他

者
と
の
対
話
、
交
わ
り
、
す
な
わ
ち
愛
の
う
ち
に
実
現
さ
れ
る
」。

　

本
学
の
教
育
モ
ッ
ト
ー
「
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
」
は
、
こ
の

理
念
の
端
的
な
表
現
で
あ
る
。
こ
の
モ
ッ
ト
ー
を
具
現
化
す
る
た

め
、
開
学
当
初
か
ら
宗
教
に
関
す
る
科
目
が
置
か
れ
て
い
る
。
神

言
修
道
会
所
属
の
教
員
が
中
心
と
な
り
、
現
在
は
１
年
次
必
修
の

「
宗
教
論
」
と
２
年
次
必
修
の
「
キ
リ
ス
ト
教
概
論
」
が
開
講
さ
れ

て
い
る
。
１
９
９
５
年
か
ら
は
、
全
学
共
通
教
育
科
目
の
中
に
選

択
必
修
の
「
人
間
の
尊
厳
科
目
」
が
設
け
ら
れ
、
学
生
は
思
想
史
、

生
命
倫
理
、
政
治
経
済
、
民
族
問
題
な
ど
広
範
な
分
野
か
ら
選
択

し
、
そ
れ
ら
諸
領
域
と
人
間
の
尊
厳
と
の
関
わ
り
を
学
ん
で
い
る
。

　

南
山
教
育
の
沿
革
に
紙
幅
を
費
や
し
た
の
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
（
イ

エ
ス
の
降
誕
祭
）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
そ
も
そ
も
人
間
の
尊
厳

降 
誕 
祭

―
人
間
の
尊
厳
が
輝
く
と
き
―

［
南
山
大
学
］西

脇 
純
●
南
山
大
学
人
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
教
授

《
記
念
日
編
》
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を
祝
う
祭
日
だ
か
ら
で
あ
り
（
神
が
人
と
な
っ
た
こ
と
を
人
間
性

の
祝
福
と
み
る
）、「
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す

る
本
学
の
降
誕
祭
が
、
そ
の
よ
う
な
南
山
教
育
の
い
わ
ば
一
つ
の

果
実
と
し
て
、
学
生
側
の
発
案
に
よ
り
、
自
主
的
に
始
ま
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
全
学
行
事
と
し
て
祝
わ
れ
始
め
た
の
は
、
開
学
か
ら

40
年
も
過
ぎ
た
１
９
８
９
年
、
実
に
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、
14
名
の
学
生
有
志
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
学

内
で
盛
大
に
祝
い
た
い
と
声
を
上
げ
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
ら
の
希

望
を
受
け
止
め
た
指
導
司
祭
（
チ
ャ
プ
レ
ン
）
が
学
内
窓
口
と
な
っ

て
協
力
を
呼
び
掛
け
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
当
時
の
案
内
文
書

に
は
、
ミ
サ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
ほ
か
、
構
内
に
馬
小
屋
を
設
け
、

昼
休
み
に
ク
リ
ス
マ
ス・

キ
ャ
ロ
ル
の
音
楽
テ
ー
プ
（
！
）
や
、

学
生
が
事
前
に
練
習
し
た
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
い
、
こ
れ
を
構
内
放
送

す
る
な
ど
の
企
画
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
も
、
降
誕
祭
実
行
委
員
会
と
い
う
学
生
有
志
団
体
が
企
画

運
営
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
毎
年
12
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
で
は
や
26
回
目
を
迎
え
る
。
第
一
部
の
聖
式
は
大
学
に

隣
接
す
る
神
言
神
学
院
大
聖
堂
で
開
催
さ
れ
、
聖
書
朗
読
、
学
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
管
弦
楽
団
有
志
、
聖
歌
隊
ら
に
よ
る
演
奏
、

各
学
生
団
体
の
代
表
に
よ
る
祈
り
な
ど
が
荘
厳
に
行
わ
れ
る
。
第

二
部
の
ク
リ
ス
マ
ス・

パ
ー
テ
ィ
ー
は
ロ
ゴ
ス
セ
ン
タ
ー
（
キ
リ

ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
）
に
場
を
移
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
で

盛
り
上
が
る
。
毎
年
、
降
誕
祭
の
最
後
を
締
め
る
の
は
キ
ャ
ン
ド

ル
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
灯
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
が
照
ら
す
中
、
代
々

の
先
輩
が
伝
え
た
祈
り
が
唱
え
ら
れ
る
。「
…
…
私
達
は
こ
れ
か
ら

も
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
い
き
ま
す
。
道
の
り
の
途
中
で
、
迷
い
、

立
ち
止
ま
り
、
悔
や
み
、
歩
く
の
を
や
め
よ
う
と
思
う
時
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
今
日
こ
の
灯
火
が
皆
様
の
道
の
り
を
照

ら
し
、
暖
め
て
く
れ
る
存
在
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、
人
々

の
中
に
あ
っ
て
光
り
輝
く
存
在
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。」

　

先
輩
た
ち
が
遺
し
た
自
主
精
神
の
灯
が
、
今
年
も
輝
き
を
放
つ
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

大
学
創
立
記
念
日
と
大
学
記
念
日
の
違
い

　

専
修
大
学
に
は
大
学
創
立
記
念
日
と
大
学
記
念
日
が
あ
る
。
な

ぜ
２
つ
も
記
念
日
が
あ
る
の
か
不
思
議
に
思
う
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

大
学
創
立
記
念
日
と
は
そ
の
言
葉
の
通
り
、
専
修
大
学
が
創
立

さ
れ
た
日
を
記
念
す
る
日
で
あ
る
。
専
修
大
学
の
前
身
で
あ
る
専

修
学
校
は
、
明
治
13
年
９
月
16
日
に
、
福
沢
諭
吉
が
簿
記
の
普
及

を
目
的
に
銀
座
に
設
立
し
た
簿
記
講
習
所
に
お
い
て
開
校
式
を
行
っ

た
。
日
本
で
初
め
て
法
律
学
と
経
済
学
を
体
系
的
に
教
授
す
る
高

等
教
育
機
関
の
誕
生
で
あ
る
。
相
馬
永
胤・

田
尻
稲
次
郎・

目
賀

田
種
太
郎・

駒
井
重
格
の
創
立
者
４
名
を
含
む
講
師
陣
と
入
学
生

が
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
の
発
足
を
祝
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
大
学
記
念
日
は
創
立
者
で
あ
る
相
馬
永
胤
と
田
尻
稲
次

郎
の
慶
事
に
由
来
す
る
。
大
正
11
年
10
月
30
日
、
全
国
各
地
で
学

制
頒
布
50
年
を
記
念
す
る
催
事
が
催
さ
れ
た
。
中
で
も
東
京
帝
国

大
学
構
内
で
挙
行
さ
れ
た
記
念
祝
典
で
は
、
前
年
に
摂
政
に
就
任

し
た
皇
太
子・

裕
仁
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
「
教
育
勅
語
」
を
奉

読
す
る
な
ど
、
そ
の
様
子
は
各
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

学
制
頒
布
50
年
記
念
祝
典
は
、
明
治
23
年
10
月
30
日
に
発
布
さ

れ
た
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」、
い
わ
ゆ
る
「
教
育
勅
語
」
と
、
明

治
５
年
に
公
布
さ
れ
た
日
本
最
初
の
近
代
学
校
制
度
に
関
す
る
基

本
法
令
で
あ
る
「
学
制
」
と
い
う
明
治
期
を
代
表
す
る
２
つ
の
教

育
関
連
法
令
を
記
念
し
た
祝
典
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
部
省

や
教
育
関
係
者
は
こ
の
日
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
。
そ
の
一
つ
に
、
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
教
育
事
業

に
従
事
し
た
全
国
１
５
６
名
の
功
労
者
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　

私
立
実
践
女
学
校
（
現
実
践
女
子
大
学
）
の
初
代
校
長
を
務
め

る
な
ど
女
子
教
育
の
振
興
に
生
涯
を
捧
げ
た
下
田
歌
子
、
東
亜
同

文
書
院
（
現
愛
知
大
学
）
院
長
も
務
め
た
杉
浦
重
剛
と
い
っ
た
、

当
時
の
著
名
な
教
育
者
た
ち
が
名
を
連
ね
る
中
に
、
専
修
大
学
か

ら
も
、
学
長・

相
馬
永
胤
と
学
監・

田
尻
稲
次
郎
の
２
名
が
選
ば

れ
た
の
で
あ
る

　

私
立
大
学
関
係
者
か
ら
表
彰
さ
れ
た
の
は
相
馬・

田
尻
の
両
名

「
大
学
創
立
記
念
日
」
と

「
大
学
記
念
日
」

［
専
修
大
学
］

瀬
戸
口 

龍
一
●
専
修
大
学
総
務
部
次
長

《
記
念
日
編
》
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の
み
と
い
う
こ
と
で
本
学
関
係
者
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
そ
こ
で
大

正
14
年
に
学
則
改
訂
を
行
っ
た
際
に
10
月
30
日
を
本
学
記
念
日
と

定
め
、
こ
れ
以
降
、
休
日
と
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

大
正
期
や
昭
和
期
の
学
則
で
は
、
両
記
念
日
は
同
じ
く
大
学
記

念
日
と
さ
れ
、
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
創
立
１
０
０
周
年
の

年
（
昭
和
56
年
）
に
、
初
め
て
９
月
16
日
を
大
学
創
立
記
念
日
、

10
月
30
日
を
大
学
記
念
日
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

大
学
記
念
日
か
ら
大
学
祭
へ

　

実
は
、
こ
の
大
学
記
念
日
は
、
毎
年
約
６
万
人
も
が
集
ま
る
専

修
大
学
の
一
大
行
事
「
鳳
祭
」
と
深
い
関
係
が
あ
る
。

　

大
正
14
年
、
本
学
記
念
日
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
祝
賀
会
が
同
年

10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
。
当
初
、
あ
く
ま
で
も
記
念
日
制
定
の

た
め
の
祝
賀
会
と
考
え
て
い
た
大
学
当
局
は
、
祝
賀
会
の
あ
ま
り

の
盛
況
ぶ
り
に
驚
く
と
と
も
に
、
学
生
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
以

降
、「
大
学
記
念
日
」
の
前
後
に
大
学
祭
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

こ
の
時
期
、
専
修
大
学
は
、
創
立
者
た
ち
の
相
次
ぐ
逝
去
や
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
関
東
大
震
災
と
い
っ
た
危
機
を
乗
り
越

え
る
べ
く
種
々
の
施
策
を
打
ち
出
す
。
大
学
記
念
日
の
制
定
も
そ

の
一
つ
で
あ
り
、
大
学
祭
の
開
催
に
よ
っ
て
学
内
の
一
体
化
が
図

れ
る
の
で
あ
れ
ば
と
い
う
強
い
思
い
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
思
惑
通
り
、
大
学
祭
は
年
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
学
内

だ
け
で
な
く
、
豊
島
園
や

多
摩
川
園
（
昭
和
54
年
に

閉
園
）
な
ど
で
も
開
催
さ

れ
た
。
園
内
を
仮
装
行
列

や
専
大
踊
り
が
練
り
歩
く

様
子
は
多
く
の
見
物
客
を

集
め
た
と
、
当
時
の
新
聞

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

　

鳳
祭
と
い
う
現
在
の
名

称
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和

40
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

鳳
は
校
章
や
校
歌
で
も
使

用
さ
れ
て
い
る
専
修
大
学

の
建
学
の
精
神
の
象
徴
で

あ
り
、
学
生
に
も
な
じ
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
名
が
採
用

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

大
学
記
念
日
は
当
初
、
創
立
者
の
栄
誉
を
讃
え
る
た
め
に
制
定

さ
れ
た
。
し
か
し
大
学
祭
と
い
う
公
認
イ
ベ
ン
ト
の
日
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、学
生
に
と
っ
て
も
大
切
な
日
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 豊島園において行われた創立記念の大祝賀会（昭和6年）
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ゼ
ミ
へ
の
参
加
資
格
は 

ゼ
ミ
合
宿
に
参
加
す
る
勇
気
が
あ
る
こ
と

山
岡　
重
太
さ
ん
は
亜
細
亜
大
学
経
営
学
部
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
ゼ
ミ
形
式

に
よ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
基
礎
演
習
（
パ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
）
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

日
は
、
そ
の
ゼ
ミ
合
宿
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

重
太　
印
象
力
を
鍛
え
る
合
宿
を
２
泊
３
日
で
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
で
６
回
目
に
な
り
ま
す
。

合
宿
の
様
子
を
撮
影
し
た
動
画
を
ウ
ェ
ブ
で
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
私
の
ゼ
ミ
は
、

１
年
次
に
私
の
「
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
実
務
論
」
を

履
修
し
た
２
～
４
年
生
が
対
象
で
、
ゼ
ミ
合
宿
に

参
加
し
た
学
生
は
女
子
も
男
子
も
合
宿
中
に
お
い

お
い
泣
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
ゼ
ミ
生
の
選
抜
時

に
は
「
ゼ
ミ
合
宿
に
参
加
す
る
勇
気
が
あ
る
こ
と
」

を
条
件
に
選
抜
し
て
い
ま
す
。

山
岡　
ゼ
ミ
合
宿
で
学
生
が
お
い
お
い
泣
い
た
り
、

参
加
に
勇
気
が
必
要
と
は
…
…
。
驚
き
で
す
。

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

印
象
評
論
家
、
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
Ⓡ

重
太 

み
ゆ
き
さ
ん
に
聞
く

し
げ
た・

み
ゆ
き

獨
協
大
学
経
済
学
部
卒
。

国
際
線
客
室
乗
務
員
や
都

内
老
舗
ホ
テ
ル
勤
務
を
経

て
、
現
在
は
日
本
初
の
イ

ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ナ
ー
Ⓡ

と
し
て
年
間
２
５

０
回
以
上
の
講
演
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
ほ
か
、

亜
細
亜
大
学
経
営
学
部
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
非
常
勤
講
師

を
務
め
る
。

聞
き
手 

山
岡
三
子
さ
ん
●
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー・

名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
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重
太　
決
し
て
私
が
厳
し
く
叱
っ
た
り
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　

私
は
「
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
教
育
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
印
象
力
で
み
ん
な
が
光
り

輝
く
こ
と
を
使
命
に
し
て
い
ま
す
。「
自
分
の
良
さ

を
他
人
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
自

分
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
自
分
の
こ

と
を
き
ち
ん
と
表
現
し
よ
う
ね
」
と
い
っ
て
、
そ

れ
を
自
ら
の
力
で
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
学
生
た

ち
は
お
い
お
い
泣
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

山
岡　
今
の
学
生
は
「
悟
っ
て
い
る
」「
冷
め
て
い

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、「
お
い
お
い
泣
く
」
ほ
ど

熱
く
な
る
も
の
で
す
か
？

重
太　
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
人

生
で
自
分
の
内
面
に
向
き
合
う
こ
と
を
避
け
て
き

た
学
生
も
応
募
し
て
き
ま
す
。「
今
ま
で
の
自
分
を

変
え
た
い
」
と
願
っ
て
、
泣
き
泣
き
書
い
た
の
で

あ
ろ
う
、
涙
が
乾
い
て
塩
の
跡
が
付
い
た
レ
ポ
ー

ト
用
紙
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

人
は
「
自
分
を
変
え
た
い
」「
夢
や
希
望
を
も
っ

て
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
っ
た
目
標
を
設
定
す
る
と
、

も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
る
も
の
で
す
。
目

標
を
も
っ
た
学
生
が
、
ゼ
ミ
合
宿
中
に
自
分
で
設

定
し
た
目
標
に
対
し
て
「
自
分
は
も
っ
と
で
き
る
、

が
ん
ば
れ
る
は
ず
だ
と
思
う
自
分
」
が
「
で
き
な

い
、
が
ん
ば
れ
な
い
自
分
」
に
直
面
す
る
こ
と
で
、

悔
し
く
て
泣
い
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

「
ラ
イ
バ
ル
は
自
分
」「
人
と
比
べ
な
い
」 

「
昨
日
の
自
分
を
超
え
る
」

山
岡　

ゼ
ミ
合
宿
で
テ
ー
マ
に
据
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。

重
太　
「
自
分
を
超
え
る
」
で
す
。「
ラ
イ
バ
ル
は

自
分
」「
人
と
比
べ
な
い
」「
昨
日
の
自
分
を
超
え

る
」
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　

第
一
志
望
で
入
学
し
た
学
生
ば
か
り
で
は
な
い

の
で
、
い
ま
な
ぜ
こ
の
大
学
に
い
る
の
か
、
そ
れ

は
き
っ
と
こ
こ
に
来
る
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
こ
の
仲
間
と
こ
の
教
室
で
が
ん
ば
る
た
め
に

こ
こ
に
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
素
直
に
受
け
止

め
、
感
謝
し
、
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

巣
立
ち
方
を
し
よ
う
と
言
う
と
、
学
生
は
自
分
を

超
え
よ
う
と
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

私
が
大
学
で
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
７
年

前
、
金
髪
に
ク
ジ
ャ
ク
の
よ
う
な
ま
つ
げ
を
付
け
、

駅
前
の
床
に
座
り
込
ん
で
た
む
ろ
し
て
い
た
女
子

学
生
を
教
え
る
こ
と
に
な
る
と
知
っ
て
愕
然
と
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う

学
生
が
私
の
授
業
に
来
て
、「
先
生
、
私
、
変
わ
り

た
い
！
」
と
言
う
の
で
す
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
や
っ

て
み
よ
う
と
話
し
、
１
年
た
つ
と
、「
感
じ
の
い
い

学
生
さ
ん
ね
。

う
ち
の
孫
の
嫁

に
」
と
お
ば
あ

さ
ん
か
ら
声
を

掛
け
ら
れ
る
く

ら
い
変
わ
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

学
生
も
、
自

分
が
こ
う
す
る

こ
と
が
周
り
の

人
の
気
分
を
よ

く
さ
せ
る
も
の
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な
の
だ
と
気
付
き
、
本
当
に
求
め
ら
れ
る
自
分
と

は
何
だ
ろ
う
、
自
分
が
求
め
て
い
る
自
分
っ
て
何

だ
ろ
う
と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
も

の
す
ご
く
が
ん
ば
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時

に
学
生
が
発
揮
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
た
る
や
、
も
う

く
や
し
く
な
る
く
ら
い
大
き
く
、
教
え
て
い
て
楽

し
い
で
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
本
質
は 

「
あ
り
が
た
い
」と
い
う
心

山
岡　
重
太
ゼ
ミ
に
入
り
た
い
か
ら
亜
細
亜
大
学

に
入
学
し
た
と
い
う
学
生
が
い
る
な
ど
、
ゼ
ミ
や

授
業
を
通
し
て
、
先
生
が
学
生
の
心
に
火
を
つ
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
す
が
、

普
段
の
授
業
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

重
太　
１
回
目
の
授
業
で
は
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

と
は
何
か
？
」
を
学
生
に
問
い
か
け
ま
す
。
あ
な

た
が
最
近
感
じ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
と
言
う
と
、
電
車
で
お
年
寄
り

に
席
を
譲
っ
た
、
道
で
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
な
ど
の
答

え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
私
は
「
そ
れ
は
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
問
題
提

起
を
し
ま
す
。

山
岡　
そ
れ
は
そ
れ
で
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

重
太　
も
ち
ろ
ん
、
席
を
譲
る
こ
と
自
体
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
が
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は
何

か
？
」
を
深
く
深
く
考
え
て
い
く
と
、「
席
を
譲
ら

せ
て
い
た
だ
け
る
自
分
で
よ
か
っ
た
」
と
い
う
思

い
に
至
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
が
最
も
喜
ぶ
こ
と
は
何
か
、
な
ぜ
仕
事
を
し

た
い
の
か
、
ど
ん
な
と
き
に
う
れ
し
か
っ
た
か
を

学
生
に
尋
ね
る
と
、
１
０
０
人
が
１
０
０
人
、
あ

り
が
と
う
と
言
わ
れ
た
瞬
間
を
挙
げ
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
お
金
を
い
た
だ
い
た
う
え
に
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
関
連
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
に
、

お
客
様
か
ら
あ
り
が
と
う
と
感
謝
さ
れ
る
仕
事
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
に
は
、
お

給
料
が
低
い
な
ど
の
理
由
で
辞
め
て
い
く
人
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
人
が
一
番
幸
せ
を
感
じ
る
心
の

報
酬
を
こ
ん
な
に
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
す
る
心
か
ら
芽
生
え
る
の
が
真
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
あ
っ
て
、「
し
て
あ
げ
る
」
こ
と
が
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
で
は
な
い
の
で
す
。

山
岡　
自
分
が
席
を
譲
る
こ
と
の
で
き
る
状
況
に

あ
る
と
い
う
事
へ
の
感
謝
が
、
大
切
な
の
で
す
ね
。

重
太　
譲
っ
て
も
ら
う
側
は
、
譲
っ
て
く
れ
た
人

か
ら
譲
る
べ
き
人
だ
と
思
わ
れ
た
か
ら
譲
っ
て
も

ら
え
た
。
一
方
で
、
譲
っ
た
側
は
、
譲
る
こ
と
が

で
き
る
立
場
に
自
分
が
今
い
ら
れ
る
こ
と
に
、
あ

り
が
た
い
と
感
じ
る
気
持
ち
が
必
要
で
、
感
謝
を

表
現
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
気
持
ち
を

重
太
み
ゆ
き
さ
ん
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も
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
気
持
ち
は
立
ち
居
振
る
舞

い
に
に
じ
み
出
て
く
る
も
の
で
す
。
そ
う
な
る
と

す
べ
て
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
思
い
が
湧
い

て
き
ま
す
。
学
生
に
は
、
そ
う
い
う
生
き
方
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

山
岡　
そ
の
一
歩
深
い
と
こ
ろ
に
、
学
生
た
ち
は

つ
い
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

重
太　
私
を
超
え
る
ほ
ど
つ
い
て
き
て
く
れ
、
卒

業
時
に
は
本
当
に
立
派
な
こ
と
を
話
す
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
心
か
ら
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
岡　
私
の
自
宅
に
先
生
の
ご
著
書
が
数
冊
あ
り
、

以
前
か
ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
出

演
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
も
拝
見
し
て
い
ま
す

が
、
今
の
よ
う
な
深
く
て
熱
い
お
話
は
あ
ま
り
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

重
太　
は
い
。
特
に
テ
レ
ビ
番
組
で
は
、
誰
に
で

も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
と
意
識
し
て
、
切
り
取
っ

て
お
話
し
し
て
い
ま
す
。
本
に
つ
い
て
も
、『
人
は

０・

５
秒
で
選
ば
れ
る
！
』
を
初
め
て
執
筆
す
る

時
に
、
出
版
社
に
自
分
は
こ
う
い
う
本
を
書
き
た

い
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
内
容
が
深
す
ぎ
て

激
し
す
ぎ
る
の
で
、
初
め
て
の
執
筆
で
そ
こ
ま
で

書
い
て
し
ま
う
と
、
一
般
に
は
受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
い
つ
か
理
解
し
、

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
信
じ

て
、
ま
ず
は
１
冊
目
を
出
し
ま
し
ょ
う
と
い
わ
れ

て
、
出
版
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

印
象
力
を
鍛
え
る
と
は 

精
神
力
を
鍛
え
る
こ
と

山
岡　
お
話
か
ら
は
「
道
（
み
ち
）」
に
通
じ
る
理

論
を
お
持
ち
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
感
じ
る
の
で
す

が
、
そ
う
し
た
お
考
え
か
ら
「
印
象
道
」
と
い
う

お
考
え
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
で
す
ね
。

重
太　
は
い
。
印
象
力
を
鍛
え
よ
う
と
す
る
と
、

自
動
的
に
精
神
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
印
象
と
い

う
の
は
、
き
れ
い
に
お
化
粧
す
る
と
か
着
飾
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
本
当
は
内
面
か
ら
に
じ
み

出
て
く
る
も
の
が
発
す
る
外
面
の
力
だ
と
い
う
こ

と
を
お
伝
え
し
た
い
の
で
す
。

山
岡　
先
生
の
お
考
え
の
コ
ア
の
部
分
は
そ
こ
に

あ
っ
て
、
今
は
広
め
る
段
階
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

重
太　
以
前
は
、
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
Ⓡ

と
言
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
思
わ
れ
た
ほ
ど
で

す
。
日
本
人
は
こ
れ
ま
で
、
印
象
力
と
い
う
力
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
他
人
に
与
え
る
印
象
と
い
う

も
の
を
ま
っ
た
く
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
ど
ん
な
に
真
心
が
あ
っ
て
も
、

人
様
に
伝
え
た
い
と
き
に
伝
え
た
い
こ
と
を
な
か

な
か
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
世
界
の
人
々
は

「
言
い
た
い
こ
と
」
を
激
し
く
伝
え
よ
う
と
努
力
し

ま
す
が
、
日
本
人
は
遠
慮
し
す
ぎ
て
う
ま
く
伝
え

山
岡
三
子
さ
ん
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る
こ
と
が
で
き
な
い
傾
向
が
強
く
、
上
手
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
ま
ず
は
外
見
を

ち
ょ
っ
と
工
夫
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
大
事
で
す
。

専
門
学
校
で
教
え
、ホ
テ
ル
に
勤
務
し
た 

経
験
か
ら
生
ま
れ
た「
印
象
道
」

山
岡　
外
見
に
も
気
を
付
け
つ
つ
、
精
神
面
の
コ

ア
の
道
に
入
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。
先
生
の
そ
う

し
た
印
象
力
と
か
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

発
想
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

重
太　
最
初
に
印
象
が
大
事
だ
と
感
じ
た
の
は
、

専
門
学
校
で
ア
ル
バ
イ
ト
で
教
え
た
時
で
し
た
。

当
時
は
ガ
ン
グ
ロ
と
か
ヤ
マ
ン
バ
と
い
っ
た
驚
く

よ
う
な
化
粧
が
流
行
っ
た
時
代
で
し
た
が
、
そ
う

し
た
容
姿
の
学
生
も
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
Ｃ
Ａ

（
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
言
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、
メ
イ
ク
を
上

品
に
し
た
り
、
髪
の
毛
を
黒
く
し
て
外
見
を
整
え
、

面
接
で
の
話
し
方
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
人
に
与

え
る
印
象
を
変
え
て
就
職
試
験
を
受
け
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
学
校
全
体
で
年
に
１
人
い
る
か
ど
う

か
だ
っ
た
Ｃ
Ａ
の
合
格
者
が
、
私
の
特
別
講
座
を

受
け
た
学
生
の
90
％
以
上
が
合
格
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
政
治
家
の
方
々
も
よ
く
利
用
さ
れ
る

ホ
テ
ル
に
勤
め
た
の
で
す
が
、
政
治
家
の
方
々
っ

て
、
皆
さ
ん
お
話
の
内
容
は
誰
よ
り
も
国
の
こ
と

を
考
え
た
お
話
を
い
つ
も
さ
れ
て
い
る
の
に
、
全

然
国
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
を
し
て
い

な
い
し
、ち
ょ
っ
と
横
柄
だ
っ
た
り
し
て
、迫
力
が

あ
る
と
い
う
か
、
威
圧
感
が
あ
る
の
で
す
ね
。
あ

る
日
、
私
が
お
茶
を
出
し
に
行
っ
た
と
き
に
「
君

は
ど
う
思
う
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、「
お
尋
ね

の
件
に
つ
い
て
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
す
ご

く
素
敵
な
お
考
え
を
お
持
ち
な
の
に
、
せ
っ
か
く

の
お
考
え
が
容
姿
や
態
度
か
ら
は
な
か
な
か
伝

わ
っ
て
こ
な
い
の
で
、
応
援
は
し
て
も
ら
え
な
い

と
思
い
ま
す
」
と
う
っ
か
り
言
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。「
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
」
と
聞
か
れ
、「
私
が
言
っ
た
と
お
り
に
テ

レ
ビ
で
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
と
、翌
日

の
テ
レ
ビ
の
討
論
番
組
で
そ
の
と
お
り
に
や
っ
て

く
だ
さ
り
、
驚
く
ほ
ど
評
判
が
よ
か
っ
た
よ
う
で
、

私
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
納
得
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
な
方
の
ご
相
談
に
応
じ
て

い
る
と
、
現
在
の
会
社
の
社
長
か
ら
、
私
が
や
っ

て
い
る
こ
と
は
欧
米
で
は
メ
デ
ィ
ア
ト
レ
ー
ナ
ー

が
担
う
仕
事
な
の
だ
か
ら
、
プ
ロ
に
な
る
べ
き
だ

と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時
は
プ
ロ
に
な
る
な

ど
と
い
う
気
持
ち
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
何

年
か
た
っ
て
、
い
ま
の
私
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う

と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
改
め
て
一
緒
に
や
り

ま
せ
ん
か
と
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
よ
う

や
く
、
ど
う
す
れ
ば
印
象
が
よ
く
な
る
か
に
つ
い

て
追
究
し
て
み
よ
う
と
決
心
し
た
の
で
す
。

　

最
初
は
仕
事
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
あ
る
の
は
お

金
が
な
く
て
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
ら
れ
な
い
車
だ
け

の
な
か
、
そ
れ
ま
で
に
思
っ
た
り
考
え
た
り
し
て

き
た
こ
と
を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
絵
に
し
た
り
、

文
字
に
テ
キ
ス
ト
化
し
て
も
ら
っ
た
り
と
い
う
こ

と
を
半
年
間
続
け
て
、
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
Ⓡ

に
つ
い
て
の
考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。

山
岡　
Ｃ
Ａ
や
ホ
テ
ル
勤
務
で
の
苦
労
や
経
験
を

1202015.11　大学時報



通
じ
て
体
得
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
文

字
化
す
る
過
程
は
、
ご
自
身
と
の
対
話
ば
か
り
で
、

孤
独
な
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ほ
か
に
や
れ
る
こ
と
が
な
い
」 

必
死
で
取
り
組
ん
だ「
経
験
」の
テ
キ
ス
ト
化

重
太　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
ほ
か
に
私
に

や
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
、
あ
の
お
客
様
は
ど

う
し
て
素
敵
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
あ
の
Ｃ
Ａ
は
ど

う
し
て
人
気
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
私
は
な
ぜ
だ

め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
あ
の
人
は
な
ぜ
説
得
力
が

あ
る
の
だ
ろ
う
、
あ
の
人
は
ど
う
し
て
嫌
わ
れ
た

の
だ
ろ
う
と
、
ず
っ
と
思
い
出
し
な
が
ら
、
こ
う

す
れ
ば
良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と

を
、
全
て
情
報
に
変
え
て
い
く
こ
と
を
続
け
ま 

し
た
。

　

い
つ
か
は
大
学
で
教
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
感
性
だ
け
で
教
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、
き
ち
ん
と
教
え
る
た
め
に
は
、
自
分
の
知
識

や
経
験
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
を
テ
キ
ス
ト
化
し

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
必
死
で
記
憶
の
糸

を
た
ど
り
、
自
分
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
を
掘
り
起
こ

し
な
が
ら
ま
と
め
ま
し
た
。

山
岡　
ご
著
書
に
は
、
面
接
の
と
き
の
座
り
方
や

浴
衣
の
着
こ
な
し
方
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ウ

ツ
ー
も
の
も
記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
読
む
と

理
解
、
納
得
も
す
る
の
で
す
が
、
自
分
で
は
気
付

か
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
あ
あ
い
っ
た
細
か

い
ポ
イ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
に
し
て
見
つ
け
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

重
太　
自
分
で
思
い
当
た
る
の
は
、
人
が
好
き
な

ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
、
頭
の
中
に
ビ
デ
オ
の

録
画
、
ス
ロ
ー
再
生
、
一
時
停
止
機
能
が
あ
っ
て
、

街
を
歩
い
て
い
て
も
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た
り
き
れ

い
な
人
を
見
る
と
ス
ロ
ー
再
生
し
た
り
一
時
停
止

し
た
り
し
て
、
そ
れ
を
自
分
で
も
や
っ
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

山
岡　
私
が
こ
う
し
て
コ
ッ
プ
を
持
つ
と
き
、
ど

こ
に
注
目
さ
れ
る
の
で
す
か
。

重
太　
小
指
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
第
二
関
節
は

曲
が
っ
て
い
る
か
、
コ
ッ
プ
の
ど
こ
を
持
っ
て
い

る
か
な
ど
で
す
。
第
二
関
節
の
と
こ
ろ
だ
け
を
グ

ラ
ス
に
付
け
る
よ
う
に
し
て
持
つ
と
、
と
て
も
女

性
ら
し
く
見
え
ま
す
。
ど
こ
を
ど
う
持
て
ば
印
象

が
い
い
の
か
、
そ
れ
を
自
分
で
も
鏡
を
見
な
が
ら

や
っ
て
み
て
検
討
し
ま
す
。
い
ら
い
ら
し
て
い
る

男
性
は
、
絶
対
に
手
の
ひ
ら
ま
で
を
コ
ッ
プ
に
付

け
て
持
っ
て
い
る
の
で
、
接
客
時
に
そ
う
い
う
人

を
見
か
け
た
ら
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
れ
ば
い

い
か
考
え
る
わ
け
で
す
。

山
岡　
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
変
え
る
の
で
す
ね
。

重
太　
い
ら
い
ら
し
て
い
る
と
思
っ
た
瞬
間
に
、

コ
ッ
プ
の
水
滴
で
手
が
濡
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、

新
し
い
お
し
ぼ
り
を
置
い
て
お
く
と
、
お
客
様
の

態
度
が
和
ら
ぐ
の
で
す
。

山
岡　
通
常
は
、
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
だ
け
に
一

所
懸
命
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
こ
ま
で
気
や
心
を

配
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
い
で
す
よ
ね
。

重
太　
た
ぶ
ん
、
私
の
場
合
は
そ
れ
が
趣
味
み
た

い
な
も
の
で
、
楽
し
い
の
で
、
全
然
苦
に
な
ら
な

い
し
、
自
分
が
予
想
し
た
と
お
り
に
そ
の
人
が
行

動
す
る
と
快
感
を
覚
え
る
の
で
す
。

山
岡　
日
々
、
仕
事
と
学
び
を
両
立
さ
れ
る
こ
と
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は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
の
で
す
が
、
お
疲
れ
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
休
ん
で
い
て
も
、
気
が
付
く
と
ほ

か
の
人
を
分
析
し
て
い
た
り
し
て
。

重
太　
私
、
疲
れ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
。

「
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
を
芽
生
え
さ
せ
た 

あ
る
少
女
と
の
出
会
い

山
岡　
昔
か
ら
疲
労
を
感
じ
な
い
体
質
で
い
ら
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
疲
れ
を
知
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
た
、
分
岐
点
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ

た
の
で
す
か
。

重
太　
や
は
り
そ
れ
は
、
感
謝
の
気
持
ち
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
体
調
を
崩
し
て
大
き
な
手
術
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
Ｃ
Ａ
を
辞
め
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し

た
。
手
術
が
成
功
し
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、

手
術
後
は
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
け
ば
い
い
の
か

と
、
身
も
心
も
心
底
ど
ん
底
で
、
１
カ
月
後
に
Ｃ

Ａ
を
辞
め
、
手
術
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
あ
る
日
、
本
の
朗
読
を
頼
ま
れ
て
あ
る
施
設

へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
を
読
み
終
わ
る
と
、
車
椅
子
の
女
の
子
が
「
お

姉
さ
ん
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
さ
ん
な
ん
で
し
ょ
。

ど
こ
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
？
」
と
話
し
か
け

て
き
た
ん
で
す
。「
昨
日
は
大
阪
に
行
っ
て
き
た

よ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
け

ど
、
最
近
は
体
調
が
よ
く
な
い
か
ら
海
外
に
は
行

け
な
い
ん
だ
。
昨
日
は
ね
、
飛
行
機
が
揺
れ
て
い

た
か
ら
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
配
る
時
間
が
15
分

間
し
か
な
く
て
疲
れ
ち
ゃ
っ
た
」。「
何
杯
配
っ
た

の
？
」
と
聞
か
れ
た
当
時
の
私
は
疲
れ
切
っ
て
い

た
の
で
、「
50
杯
配
る
つ
ま
ら
な
い
仕
事
だ
っ
た

よ
」
と
答
え
る
と
、「
か
っ
こ
い
い
な
」
と
言
わ
れ

た
の
で
す
。「
ど
う
し
て
？
」
と
聞
く
と
、「
昨
日

は
お
母
さ
ん
が
私
の
部
屋
の
掃
除
を
し
て
く
れ
て

い
た
の
。
暑
か
っ
た
か
ら
麦
茶
を
い
れ
て
あ
げ
よ

う
と
思
っ
て
、
冷
蔵
庫
ま
で
行
く
の
に
車
椅
子
で

20
分
、
冷
蔵
庫
か
ら
お
茶
を
い
れ
る
の
に
15
分
、

や
っ
と
麦
茶
を
入
れ
て
、
お
母
さ
ん
を
呼
ん
で
『
は

い
ど
う
ぞ
』
と
言
お
う
と
思
っ
た
ら
、
手
が
し
び

れ
て
ガ
チ
ャ
ン
っ
て
コ
ッ
プ
を
割
っ
ち
ゃ
っ
た
の
。

『
お
茶
が
飲
み
た
か
っ
た
ら
お
母
さ
ん
を
呼
べ
ば
よ

か
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
自
分
で
し
よ
う
と
し
た

の
。
無
理
し
な
く
て
い
い
の
よ
』
っ
て
言
う
か
ら
、

お
母
さ
ん
に
い
れ
て
あ
げ
た
か
っ
た
と
言
え
な

か
っ
た
の
。
で
も
お
姉
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
い
つ
で

も
50
杯
い
れ
て
あ
げ
ら
れ
る
ね
。
お
姉
ち
ゃ
ん
み

た
い
に
な
り
た
か
っ
た
な
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
初
め
て
、
お
客
さ
ん
が
「
お
か

わ
り
を
持
っ
て
こ
い
」「
走
っ
て
も
っ
て
こ
い
」
と

言
う
の
は
、
私
が
愛
想
が
い
い
か
ら
言
い
や
す
い
、

重太みゆきさん（右）と山岡三子さん
（2015年9月8日 私学会館にて）
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す
ぐ
に
持
っ
て
き
て
く
れ
そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら

な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。「
お
姉

ち
ゃ
ん
は
一
生
、
不
平
不
満
は
言
わ
ず
に
、
す
べ

て
感
謝
で
受
け
止
め
る
ね
」
と
そ
の
女
の
子
に
約

束
し
て
、
そ
れ
か
ら
19
年
半
、
一
度
も
不
平
不
満

を
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

山
岡　
そ
の
女
の
子
が
、
重
太
さ
ん
が
19
年
半
、

約
束
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
ら
喜
ぶ
で

し
ょ
う
ね
。

重
太　
そ
れ
以
来
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
あ

り
が
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
不
平
不
満
を
言
わ

ず
に
い
た
ら
、
疲
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

い
や
だ
な
と
思
う
人
に
は
会
わ
な
く
な
っ
た
し
、

い
や
な
こ
と
が
起
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
実
体
験
を
私
自
身
が
し
て
い
る
の
で
、
み
な
さ

ん
に
も
、
不
平
不
満
を
言
わ
ず
に
感
謝
で
乗
り
越

え
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
、
ご
自
身
で
そ
う
い
う
転
機
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

山
岡　
獨
協
大
学
で
の
学
生
時
代
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。

幸
せ
だ
か
ら
笑
う
の
で
は
な
く
、 

幸
せ
に
な
る
た
め
に
笑
う

重
太　
大
学
で
は
、
勉
強
も
そ
う
で
す
が
、
い
ろ

い
ろ
な
先
生
や
同
級
生
、
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
な
ど

に
知
り
合
え
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
私
は
本
当

に
自
由
人
で
、
卒
業
前
に
無
人
島
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

山
岡　
無
人
島
で
す
か
？

重
太　

ワ
ニ
や
サ
ル
と
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

（
笑
）。
は
じ
め
は
イ
ギ
リ
ス
に
１
カ
月
の
留
学
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
ま
っ
た
く
性
に
合
わ
ず
、
２

週
間
で
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ

の
ま
ま
帰
っ
た
ら
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
よ
う
で
い
や
だ
っ
た
の
で
、
マ
レ
ー
シ

ア
に
寄
り
、
テ
ィ
オ
マ
ン
島
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん

の
こ
ぐ
ボ
ー
ト
で
無
人
島
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
火
を
お
こ
す
道
具
や
銛
を
く
れ
た
の

で
、
魚
を
捕
っ
て
浜
辺
で
焼
い
た
り
、
小
さ
い
ワ

ニ
や
サ
ル
の
群
れ
と
仲
良
く
な
っ
た
り
。
無
人
島

で
の
生
活
は
、
こ
ん
な
に
自
分
の
性
に
合
う
と
こ

ろ
は
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
入
社
式
に
出
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
帰
る
時
は
発
煙
筒

を
焚
い
て
島
に
迎
え
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
帰

国
後
、
航
空
会
社
の
入
社
式
に
行
っ
た
ら
、
15
キ

ロ
く
ら
い
太
っ
て
い
た
う
え
に
真
っ
黒
に
日
焼
け

し
て
い
て
、
ず
い
ぶ
ん
叱
ら
れ
ま
し
た
。

山
岡　
ジ
ャ
ン
グ
ル
暮
ら
し
で
太
っ
た
の
で
す
か
。

重
太　
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
フ
ル
ー
ツ
と
魚
だ
け
で
、

こ
ん
な
に
太
っ
た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
入
社
後

は
カ
ッ
ト
し
た
ニ
ン
ジ
ン
や
ダ
イ
コ
ン
を
常
に
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
お
い
て
、
そ
れ
だ
け
を
食
べ
て

い
た
ら
半
年
で
元
に
戻
り
ま
し
た
。

山
岡　
最
後
に
今
後
の
夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

重
太　
私
は
、
世
界
中
を
笑
顔
に
し
た
い
で
す
ね
。

幸
せ
だ
か
ら
笑
う
の
で
は
な
く
て
、
幸
せ
に
な
る

た
め
に
笑
う
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
イ
ン
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
Ⓡ

で
伝
え
続
け
、
学
生
に
も

教
え
た
い
。
一
番
大
き
な
夢
は
、
笑
顔
で
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
世
界

中
の
人
み
ん
な
が
笑
う
瞬
間
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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栗く
り

田た 
充み

ち

治は
る

亜
細
亜
大
学
学
長

　

池
島
政
広
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

10
月
１
日
付
で
学
長
に
就
任
し
た
。
任
期

は
３
年
間
。
広
島
県
生
ま
れ
、
１
９
７
５

年
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
倫

理
学
専
修
博
士
課
程
を
修
了
。
１
９
９
０

年
本
学
教
養
部
教
授
、
２
０
０
１
年
国
際

関
係
学
部
教
授
。
こ
れ
ま
で
学
生
委
員
長
、

教
務
委
員
長
、
入
試
委
員
長
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
。
対
外

活
動
で
は
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
大
学
問

題
研
修
運
営
委
員
会
委
員
、
東
都
大
学
野

球
連
盟
理
事
、
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習

協
会
理
事
、
武
蔵
野
市
民
社
会
福
祉
協
議

会・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
武
蔵
野
運

営
委
員
長
な
ど
を
務
め
た
。

　

専
門
は
倫
理
学
で
、
本
学
着
任
当
初
か

ら
教
職
課
程
科
目
を
担
当
。
い
ち
早
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
を
導
入
し
、
社
会
に
通

用
す
る
学
生
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
地

域
社
会
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
築
い
て
き
た
。

１
９
９
９
年
に
発
生
し
た
台
湾
中
部
大
地

震
で
は
、
本
学
か
ら
学
生・

教
職
員
有
志

１
３
５
名
に
よ
る
災
害
救
援
隊
を
派
遣
し

た
際
の
本
部
長
で
も
あ
っ
た
。
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
ら
ず
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
分
野
で
も
多
く
の
実
績
を
持
つ
。

　

本
学
の
建
学
精
神
「
自
助
協
力
」
を
堅

持
し
、
亜
細
亜
大
学
ら
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
と
、
中
央
線
沿
線
で
最
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
盛
ん
な
大
学
を
目
指

し
て
邁
進
し
た
い
と
の
こ
と
。

　

著
書
に
は
『
ま
あ
る
い
地
球
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア・

キ
ー
ワ
ー
ド
１
４
５
─
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
習
事
典
』（
編
著
、
２
０
０
３
、

春
風
社
）
な
ど
が
あ
る
。

加か

瀬せ 

公き
み

夫お

国
際
大
学
学
長

　

北
岡
伸
一
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

２
０
１
５
年
10
月
に
学
長
に
就
任
し
た
。

　

新
学
長
は
１
９
４
９
年
千
葉
県
生
ま
れ
。

１
９
７
２
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学

部
卒
業
、
１
９
９
６
年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

大
学
経
営
大
学
院
経
営
学
博
士
取
得
。
米

州
開
発
銀
行
評
価
局
な
ど
を
経
て
、
２
０

１
３
年
国
際
大
学
国
際
経
営
学
研
究
科
研

究
科
長
、
２
０
１
４
年
同
副
学
長
就
任
。

　

専
門
分
野
は
全
社
戦
略
。
著
書
に
『
欧

州
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
教
授
が
見
た 

好
業
績
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
意
思
決
定
─
戦
略
判
断
２
つ
の
型
─
』

加
瀬
公
夫
、
サ
エ
ス
―

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス 

フ

ラ
ン
シ
ス
コ
、
お
よ
び
リ
ケ
ル
メ 

エ
ル
ナ

ン
（
高
垣
行
男
監
訳
、
２
０
０
６
）、『
現

代
戦
略
分
析
』
ロ
バ
ー
ト・

Ｍ・

グ
ラ
ン

ト
（
翻
訳
、
２
０
０
８
）
な
ど
。

　

本
学
は
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
高
度
な

専
門
知
識
を
持
っ
た
職
業
人
の
育
成
を
目

指
す
全
寮
制
の
大
学
院
大
学
で
、
全
授
業

を
英
語
で
行
っ
て
い
る
。
国
際
経
営
学
研

究
科
は
、
世
界
ビ
ジ
ネ
ス・

ス
ク
ー
ル・

ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
０
０
位
以
内
に
日
本
で

唯
一
ラ
ン
ク
イ
ン
。
国
際
関
係
学
研
究
科

は
、
特
に
ア
ジ
ア
の
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
修
了
生
は
１
１
５
カ
国
３
８

０
０
名
に
及
ぶ
。
２
０
１
４
年
に
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
に
選
定

さ
れ
、
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る

ア
フ
リ
カ
か
ら
の
大
学
別
留
学
生
受
け
入

れ
で
は
２
年
連
続
で
最
多
で
あ
る
。

　

新
学
長
は
、
以
上
の
よ
う
な
国
際
的
な

環
境
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、

世
界
と
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

新
会
員
代
表
者
紹
介

1242015.11　大学時報



末す
え

安や
す 
堅け

ん

二じ

名
古
屋
学
院
大
学
理
事
長

　

稲
垣
隆
司
前
理
事
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
８
月
３
日
付
で
末
安
堅
二
理
事
が
理

事
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

末
安
新
理
事
長
は
１
９
４
４
年
福
岡
県

生
ま
れ
。
１
９
６
７
年
横
浜
市
立
大
学
商

学
部
卒
業
後
、
株
式
会
社
東
海
銀
行
に
入

行
。
専
務
執
行
役
員
東
京
地
区
代
表
を
経

て
、
２
０
０
２
年
株
式
会
社
中
京
銀
行
に

入
行
。
取
締
役
頭
取
、
２
０
１
１
年
か
ら

取
締
役
会
長
を
歴
任
し
た
。
２
０
１
２
年

か
ら
本
法
人
理
事
を
務
め
る
。

　

名
古
屋
学
院
大
学
は
２
０
１
４
年
大
学

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
。「
敬
神
愛
人
」 

を
建
学
の
精
神
に
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の

大
学
と
し
て
人
間
性
と
国
際
性
を
柱
と
す

る
教
育
を
一
貫
し
て
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
社
会
に
貢
献
す
る
大
学
、
有
為
な
人
材

の
輩
出
を
目
指
し
「
名
古
屋
学
院
大
学
中

長
期
計
画
―Look Forw

ard 2014- 
2023

―
」
を
策
定
。
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。

　

新
理
事
長
は
就
任
に
あ
た
り
、「
本
学
の

守
る
べ
き
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
、
将
来

を
見
据
え
て
変
え
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を

見
極
め
、
変
革
す
べ
き
こ
と
に
は
果
敢
に

取
り
組
む
洞
察
力
と
勇
気
が
求
め
ら
れ
る
。

８
学
部
11
学
科
と
い
う
整
っ
た
体
制
の
一

層
の
充
実
に
向
け
、
主
体
的
に
行
動
し
よ

う
」
と
語
る
。

　

趣
味
は
、
大
学
時
代
に
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
た
男
声
合
唱
。
本
番
の
ス
テ
ー
ジ
よ

り
も
、
音
楽
に
謙
虚
に
ひ
た
む
き
に
取
り

組
め
る
練
習
の
方
が
好
き
だ
が
、
時
間
確

保
が
難
し
く
断
続
的
な
活
動
と
な
ら
ざ
る

を
得
ず
不
完
全
燃
焼
状
態
と
話
す
。

片か
た

野の 

光み
つ

男お

福
岡
女
学
院
看
護
大
学
学
長

　

十
時
忠
秀
前
学
長
の
学
校
法
人
福
岡
女

学
院
理
事
長
就
任
に
伴
い
、
８
月
１
日
付

で
学
長
に
就
任
し
た
。

　

片
野
新
学
長
は
１
９
４
９
年
大
分
県
生

ま
れ
。
１
９
７
４
年
九
州
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
同
大
学
第
一
外
科
へ
入
局
。
そ

の
後
、
九
州
大
学
附
属
病
院
第
一
外
科
、

佐
賀
医
科
大
学
消
化
器
外
科
な
ど
に
勤
務
。

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
留
学
を
経
て
、
１
９

８
３
年
佐
賀
医
科
大
学
助
手
と
な
り
、
１

９
８
９
年
同
大
学
講
師
、
１
９
９
９
年
九

州
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
腫
瘍
制
御

学
分
野
教
授
。
２
０
０
３
年
九
州
大
学
大

学
院
医
学
研
究
院
先
端
医
療
医
学
部
門
教

授
、
２
０
１
１
年
九
州
大
学
医
学
研
究
院

医
学
研
究
院
長・

医
学
部
長
、
２
０
１
４

年
九
州
大
学
医
学
研
究
院
附
属
総
合
コ

ホ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
務
め
る
。

　

専
門
分
野
は
消
化
器
外
科
、
腫
瘍
免
疫

学
、
免
疫
療
法
、
腫
瘍
生
物
学
、
緩
和
外

科
な
ど
。
特
に
、
近
年
は
形
態
形
成
シ
グ

ナ
ル
系
を
標
的
と
し
た
が
ん
治
療
法
の
開

発
、
緩
和
外
科
医
療
の
提
唱
と
普
及
、
腫

瘍
幹
細
胞
療
法
開
発
の
た
め
の
基
礎
研
究
、

が
ん
微
小
環
境
制
御
に
よ
る
が
ん
免
疫
療

法
、
低
酸
素
と
が
ん
な
ど
の
テ
ー
マ
を
研

究
対
象
と
し
て
い
る
。
著
書
は
『
外
科
医

の
た
め
の
癌
免
疫
療
法
の
理
論
と
実
際
』

ほ
か
、
著
書・

論
文
多
数
。

　

学
長
就
任
式
で
は
、「
学
生
、
教
職
員
が

な
ん
の
た
め
の
大
学
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
日
々
成
長
、
自

覚
で
き
る
よ
う
な
大
学
づ
く
り
に
励
み
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

新
学
長
紹
介
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片か
た

野の

光み
つ

男お

福
岡
女
学
院
看
護
大
学
学
長
。
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
同
大
学
医
学
部
第
一
外
科
入
局
後
、

医
学
研
究
院
医
学
研
究
院
長
、
医
学
部
長
な
ど
を
歴

任
。
専
門
は
消
化
器
外
科
、
腫
瘍
免
疫
学
な
ど
。

廣ひ
ろ

瀬せ

良り
ょ
う

弘こ
う

駒
澤
大
学
学
長
。
駒
澤
大
学
大
学
院
日

本
史
学
専
攻
博
士
課
程
満
期
退
学
。
文
学
博
士
。
同

大
学
文
学
部
教
授
な
ど
を
経
て
、
’13
よ
り
現
職
。
前

日
本
歴
史
学
協
会
会
長
。
専
門
は
日
本
禅
宗
史
。

今い
ま

尾お

　
真ま

こ
と

明
治
学
院
大
学
学
生
部
長
、
法
学
部
教

授
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
退
学
。
’12
よ
り
現
職
。
専
門
は
民
法
。

編
著
『
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
の
た
め
の
民
事
法
入
門
』。

北ほ
う

條じ
ょ
う

英ひ
で

勝か
つ

武
蔵
野
大
学
人
間
科
学
部
教
授
、
学
生

部
長
。
’98
東
洋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
修
士
（
社
会
学
）。
専

門
は
社
会
学
理
論
、
文
化
社
会
学
、
社
会
調
査
論
。

平ひ
ら

山や
ま

令れ
い

二じ

中
央
大
学
法
学
部
教
授
、
前
学
生
部
長
。

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。

専
門
は
ド
イ
ツ
語
、
ド
イ
ツ
文
学
。
著
書
は
『
ド
イ

ツ
語
文
法
』
な
ど
。

桂か
つ
ら

良り
ょ
う

太た

郎ろ
う

立
命
館
大
学
国
際
関
係
学
部
教
授
、
学

生
部
副
部
長
。
放
送
大
学
客
員
教
授
。
関
西
大
学
大

学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専

門
は
国
際
福
祉
学
、
平
和
学
、
里
山
論
。

阿あ

藤と
う
正ま

さ
道み

ち

専
修
大
学
商
学
部
教
授
、
学
生
部
長
。
’86

名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
化
学
専
攻
博
士
課

程
後
期
単
位
取
得
退
学
。
理
学
博
士
。
’10
よ
り
現
職
。

岩い
わ

崎さ
き

日ひ

出で

男お

園
田
学
園
女
子
大
学
人
間
健
康
学
部

教
授
、
教
学
支
援
部
長
。
高
野
山
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
修
士
（
密
教

学
）。
専
門
は
唐
代
密
教
の
歴
史
と
思
想
。

難な
ん

波ば

功こ
う

士じ

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
。
東
京

大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
専
門

は
広
告
史
、
若
者
文
化
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
な
ど
。
主

著
『「
就
活
」
の
社
会
史
』、『
大
二
病
』
ほ
か
。

宮み
や
は
ら原

　
明あ

き
ら

学
校
法
人
関
西
学
院
理
事
長
。
’62
関
西

学
院
大
学
商
学
部
卒
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
、
代
表
取
締
役
副
会
長
を
歴
任

し
、
’13
よ
り
現
職
。

金か
ね

子こ

大だ
い

輔す
け

法
政
大
学
総
務
部
庶
務
課
主
任
。

林は
や
し　

克か
つ

己み

国
立
大
学
法
人
三
重
大
学
防
災
室
長
。

中な
か

村む
ら

匡ま
さ

志し

学
校
法
人
関
西
大
学
総
務
局
総
務
課

長
。
’94
関
西
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
。
同
大
学

財
務
局
出
納
課
、
総
務
局
人
事
課
、
堺
事
務
局
堺
キ
ャ

ン
パ
ス
事
務
室
を
経
て
、
’14
よ
り
現
職
。

越お

智ち

祐ゆ
う

子こ

名
古
屋
学
院
大
学
経
済
学
部
講
師
。
’07

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
社
会
学
）。
同
志
社
女

子
大
学
を
経
て
、
’14
よ
り
現
職
。

朴ほ
う

澤ざ
わ

泰や
す

男お

国
立
教
育
政
策
研
究
所
高
等
教
育
研
究

部
総
括
研
究
官
。
’03
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
。
’15
よ
り
現
職
。

主
著
『
高
等
教
育
機
会
の
地
域
格
差
』（
近
刊
）。

兒こ

玉だ
ま

幸ゆ
き

憲の
り

慶
應
義
塾
広
報
室
事
務
員
。
慶
應
義
塾

大
学
商
学
部
卒
。
’07
慶
應
義
塾
に
入
職
し
、
以
来
、

広
報
業
務
に
携
わ
り
現
在
に
至
る
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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内な
い

藤と
う

克か
つ

幸ゆ
き

亜
細
亜
大
学
経
済
学
部
講
師
。
’12
京
都

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士

（
経
済
学
）。
京
都
大
学
経
済
研
究
所
Ｇ
―

Ｃ
Ｏ
Ｅ
研

究
員
を
経
て
、
’13
よ
り
現
職
。

赤あ
か
塚つ

か
睦む

つ
男お

筑
紫
女
学
園
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
。

熊
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了
。
専
門
は
日
本

文
学
、
太
宰
府
学
。
編
著
『
太
宰
府
市
史・

文
芸
資

料
編
』。

末す
え

原は
ら

達た
つ

郎ろ
う

龍
谷
大
学
農
学
部
長
、
教
授
。
京
都
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。
農
学

博
士
。
京
都
大
学
大
学
院
教
授
を
経
て
’15
か
ら
現
職
。

主
著
『
人
間
に
と
っ
て
農
業
と
は
何
か
』
な
ど
。

坂さ
か

原は
ら

　
明あ

き
ら

聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
人
間
健
康
福
祉
学
部

教
授
、
大
学
附
属
図
書
館
長
、
人
間
文
化
研
究
所
長
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
社
会
環
境
学
専

攻
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

新に
い

妻づ
ま

佳け
い

祐す
け

上
智
大
学
学
生
局
学
生
セ
ン
タ
ー
専
任

職
員
。
’05
上
智
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
。

西に
し
脇わ

き

　
純じ

ゅ
ん

南
山
大
学
人
文
学
部
教
授
。
’01
在
ト
リ
ア
ー

教
皇
庁
認
可
神
学
部
博
士
課
程
修
了
。博
士（
神
学
）。

論
文
「
カ
ロ
リ
ン
グ
期
に
お
け
る
聖
歌
歌
唱
の
霊
性
に

つ
い
て
：
悔
恨com

punctio

を
め
ぐ
っ
て
」
ほ
か
。

瀬せ

戸と

口ぐ
ち
龍り

ゅ
う

一い
ち

専
修
大
学
総
務
部
大
学
史
資
料
課
。
’03

専
修
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学
。
日

本
近
世
史
専
攻
。
共
著
『
専
修
大
学
の
歴
史
』『
番
付

で
読
む
江
戸
時
代
』
ほ
か
。

重し
げ

太た

み
ゆ
き

獨
協
大
学
経
済
学
部
卒
。
国
際
線
客

室
乗
務
員
や
都
内
老
舗
ホ
テ
ル
勤
務
を
経
て
、
現
在

は
日
本
初
の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
Ⓡ

と
し

て
年
間
２
５
０
回
以
上
の
講
演
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
ほ
か
、
亜
細
亜
大
学
経
営
学
部
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。

山や
ま

岡お
か

三み
つ

子こ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

　

文
部
科
学
省
高
大
接

続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議

か
ら
、
日
本
私
立
大
学

連
盟
と
日
本
私
立
大
学
協
会
で
構
成
す

る
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
（
私
大

団
連
）
宛
に
、
同
会
議
が
２
０
１
５
年

９
月
に
と
り
ま
と
め
た
「
中
間
ま
と
め
」

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と

を
受
け
、
当
連
盟
で
は
教
育
研
究
委
員

会
で
と
り
ま
と
め
た
意
見
を
私
大
団
連

意
見
書
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　

私
大
団
連
高
等
教
育
改
革
委
員
会
に

お
け
る
協
議
結
果
を
経
て
、
10
月
28
日

開
催
の
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議

で
は
、
当
連
盟
教
育
研
究
委
員
会
の
松

本
亮
三
委
員
長
か
ら
、
①
高
大
接
続
に

伴
う
大
学
教
育
・
入
試
改
革
に
お
け
る

私
立
大
学
の
多
様
な
個
性
の
最
大
限
の

尊
重
へ
の
配
慮
、
②
高
等
学
校
教
育
改

革
、
大
学
教
育
改
革
、
高
大
接
続
改
革

が
国
家
百
年
の
計
を
担
う
重
要
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
拙
速
の
回
避
、

③
約
80
％
の
大
学
生
が
私
立
大
学
に
在

籍
し
て
い
る
と
い
う
事
実
と
、
私
立
大

学
の
多
様
性
・
独
自
性
を
尊
重
し
た
諸

改
革
を
進
展
す
る
た
め
の
配
慮

―
な

ど
を
主
な
内
容
と
す
る
意
見
を
意
見
書

に
基
づ
き
具
申
し
た
。

ト
ピ
クス
ッ

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
９
月
８
日
㈫　
第
６
回
常
務
理
事
会
、

第
５
回
理
事
会
に
出
席

●
10
月
13
日
㈫　

日
本
私
立
大
学
団
体

連
合
会 

役
員
会
に
出
席

●
10
月
13
日
㈫　

日
本
私
立
大
学
団
体

連
合
会 

私
立
大
学
災
害
対
策
特
別
委
員

会
に
出
席

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
な
ら
び

に
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
は
、
東
日

本
大
震
災
発
生
以
降
、
被
災
地
に
係
る

復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
被
災
地
お
よ
び

東
京
に
お
い
て
開
催
し
、
被
災
地
の
支

援
と
復
旧・

復
興
に
向
け
私
立
大
学
が

果
た
す
役
割
と
国
の
支
援
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

　

５
年
目
を
迎
え
る
本
年
は
、
今
後
も

被
災
し
た
大
学
や
学
生
へ
の
支
援
の
取

組
み
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

ま
で
の
開
催
趣
旨
と
成
果
を
踏
ま
え
、

私
立
大
学
関
係
政
府
予
算
な
ど
に
係
る

私
立
大
学
側
の
要
望
実
現
を
広
く
関
係

者
へ
訴
え
る
べ
く
開
催
し
て
い
る
「
私

立
大
学
振
興
大
会
」（
本
年
は
２
０
１
５

年
11
月
24
日
開
催
予
定
）
と
連
携
を
図

る
こ
と
と
し
た
。
主
催
団
体
に
加
盟
す

る
大
学・

短
期
大
学
の
関
係
者
を
は
じ

め
、
教
育
関
係
者
、
報
道
関
係
な
ど
へ

広
く
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

●
10
月
20
日
㈫　
第
７
回
常
務
理
事
会
、

第
６
回
理
事
会
に
出
席

●
10
月
20
日
㈫　

馳
浩
文
部
科
学
大
臣

を
表
敬
訪
問

　

清
家
篤
全
私
学
連
合
代
表
（
当
連
盟

会
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
全
私
学
連
合

を
構
成
す
る
各
団
体
会
長
は
、
馳
浩
新

文
部
科
学
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
、
私
立

学
校
の
実
情
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
①

各
私
立
学
校
（
幼
稚
園
～
大
学
）
の
基

盤
経
費
で
あ
る
私
学
助
成
の
更
な
る
拡

充
②
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
改
築
（
改

修
）
事
業
促
進
に
対
す
る
支
援
の
大
幅

な
拡
充

―
な
ど
を
陳
情
し
た
。

２
０
１
５
年
秋
の
叙
勲

�

（
連
盟
事
業
関
係
者
）

瑞
宝
中
綬
章

　

中
島　
　

巖
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）

　

半
田　

正
夫
（�

青
山
学
院
大
学
名
誉
教

授・

元
学
長
）

　

牧
野　

富
夫
（�

日
本
大
学
名
誉
教
授・

元
経
済
学
部
長
）

２
０
１
５
年
文
化
功
労
者

�

（
連
盟
事
業
関
係
者
）

　

安
西
祐
一
郎
（�

日
本
学
術
振
興
会
理
事

長・

慶
應
義
塾
学
事
顧

問・

前
慶
應
義
塾
長
）

開
催
報
告

◉
８
月
27
日
㈭・

28
日
㈮

「
教
学
担
当
理
事
者
会
議　

全
体
会

議
」
開
催

　
「
学
生
が
成
長
実
感
を
も
て
る
大
学
教

育
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
従
来
の
教
育

手
法
論
を
中
心
と
し
た
大
学
教
育
改
革

の
視
点
に
加
え
、〝
学
生
〟
を
主
語
と
し

た
学
生
目
線
で
の
「
成
長
実
感
」
と
い

う
視
点
か
ら
、
各
大
学
が
直
面
し
て
い

る
問
題
点
や
よ
り
効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
な
ど
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
学

生
自
身
が
成
長
実
感
を
持
て
る
教
育
と

は
何
か
を
考
え
る
機
会
と
す
べ
く
開
催

し
、
52
の
会
員
法
人
か
ら
54
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

◉
９
月
７
日
㈪

「
理
事
長
会
議
」
開
催

　
「
学
長
の
選
任・

選
考
方
法
の
あ
り
方

を
考
え
る

―
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確

立
と
の
関
連
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
律

的
な
学
校
法
人
経
営
な
ら
び
に
大
学
経

営
の
一
助
と
す
べ
く
開
催
し
、
71
の
会

員
法
人
か
ら
97
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

会
議
で
は
、
学
校
教
育
法
な
ど
の
改
正

を
踏
ま
え
、
現
行
の
学
長
の
選
任・

選

考
方
法
を
総
括
し
、
そ
の
問
題
点
、
改

革
の
方
向
性
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
改
革
に

取
り
組
む
学
校
法
人
で
は
、
何
を
、
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
に
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
（
変
え
た
の
か
）
と
い
っ
た
事

例
も
交
え
て
討
議
し
た
。

会
長
の
動
き
２
０
１
５
年

９
月
▼
10
月

馳文部科学大臣を表敬訪問

連盟ニュース
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◉
９
月
10
日
㈭

「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会

（
第
１
回
）」
開
催

　
「
平
成
28
年
度
文
部
科
学
省
概
算
要

求
」
お
よ
び
「
国
公
私
立
大
学
を
通
じ

た
大
学
教
育
再
生
の
戦
略
的
推
進
」、
さ

ら
に
、
見
直
し
が
図
ら
れ
た
「
私
立
大

学
等
経
常
費
補
助
金
並
び
に
大
学
等
設

置
認
可
に
お
け
る
入
学
定
員
及
び
収
容

定
員
の
充
足
率
に
か
か
る
取
扱
い
」
に

つ
い
て
、
文
部
科
学
省
担
当
者
に
よ
る

報
告・

説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
各
大
学
の
個
別
質
問
を
受

け
付
け
る
ブ
ー
ス
で
は
、
文
部
科
学
省

担
当
者
に
よ
る
詳
細
な
説
明
や
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
95
の
加
盟
大
学
か
ら
２
７

９
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

公
開
報
告

◉
９
月
24
日
㈭

　

２
０
１
５
年
６
月
20
日
㈯
に
開
催
し

た
「
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
専

任
教
職
員
向
け
】」
の
問
題
提
起
資
料
お

よ
び
グ
ル
ー
プ
討
議
の
ま
と
め
を
連
盟

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
へ
公
開
し
た
。
２
０
１

６
年
４
月
の
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

施
行
に
あ
た
り
、
所
属
大
学
で
取
り
組

み
を
推
進
さ
れ
る
際
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

〈
問
題
提
起
〉

　
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
教
育
支
援

―

障
害
者
差
別
解
消
法
が
求
め
る
も
の

―
」　

青
野 
透�
氏
（
徳
島
文
理
大
学

総
合
政
策
学
部
教
授
）

〈
グ
ル
ー
プ
討
議
〉

　

①
学
生
の
多
様
化
に
伴
う
教
育
支
援

や
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
現
状
②
新
た
な

支
援
へ
の
ニ
ー
ズ
と
課
題

―
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

私
大
連
盟
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
（http://

w
w
w
.shidairen.or.jp/

）
へ
ア
ク
セ

ス
後
、�H

om
e
＞

事
業
内
容＞

教
育�

研
究

第５回（大阪）　前門に教養主義の衰退、後門に反知性主義
12月5日（土）13:00　関西大学
※無料、定員予約制（200名）

意見発表 竹内　　洋氏　関西大学名誉教授 ・京都大学教育学部名誉教授
白井　　聡氏　京都精華大学人文学部総合人文学科専任講師
森本あんり氏　国際基督教大学学務副学長

コーディネータ 西村　枝美氏　関西大学学長補佐 ・法学部教授

お申し込みはこちら
※またはＷＥＢで「私大フォーラム」と検索ください。

日本私立大学連盟では、当法人の活動、私立大学の教育
研究、管理運営等に係るさまざまな情報および国の高等
教育政策に係る動向などの社会への発信とともに、情報
共有の推進を主目的として、今年度も「私立大学フォー
ラム（全５回）」を開催します。

教育の明日を探る

文部科学省担当者による
報告・説明後の質疑応答の様子

連盟ニュース
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◆
大
学
と
い
う
空
間
は
、
全
学
生

が
揃
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い

（
全
員
が
揃
っ
た
ら
、
校
舎
に
収
容

し
き
れ
な
い
か
も
…
…
）。
防
災
訓

練
に
重
な
っ
た
授
業
の
振
り
替
え

を
ど
う
す
る
の
か
（
シ
ラ
バ
ス
の

と
お
り
に
授
業
が
進
ま
な
く
な
る

で
は
な
い
か
！
）。
地
震
の
時
に
何

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
教
え

ら
れ
て
い
な
い
（
そ
の
た
め
に
訓

練
を
す
る
ん
で
す
け
ど
…
…
）

―
な
ど
な
ど
、
訓
練
が
で
き
な

い
理
由
（
？
）
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

確
か
に
、
事
前
に
解
決
し
て
お
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
は
多
い

が
、
か
と
言
っ
て
、
時
間
が
経
て

ば
解
決
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。

訓
練
実
施
に
は
、
思
い
切
り
と
割

り
切
り
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

小
特
集
で
取
り
上
げ
た
大
学
以

外
に
も
、
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

る
大
学
は
多
い
。
小
特
集
と
い
う

制
約
上
、
全
て
の
事
例
を
取
り
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

防
災
訓
練
を
計
画
中
の
大
学
は
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
る
。

　

今
の
日
本
に
い
る
限
り
、
何
ら

か
の
自
然
災
害
に
遭
遇
す
る
確
率

は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
に
、
日
頃
か
ら

経
験
を
積
ん
で
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。〔
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大

学
時
報
）
委
員・

上
智
大
学
学
術

情
報
局
長 

大
日
方 

聖
信
〕

◆
第
14
回
学
生
生
活
実
態
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
て
開
催
し
た
今
号

の
座
談
会
。
現
代
の
学
生
像
に
つ

い
て
、「
真
面
目
」「
没
個
性
的
」

「
生
徒
化
」
と
い
っ
た
特
長
が
あ
げ

ら
れ
た
。
で
は
、
一
昔
前
の
学
生

像
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

１
９
６
７
年
に
行
っ
た
第
１
回

調
査
の
報
告
書
、
何
気
な
く
開
い

た
ペ
ー
ジ
に
は
「
平
均
時
給
２
０

０
円
」
と
あ
り
、
思
わ
ぬ
時
代
の

変
化
を
感
じ
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
に

関
す
る
項
目
で
は
、
今
回
の
調
査

で
70・

３
％
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
る
と
の
回
答
に
対
し
、
当
時

は
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
よ
る
収
入

が
無
い
が
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、

状
況
は
一
転
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
習
時
間
は
自
習
時
間
43
分
に
対

し
、
２・

２
時
間
と
、
今
の
学
生

の
３
倍
以
上
の
時
間
を
勉
強
に
費

や
し
、
学
び
の
姿
勢
に
も
変
化
が

う
か
が
え
る
。

　

一
方
、
読
書
量
は
、
今
ほ
ど
で

は
な
い
が
当
時
も
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
50
年

近
く
経
過
し
た
今
で
も
、
あ
る
意

味
変
わ
ら
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と

を
微
笑
ま
し
く
思
う
。
こ
の
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
な
読
み
方
で
学
生

像
の
変
化
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
あ
る
。（
日
本
私
立
大

学
連
盟
事
務
局 
春
名 

貴
明
）

　

３
６
４
号
「
特
集　

特
徴
あ
る

正
課
外
教
育
で
学
生
を
教
育
す
る
」

に
つ
き
ま
し
て
、
編
集・

発
行
作

業
を
担
う
当
連
盟
事
務
局
と
編
集

業
者
と
の
編
集・

発
行
作
業
の
過

程
に
お
い
て
ミ
ス
が
あ
り
、
本
来

の
意
図
と
異
な
る
掲
載
順
番
で
原

稿
を
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
事
務
局
よ
り
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
再
発
防

止
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
当
連
盟
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
来
の
意
図
を
反
映
し
た

立
命
館
大
学
、
立
教
大
学
、
愛
媛

大
学
、
金
沢
工
業
大
学
、
東
洋
大

学
お
よ
び
早
稲
田
大
学
へ
と
掲
載

順
番
を
訂
正
し
た
も
の
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
大
連
盟
で
は
、
公
式Face-

book

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

facebook.com
/shidairen

）
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
『
大
学
時
報
』
の
進
捗
報

告
や
『
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

な
ど
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る

ご
案
内
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
見
ら

れ
な
い
情
報
も
発
信
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次号
（1月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「初年次教育のいま」
特　集	「それぞれの大学・立場から考える
　　　 “大学におけるキャリア教育（支援）”とは」
小特集	「留学生へのメンタル/フィジカルな支援をどのように行うか」
表紙 ・大学点描 西南学院大学　　だいがくのたから 昭和女子大学
クローズアップインタビュー：「三上　延さん（作家）」

お
詫
び
と
訂
正

私
大

連
盟




公
式Facebook

ペ
ー
ジ

編
集
後
記
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2015
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小　林　直　毅（法政大学社会学部教授）
大日方　聖　信（上智大学学術情報局長）
中　川　雄　弘（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター入試課課長補佐）
赤　木　完　爾（慶應義塾大学法学部教授）
宇　高　泰　輔（神戸女学院大学図書館課長補佐）
高　野　和　子（明治大学文学部教授）
高　見　　　勲（南山大学理工学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
木　村　健　太（立教大学図書館学術資料課）
片　岡　達　彦（立命館大学総務部広報課長）
芹　澤　　　剛（園田学園女子大学人間教育学部教授）
佐々木　ひとみ（早稲田大学キャリアセンター長）
山　下　隆　一（日本私立大学連盟事務局）
萩　原　恵　子（日本私立大学連盟事務局）
春　名　貴　明（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）
発 行 人	 村 田 晃 嗣（同志社大学学長）
発 行 所　一般社団法人	日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
	 私学会館別館	
	 電話	03－3262－4362　　FAX	03－3262－4363	
	 http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進	研	アド
	 〒530-0003　大阪市北区堂島２－４－ 27 	
	 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫	 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
皇 學 館 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学
大 阪 女 学 院 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 谷 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
園田学園女子大学
創 価 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人	）
（121大学　平成27年11月20日現在）

第64巻365号（通巻379号）
平成27年11月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。
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